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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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超あとがき











　　超まえがき




　昔から……それこそ二十年前から、何度も繰り返し言うセリフが私にはある。




『───最終回が、見るのも書くのも大好きだ』




　　　＊　　＊　　＊




　というわけで、長らくお待たせいたしました！

『アリアンロッド』リプレイシリーズ〝ルージュ〟───最終巻をお届けします！




　さて最初に───表紙に惹かれ、本書を小説だと思って手にとったあなた。

　本書は、富士見書房から発売されているＴＲＰＧ『アリアンロッド』を使用した〝リプレイ〟と呼ばれるものです。

　こんな言葉に耳慣れないって人のために、恒例となった説明をば少し。




　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table Talk Roleplaying Game）の略称で、文字通りゲームの一種です。

『ラグナロクオンライン』や『ファイナルファンタジーXI』のような、大規模ネットワークＲＰＧのごとく、プレイヤーは自分のキャラクターをひとり創って（これをＰＣ……プレイヤーキャラクターと呼ぶ）操り、仲間といっしょに冒険や物語を楽しむ遊びです。

　ただ、コンピュータやゲーム機は必要ありません。

　用意するのは、ルールブックと筆記用具、いくつかのダイスに想像力。

　あとは、一緒に遊んでくれる友人───。

　集まった参加者のひとりはゲームマスター（ＧＭ）という立場となって、物語の進行を管理します。

　……今、ＰＣたちがどういうシチュエーションにあるか？

　……どんなイベントが発生したか？

　……出現したモンスターは、誰をどのように攻撃するか？

　ストーリーの途中、ＧＭはＰＣたちを助ける脇役キャラを演じ、また時にはモンスターを操り、ＰＣたちの行く手をふさぎます。敵も味方も、ＧＭの担当となるわけです。

　戦闘の勝敗や、ＰＣの取った行動が成功するかどうかはＧＭの指示のもと、ダイスによって判定されます。

　強いて言えば、このＧＭがゲーム機役と考えてもいいでしょう。

　ＧＭの説明を聞いたプレイヤーは、自分のＰＣにどんな行動にさせるかを決め、それをまたＧＭに返し、その結果がどうなるかをＧＭは再びプレイヤーたちに返していく。

　この積み重ねにより、みんなでストーリーを進めていくのです。

　仲間同士で楽しむためにアドリブで演劇をするよーな雰囲気が近いかもしれません。

　シミュレーションゲームのように勝ち負けはなく、参加者のみんながそのストーリーや扱ったキャラクターを楽しめれば〝勝ち〟と言えましょう。




　そして、ＴＲＰＧを遊んだ風景を文章に書き起こしたのが〝リプレイ〟です。

　ちょっと口では説明しにくいこの遊び、その遊び方やプレイしている雰囲気を伝えるために最適の手段なのです。

　本書を読んで、「面白い！」と思った方、なにより「ＴＲＰＧを遊んでみたくなった！」という方は、ぜひとも友人にこの本を読ませて遊び仲間を開拓してやってください（笑）。

　今回のリプレイシリーズでは、ゲームの参加者にバリバリのＴＲＰＧ初心者が混ざっており、彼女がだんだんゲームに慣れていく様子が描かれています（笑）。

　そういう意味でも、「はじめて読むリプレイ」として、「友人に読ませてＴＲＰＧにハメるためのリプレイ」として「最適の一冊」であります！

　このリプレイで使用されているＴＲＰＧルールは、富士見書房から発売されている文庫型ＴＲＰＧ『アリアンロッド』、ゲーム・フィールド社から発売されている『アリアンロッドＲＰＧ上級ルールブック』です。

　セッション中に使用しているルールやゲームデータの中には、関連するサプリメント類から選び、使用しているものがあります。特に、最終話……みっしょん08においては、富士見書房から発売中の『アイテムガイド』を導入しています。




　もし、本書を読んで興味を持、ぜひともルールブックの方も手にとってやってくださいませ。全国書店、並びにゲームショップで絶賛発売中でございます（笑）。

　関連書籍については富士見書房および、F.E.A.R.社のサイトを見て頂けると幸いです。

　そのへんのくわしく情報は、あとがきででも。




　では、説明が終わったところで───。




　さあ、ノエルとゆかいな仲間たちの、最後の冒険の幕をあけよう！








　これまでのあらすじ




　ノエル＝グリーンフィールド───。

　ヴァンスター帝国の裕福な家庭で育てられた彼女はある日、自分が捨て子だったことを知らされる。自分と、過去の真実を繋ぐのは肩に浮き出る薔薇の刻印と、捨てられた時に手にしていたという、薔薇の文様の小箱だけ。

　自分の過去を知るべく、ノエルは旅に出ることを決意する。

　だが、そんな彼女に近づく者たちがいた。

　ヴァンスターの神殿より遣わされた正義のアコライト・クリス＝ファーディナント。

　メイジにして悪の秘密組織ダイナストカバルの幹部・トラン＝セプター。

　ヴァンスター皇帝からは、シーフにして刑期二千年の犯罪者・エイプリル＝スプリングス。

　さまざまな組織よりノエルの元にエージェントが送られてきたのには理由があった。そう、ノエルにはひとつ、特殊な力が秘められていたのだ。

　それは、伝説にある五つのアイテム〝薔薇の武具〟の封印を解く力だ。各組織は、それに目をつけていたのである。

　そして、ノエルの過去を探す旅……四人の珍道中は始まった。

　……数々の出会いと事件、戦い───。

　その中で、一行は〝カラドボルグ〟〝アガートラーム〟〝カフヴァール〟〝ウィガール〟───五つの薔薇の武具のうち、四つまでその入手に成功していた。

　だが、武具集めが順調に続く中……〝聖都〟ディアスロンドの教皇より、ノエルは自分の母親が〝薔薇の巫女〟と呼ばれる存在で、しかも神殿に逆らって神の御使いたる神竜を封印し続けている悪しき存在であると知らされる。

　さらに、薔薇の武具を狙う謎の騎士ガーベラとの戦い。

　ガーベラもまた、その身に薔薇の刻印──しかしその色はノエルとはちがって鮮やかな翡翠色──を刻みし者だった。

　これをかろうじて退け、一行は最後の武具〝マビノギオン〟の欠片のひとつ〝マビノギ〟を求め、霧の森の一角にある秘されし村・イジンデルへと赴く。

　そこで四人を待っていたのは、ヴァンスター神殿騎士による襲撃だった。

　戦いの末……トラン＝セプターは壮絶な死を遂げる。

　これにより、クリスは神殿から離脱することを宣言。大事な仲間をひとり欠いたまま、ノエルの旅はその終盤を迎えようとしていた。




　旅の終着点……母・ノイエのいる〝沈黙の氷原〟は、もう目と鼻の先にあった。
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　静かに舞まい落ちる雪が、世界を等しく真白に染そめていく。




　それは、ある寒い冬の夜のこと。

　それは、過か酷こくな運命を課せられたふたりが授さずかった小さな幸せ───。




　街の外れの森に建てられた小さな木の家で、暖だん炉ろの炎ほのおがパチパチと音を立てている。

　聞こえてくるのは、生まれて間もない赤あかん坊ぼうの泣き声。

　その子をあやすのは、笑顔の母親。

　母親の肩かたを抱だきながら、父親であろう青年が赤ん坊の顔を愛いとしげにのぞき込こむ。父親は、我わが子の頬ほおを指でつつきながら、その将しよう来らいを心の中に思い描えがいていた。

　仲睦むつまじい親子の傍かたわらには、翡ひ翠すい色のコートをまとった女じよ性せいの騎き士しが立っている。

　騎士は、おもむろに言葉をかけた。




「この子の未来には、光が見えます。きっと、将来は偉い業ぎようを成し遂とげる人となりましょう」




　だが、その言葉に母親は静かに首を振ふり───




「いいえ、ガーベラ。この子には人ひと並なみの幸せさえつかんでもらえれば、それで十分です」




　笑顔のままに、そう返した。

　言葉の意味することに気づいた時、ガーベラと呼よばれた騎士は返答に詰つまった。




「ね、あなた……この子の名前、あたしに付けさせてくださいませんか？」

「いいとも。もう、考えてあるのか？」

「ええ、素す敵てきなのを思いついたの。この子の名前は、ね───」




　母親は窓まど辺べに立って、曇くもった窓を手で拭ふき取り……夜の空を見上げながら静かに告げた。




「……ノエル」




　赤ん坊のその小さな手には、薔ば薇らの文様が刻きざまれた小箱が抱かかえられていた。





『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』最さい終しゆう巻かん

───「ノエルと蒼そう穹きゆうの未来」










　PREPLAY




◆Preplay 01◆そして選ばれた者は




「そういえば。わたしとノエルが番ばん外がい編へんで儲もうけた一五〇〇Ｇは……」

「安心してください。ちゃんと、ダイナストカバルに送金されました……」

「大だい首しゆ領りよう、せめてあのお金をお役立てください……」




　第七話のセッションは、そんな会話から始まった。




　テーブルについているのは、ＧＭであるきくたけ。プレイヤーである、力りき丸まる乃のりこ、田た中なか信しん二じ、たのあきら……そして、クレバー矢や野のこと矢野俊しゆん策さく。

　前巻において、矢野の持ちキャラであるトラン＝セプターは死し亡ぼうした。

　トランの代わりになるキャラクターをどうするか、プレイヤーも新しいメンバーに替えるかＧＭはさんざん迷まよったものの───だが、矢野はそのまま続投することと相成った。

　なお、先ほどのセリフで〝番外編〟と言っているのは、昨年（二〇〇六年）、ドラゴンマガジンに前後編で掲けい載さいされたリプレイのことだ。

　これは、みっしょん05とみっしょん06の間にはさまるエピソードで、ラインの街まちでノエルとトランがどたばたを繰くり広げる、コメディタッチのシナリオだった。




「と、ところで～今日のかわたなさん、いつもとなにかちがいます……っ」

「そうですか？　まあ、セッションへの気合いが入っ……」

「いえ～そうではなく～……な、なぜにイスの上に正せい座ざされてるんですか……っ」

「……。な、なんとなくです」

「しびれちゃいますよ……足っ、しびれちゃいますよ～おやめになった方が～……」




　そんな談だん笑しようのあと、ＧＭの言葉と共にセッションは開始された。




「さあ、新しいキャラクター……創つくろうか───」




　　　＊　　＊　　＊




　ではここであらためて、恒こう例れいのプレイヤー紹しよう介かいをしておこう。




きくたけ（ゲームマスター）

　本名は菊きく池ちたけし。

　ＴＲＰＧと出会って約二十年。それを仕事にして以い来らい、人生の大半をＴＲＰＧリプレイと読者参加ゲームの製せい作さくに捧ささげてきた、局地戦せん用ようゲームライターである。

　今回のセッションで使用するＴＲＰＧ『アリアンロッド』の他、『ナイトウィザード』や『セブン＝フォートレス』シリーズ、『アルシャード ガイアＲＰＧ』等を手がける。

　必ひつ殺さつ技わざは、「尻しりで水道管を破は壊かいする」。




力丸乃りこ（ノエル＝グリーンフィールド役）

　フリーで活動する女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　全身からあふれ出る〝いい人オーラ〟と、透とう明めい感のあるきれいな声が魅み力りよくだ。

　この「ルージュ」において、ＴＲＰＧに本ほん格かく参戦した新人プレイヤーさんである。

　必殺のセリフは、「なるほどー」「す、すいませんっ」「わかりました～」。

　ＴＲＰＧにおける必殺技は、〝おいしいダイス目〟。




　なお、代表的な出しゆつ演えん作さくは……




アニメ　　　　　　　　　　『ローゼンメイデン』シリーズ　桜さくら田だのり 役

　　　　　　　　　　　　　『瀬せ戸との花はな嫁よめ』　　　　　　　　委員長 役

ゲーム／アニメ　　　　　　『To Heart 2』　　　　　　　　小こ牧まき愛まな佳か 役　　　……など。




　また、声の仕事ではないがアニメ情じよう報ほうサイト『萌もえスタイル』でコラム連れん載さいを持っているので、ぜひともチェックしてほしい！

　http://www.moe-style.jp/rikimaru/index.php




クレバー矢野（新キャラクター作成予定）

　本名は矢野俊策。

　ＴＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition』のデザイナーにして、ライターだ。

　三〇〇万平方メートルの敷しき地ちに建てられた自じ宅たく（のうちのひとつ）に三六人のメイドを住まわせていることからか、愛あい称しようは「王子」。

　薔ば薇らをこよなく愛し、彼が仕事でパソコンのキーボードを叩たたくと、ピアノの音が鳴り響ひびく。

　ところで、「ダブルクロス・リプレイ・アライブ」シリーズ、大だい好こう評ひよう発売中です！




かわたな（クリス＝ファーディナント役）

　本名は田中信二。

　会社においては、仕事の進行役、ＤＴＰデザイン、原げん稿こう書き……なんでもこなす、パーフェクトソルジャー。でも、なぜかいつもかわいそう。

　首の横に三つのボタンがついており、一番上の青いボタンを押おすと、かっこいいセリフを砂すなを吐はくように垂たれ流し、二番目の黄色いボタンを押すと頭の悪いあやしい言葉を垂れ流す。三番目の赤いボタンは未いまだ押されたことはない。今は、その秘ひ密みつを明かす時ではないらしい。




たのあきら（エイプリル＝スプリングス役）

　システムエンジニアから転てん職しよくしてＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に入社した古参社員である。

　ゲームデザインの他、声優雑ざつ誌しやアニメ雑誌に記事を書いたり、ゲームの攻こう略りやく記事を書いたり、編へん集しゆうしたり、あまつさえＤＴＰまでやるマルチライター。

　基き本ほん的に社内で誰だれもやらないことや難むずかしい仕事に率そつ先せんして手をつける係。つまり現げん在ざいは、菊池の原稿取り立て人である（おい）。




　……と、紹介が終わったところで───ノエルたちの最後の物語を、ここに始めよう。







◆Preplay 02◆今回予告とハンドアウト




　ＧＭの言葉と共に、セッションは開始された。

　プレイヤーたちは声を紡つむぐＧＭに、いつもとちがう雰ふん囲い気きを感じ取っていた。




ＧＭ：では、今回予告……いきます。




「（低く、暗い声でゆっくりと）今回予告───……」




かわたな：な、なんだこの暗い声は。

力丸：……く、暗いですよっ。




「仲間を守るために、その命は儚はかなく散った。

　ふと振ふり返るとそこに、いつもの笑顔は……ない」




力丸：……。




「仲間をひとり欠いたまま、少女が自分を探さがす旅は佳か境きようへと向かう。

　氷雪の中、ノエルを待ち受けていたのは過か酷こくな運命だった」




アリアンロッド・リプレイ・ルージュ

みっしょん07「真実の扉とびら　───Mabinogi04&... Mabinogion!」




「今、新たな冒ぼう険けんの幕まくが……あがる」（[image: ]死ぬほど暗い声）




かわたな：……あがるというか、むしろ幕が降おりそうな声だ。

クレバー矢野：な、なんでそんなホラーっぽいんですか。

力丸：そう、ホラーっぽいですよっ。

かわたな：ところで今回、サブタイトルの武ぶ具ぐ名のとこ……マビノギとマビノギオンと、ふたつ出てくるのか。

きくたけ：ああ。正せい確かくには、四冊さつのマビノギがそろってマビノギオンになる…………予定。

かわたな：予定かよ！

きくたけ：いやあ、世の中なにが起こるかわからないから……。と、ともかく！　ハンドアウトの読み上げいきます！　最初はノエル！




ノエル用ハンドアウト（力丸乃りこ）

コネクション：ガーベラ　　関係：好こう敵てき手しゆ

　自分を探し求める旅。

　それは、みんなの笑顔と共にあるはずだった。

　仲間の声がどこか遠い。

　ふと、このまま旅を続けていいのかと疑ぎ問もんがよぎる。

　しかし、運命は翡ひ翠すいの刻こく印いんと共にもたらされた。




力丸：翡翠の刻印………。

かわたな：ガーベラか……あ、あいつが出てくると、戦せん闘とうが厳きびしくなるんだよな……（笑）。

たの：だがあいつには聞きたいことがある。ノエルの過か去こに関かかわりがありそうだしな。

きくたけ：では、次はクリス用ハンドアウト！




クリス用ハンドアウト（田中信二）

コネクション：ノエル　　関係：庇ひ護ご

　ふさぎこむノエルの姿すがたを見て、どこか声をかけづらい。




かわたな：うぅ～ん、気まずい～ぃ。

クレバー矢野：うわ、やる気ねえ声っ！（笑）

かわたな：いや！　心の動どう揺ようを表わしただけで！　トランの遺い志しに報むくいるためにも、ノエルを守ってやりたいという気持ちは本当です。ここでノエルが旅をやめたら、それこそトランに顔向けできない。

力丸：クリスさん……。

きくたけ：……では、続き。




　朝食の時間になっても、彼女は階下に降おりてこなかった。

　これは、自分の出番かもしれない。

　キミは、そう思ってゆっくり階かい段だんを上がっていった。




かわたな：そ、そうだ。ここは私が元気づけてやるしかあるまい。

きくたけ：（ナレーション風の口調で）……だが、そうつぶやくクリスも、自分の心がどこか淀よどんでいることに気づいていた。

かわたな：重い……。

力丸：暗い……。




エイプリル用ハンドアウト（たのあきら）

コネクション：フェブラリィ　　関係：同行者

　仲間のひとりを失った事実は、時が経たつと共にその実感を増ましていた。

　笑え顔がおは消え、重い雰ふん囲い気きが漂ただよう。

　だが、キミはこんな経けい験けんを何度も味わっている。

　それゆえに、ひとり気づくことができたのだ。

　その、周囲に満ちたる殺気に。




かわたな：……コネクション、フェブラリィ？

たの：名前からして、十三班ぱんのエージェントか。

きくたけ：ええ。部隊の中でも最強の名を誇ほこった、三人の中のひとりという設せつ定ていだ。

たの：……ヴァンスターの皇こう帝ていは、まだあきらめていないようだな。

きくたけ：もちろん。皇帝の目的がわかるのは、むしろここからだ。

かわたな：目的、あるのか。

きくたけ：まあ、そのへんは本ほん編ぺんに入ってからで……。では、最後にノエル、クリス、エイプリルに続いて矢野俊策用ハンドアウト！

クレバー矢野：俺おれだけ本名……違い和わ感かんが……（笑）。




矢野用ハンドアウト（矢野俊策）

　闇やみの中から光の世界へ───。

　意い識しきが、めざめていく。

　生まれて最初に見たものは、大だい首しゆ領りようの笑顔。




一同：え……えぇっ!?（笑）




　それは崇すう拝はいすべき存そん在ざいだった。

　彼は、重々しい声でキミに……命令を下した。




かわたな：大首領っ!?　また大首領なのかっ!?（笑）

きくたけ：あ、ちなみにコネクションは［大首領］、関係は［恩おん人じん］だ。いろいろ考えた末、ダイナストカバルの新しん人じん造ぞう人間、という役で設定しました。

たの：考えたのか？　本当に考えたのか？

クレバー矢野：まあ、方向性せいはわかったのでこれでキャラを創つくります！

きくたけ：新怪人だし、トランの経験を生かして……使わないスキルを排はい除じよした、発はつ展てん改良型のデータ作りをするのがよろしいかと。

クレバー矢野：ではその方向で！　……あ、質しつ問もん！　キャラのレベルは？

きくたけ：あ、レベルは８で。矢野くん、『アリアンロッド』の成長点は、たくさん持ってるだろう……？（笑）

クレバー矢野：使えと……！

きくたけ：ええ！

クレバー矢野：ではそれで！（笑）

きくたけ：（笑）。では、レベルアップ作業と矢野くんのキャラの作成に入ろう！




　こうして、レベルアップと新キャラクターの作成は始まり……あれやこれやと騒さわぐこと一時間ほどが経けい過かした。

　データ作業のすべての作業は、終しゆう了りようした。




クレバー矢野：よし、データはこれで完成で！

きくたけ：おっけ、ではあとはライフパス！　自じ己こ紹しよう介かいしてもらいながら、振ふるか（笑）。

クレバー矢野：ういっす！




ＧＭ：では、ひとりひとり紹介してもらおう！








ノエル＝グリーンフィールドの場合

きくたけ：では、レベルが上がって変へん更こうされた部分を紹介してもらおう！

力丸：ノエルです♪　レベル８になりました。【ＨＰ】は68、【ＭＰ】は45に上がりました。で、それから……装そう備び品ひん変わりました。

きくたけ：なにいっ！（笑）バ、バンダナは……変わってないよね？

力丸：胴どう体たいが、マジカルチェインになりました。バンダナは、そのままです。

きくたけ：ふう……（安あん堵ど）。




　三巻で装そう備びがバンダナに装備が変わった時、デザイン設せつ定ていが決まるまですごい大変だったのである（笑）。




力丸：大だい丈じよう夫ぶですよ～（笑）。えー……スキルは、《ウォーターステップ》が５になって、《ファイアステップ》が２に上がってます♪

きくたけ：おお、順当だ。大きな変更は、そのくらい？

力丸：ですよ～。

きくたけ：ＯＫ、では次はクリスにいってみようか！
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クリス＝ファーディナントの場合

かわたな：レベルが８になって……ぱぱらぱっぱぱ～♪【ＨＰ】はなんと１００!!　夢ゆめの三桁けた台に突とつ入にゆうです！

力丸：ひゃ、１００？　すごいです～。

かわたな：【ＭＰ】も60になりました。そして……アコライトのスキルから［戦せん闘とう不ふ能のう］より対象を回かい復ふくさせる《レイズ》、そして……モンクから《エナジーフロウ》を取得しました！

力丸：えなじーふろー？

かわたな：消費したＭＰ分だけ、攻こう撃げき力りよくが＋１されるスキルです。まだスキルのレベルが１なんで、＋５までしかでできませんけどね。

きくたけ：それでもＭＰ馬ば鹿か食いキャラに……。

かわたな：ええ。なので、ハイＭＰポーションをいっぱい買い込こみました。他にも〝生命の呪じゆ符ふ〟を買い、《レイズ》要員である私が［戦闘不能］になっても復活できるようにしました。クライマックスの前に装備している〝虹にじ色の指輪〟を、呪符に切り替かえる方ほう針しんで！

きくたけ：堅けん実じつだ！

かわたな：もう、誰だれも殺させない……っ。

きくたけ：うう。では……次はエイプリル！
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エイプリル＝スプリングスの場合

きくたけ：では、変更点どうぞ！

たの：レベルが８になった。【ＨＰ】は62、【ＭＰ】は53。特筆すべきは、【敏びん捷しよう】や【感知】が大おお幅はばに上がったことで、回かい避ひ値ちや行動値が上じよう昇しよう。

きくたけ：大幅に上がった……って？

たの：スキルで《トレーニング：感知》と《トレーニング：敏捷》を取った。

きくたけ：ああ、なるほど。




　文字どおり、指定した能力を上昇させるスキルである。




クレバー矢野：回避値７の、行動値が16……たしかに高い。

たの：素す早ばやく動き、そして敵てきの攻こう撃げきをかわしながら戦うタイプに。

きくたけ：イメージいいな。えー……装備とかの変更は？

たの：絵え柄がらが大きく変わるような変更は……なし！

きくたけ：助かるなあ（笑）。

クレバー矢野：そこ、大事なところ（笑）。

きくたけ：うい（笑）。では、最後はお待たせ……クレバー矢野！
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矢野俊策の場合

きくたけ：では、気になる矢野くんのキャラの自じ己こ紹しよう介かいにいってもらおうか！

クレバー矢野：名は、レント＝セプター。最近生まれたばかりの人じん造ぞう人間です。

力丸：セプター……ダイナストカバルの人造人間は、セプターの名を受け継つぐんですか。

クレバー矢野：ええ。きっと、我わが組そ織しきの人造人間は、みんな姓せいがセプターなのでしょう。

かわたな：いや、人造人間を造つくってる博士の名前がドクトル・セプターといってだな……っ（一同大だい爆ばく笑しよう）。

クレバー矢野：ドクトル・セプター！　誰っ!?（笑）

力丸：い、いいですねそれ……っ、きっとそうそうそうなんですよ～！（笑）きっ、きくたけさん、出してくださいドクトル・セプター！

きくたけ：で、出ないと思う……（笑）。

クレバー矢野：知ち識しきの類は製造時に詰つめ込まれてますが、造られたばかりで人じん格かくが形成されてません。効率最優先で、人の心情を理解できず、どこか機械的な感じで淡々としゃべります。

きくたけ：まだアルテアに教育されてないから……。

クレバー矢野：またアルテアに教育させるつもりですかっ!?（笑）

きくたけ：では……ライフパス、決めていこうか！　基き本ほんルールと、「リインフォース」のライフパス、どっち使う？

クレバー矢野：じゃあ、人造人間なので［出自］は［人工生命］でいくとして………［境きよう遇ぐう］は「リインフォース」でいきますよ。黒のダイスが十の位で……（ダイスを振ふる）……11！

きくたけ：11……は………………［黄よ泉みがえり］（一同大爆笑）。




［黄泉がえり］

　サプリメント『リインフォース』で追加された境遇表の一項こう目もく。

　過か去こに一度死んで、生を取り戻もどした経けい歴れきのあることを示しめす。




力丸：わあ……っ！（笑）。すごくいいかもしれない～～～っ！（笑）

きくたけ：や、ややこしいものをっ！（笑）えーと……（なにやら考えて考えている）。

かわたな：なにを考えているんだ。

きくたけ：いや、なんでも（笑）。では、次は［運命表］！

クレバー矢野：ほい！（と、ダイスを振る）……25！

きくたけ：25は…………［放ほう浪ろう生活］。

クレバー矢野：い、嫌いやな未来が待っていそうだ……（笑）。

きくたけ：で、ほんとにトラン改良型としてデータを組んだみたいだけど、具体的には？

クレバー矢野：そうですね……大きいとこだと、防ぼう御ぎよ能のう力りよくが上がりました！　対物理はトランの二倍！　対魔ま法ほうはトランの三倍！　14／14あります。

きくたけ：か、堅かたいな……。

クレバー矢野：あと、攻撃魔法の属ぞく性せいも変わりました。前は《アースブレット》でしたが、今回は《ウォータースピア》に。水の槍ですが、演出で氷の槍ってことにしたいです。

きくたけ：ＯＫ（笑）。他は？

クレバー矢野：あと、スキルでは《ヘイスト》を取ったのが大きいですかね。でも、目玉は《フェイス：アーケンラーヴ》！　一ラウンドだけ菊池さんが回避できなくなる！

きくたけ：い、いや、回避できなくなるのはエネミーであってだな……というか、そんなものあったらノエル名物の〝カラドボルグの空打ち〟がなくなっちゃうじゃないかっ!?

クレバー矢野：そのために取ったんですよっ!?

力丸：や、やたっ、すごい！　すばらしいですよ～すばらしいっ！　さすが薔ば薇ら王子っ！

クレバー矢野：と、だいたいそんなところですかね？

きくたけ：一いち人にん称しようは？〝わたし〟でいいのかな。

クレバー矢野：ええ、トランと同じでいこうと思ってます。

力丸：おいどん。

クレバー矢野：…………じゃあそれでやってみてくださいよ……（笑）。

きくたけ：（笑）。では、そんなところで……オープニングに入ろうか！
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　OPENING PHASE




◆Opening 01◆それは愛ゆえに




「愛ゆえ……っ、愛ゆえにこれまで報ほう告こくをためらってまいりましたが罪つみは罪っ!!　我が魂たましいはもはや穢けがれ、神のご意思にそむきし罪ざい人にんと同じにございます……っ」




　ヴァンスター帝てい国こく神しん殿でん・神官長マティアスは、涙なみだながらにおのれの罪を告白した。




ＧＭ：───と、今回のシナリオは、そんなマティアスの罪の告白から始まる。シーンの舞ぶ台たいは、ディアスロンドの大だい聖せい堂どう。前回のシナリオから、数日後の話だ。

クリス：罪の告白……？

ノエル：あのマティアスさんが……。

エイプリル：クリスにぶんなぐられて改心でもしたか？

ＧＭ：それはすぐにわかる。前回、ヴェンガルド峡きよう谷こくの怪かい物ぶつ退たい治じという名目で、マティアス配下の神殿騎き士し団だんが派は遣けんされたわけだが……それに付ふ随ずいして起こった出来事を、教きよう皇こう他、集結した各国の神官に報告している場面だ。

ノエル：で、マティアスさんが説教されてると……。

クリス：ああ、イジンデルは魔族の村と言いつつ……善ぜん良りような人しかいなかったもんな。そこを襲しゆう撃げきしたんじゃ……。

エイプリル：薔薇の武ぶ具ぐがらみのことも、多くの騎士が目もく撃げきしてるしな。言い逃のがれはできないってとこか。

ＧＭ：ちがう。

一同：ちがう？

ＧＭ：マティアスは再ふたたび、声を大にして言う。

ノエル：な、なにを……っ。

ＧＭ：「どうか……どうか！　罪をお与あたえください！　薔薇の武具に関しての情じよう報ほうを秘ひ匿とくしていたこのわしに！」

一同：……？

ＧＭ：「弟で子しの罪は、我わが罪に同じ！　あの男も、わしのためを思って罪を犯おかしたまでのこと！　どうか……お許ゆるしを！　禁きん忌きを破やぶり、薔薇の武具を集めていたクリス＝ファーディナントの罪だけは……！」

クリス：おいコラ待て──────いっ!?

ノエル：ひどい……っ、ひどいっ!!（笑）

ＧＭ：マティアスは、額ひたいを床ゆかにこすりつけ涙を流す。自らの赦ゆるしは請こわず、弟子を守ろうとする男の姿すがたに、生き様に……各国の神官たちは確かく信しんした。この男には、いまだ神の使徒たる資し格かくはある、と。

クリス：お前らの目はフシアナか──────っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

エイプリル：眉まゆ毛げ……いや、教皇はどんな態たい度どを……？

ＧＭ：教皇ヴェラシオ＝ハーヴェイは、黙もくして語らず。ただ、マティアスの言葉だけ聞いていたが……やがて目を見開き、伝える。「マティアス＝アディンセル。お前に罪は、ない。これからもよりいっそう、神のために働くがよい」

クリス：まゆげ───っ!?

ＧＭ：非ひ難なんする気持ちはわかるが、まあ待て。教皇も、決してマティアスの言葉を心の底から信じているわけではない。

クリス：というと？

ＧＭ：状じよう況きようが悪すぎるんだよ。禁忌とされる〝薔ば薇らの武具〟を、クリスは実じつ際さいに……。

クリス：そろえようとしているな。

ＧＭ：魔ま族ぞくの治める村イジンデルに協力し、なおかつ仕えるべき神官長を殴おう打だして、逃とう走そう。

クリス：しかも薔薇の武具も持ってな。

エイプリル：それに一いつ緒しよにいるノエルが、神の御み使つかいたる神しん竜りゆうを封ふうじ続ける〝反はん逆ぎやく者しや〟ノイエの娘むすめってのもポイント大きいな。

クリス：たしかに。

ＧＭ：さらには、犯はん罪ざい者しやであるエイプリルがメンバーにおり、悪の組そ織しきダイナストカバルの幹かん部ぶとも親しくしている。

クリス：…………いかん、はたから見るとただの悪人だ。

ＧＭ：涙の演えん説ぜつの前、マティアスは〝事実報告〟という形でそのような話をして、心象操そう作さを行っていたんだ。

クリス：抜ぬけ目めのない男よ……っ。

ＧＭ：そして、状況はさらに悪い方に転がる。教皇より赦しを得たマティアスは、たった今、思いついたかのように言う。「お、おお……教皇よ。クリスの罪を償つぐなわせる役は、なにとぞこのマティアスにおまかせくだされ」

クリス：どーやって償わせるんだ。

ＧＭ：「……幸い、帝国より連れてきた騎士団の半数は、このディアスロンドに駐ちゆう留りゆうしております。せめて……せめて！　クリスを神の御み許もとに送る役目、このわし直じき々じきに……っ」

クリス：殺やる気満々じゃねえかっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：結果として……その認にん可かは下りた。騎士団の滞たい在ざい期間は、約束より三ヶ月の延えん長ちようが認みとめられることとなった。

クリス：なるのかっ!?

ＧＭ：あらかじめ、この会議が始まる前に裏うら工こう作さくもあったんだろう。数人の神官たちがマティアスの意見を支し持じし、彼の願いを否ひ定ていしづらいムードを作り上げたんだ。

エイプリル：……。

ＧＭ：許きよ可かが下りたことに、マティアスは再ふたたび涙なみだを流しながら感かん謝しやの意を述のべる。「なんと……なんとありがたいことか！　このマティアス＝アディンセル、今日のことは一生忘わすれはしませぬぞ……っ」

クリス：忘れてくれっ!?　頼たのむからっ!?

ＧＭ：と、ここでシーンは閉とじられるんだが……最後に、こんな演えん出しゆつを差し込こんでおこう。




「……ちっ、気に入らないわね」




　感かん涙るいにむせぶマティアスに冷ややかな視し線せんを送りながら───。




　パリス同どう盟めい副代表……シルヴァが、そうつぶやいた。







◆Opening 02◆失ったもの




　眠ねむれない夜が、また明ける。

　……幾いく度ど目の朝だろう？

　朝がくるたびに、ノエルは思い知る。

　あの悪あく夢むは、すべて現げん実じつであったのだと。




　失ったものは、もう二度と取り戻もどせないのだということを。




ＧＭ：では、ここであらためてＰＣたちのシーンに入ろう。今回のオープニングは、ノエル、クリス、エイプリルは同じシーンで開始される。

エイプリル：シーンの舞ぶ台たいは？　……というか、俺おれたちは今、どこにいるんだ。

ＧＭ：今回のシナリオは、前回から二週間ほどが経たっている。キミたちは、霧きりの森を離はなれ……大きな街かい道どうをめざしている。（トラベルガイドの地図を出して）……だいたい、このへんだ。

ノエル：はー。

ＧＭ：この街道の北……ラーフの大だい洞どう窟くつを抜けた先に、ノエルの母がいる沈ちん黙もくの氷原がある。

クリス：現げん在ざいの状じよう況きようは？

ＧＭ：キミらは今、街道から外れた場所でみつけた、小さな宿にいる。時間帯は、朝。宿の食堂で、用意された食事に手もつけず、クリスとエイプリルが沈黙している。

クリス：……ノエルさん、起きてこないな。

ノエル：あたしは落ち込んだままです……。

エイプリル：……。

クリス：エイプリル、先に食べててくれ。ノエルを……呼よんでくる。

エイプリル：ああ、まかせる。

ＧＭ：では、クリスはトントンと階かい段だんをあがって……ノエルの部屋の前に来る。

クリス：〝トントン〟（と、ノックの音）……ノエルさん？

ノエル：無言。

クリス：…………。

ＧＭ：…………。

クリス：では、再さい度どノックして……ノエルさん、朝食の準じゆん備びができました。

ノエル：（なにかをこらえるような、陰いん鬱うつな声で）───食べたくない。




　文字ではわからないと思うが、迫はく真しんの演えん技ぎである。

　お聞かせできないのが残念だ。
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クリス：そ、そんな声で言われるとすごすご帰りそうになる……っ。ノエルのこんな声は初めて聞いたような……。ノエルさ～ん……朝食はとらないと、力が出ませんよー。

ノエル：（陰鬱な声で）……クリスさん、食べてください。

クリス：…………。

ＧＭ：ま、負けるなクリス。

ノエル：あたしはカーテンを閉しめ切って、ベッドにうつぶせになってます。で、腕うでに巻まき付つけてる鈴すずを、ぼーっと眺ながめて……。

クリス：鈴？

ＧＭ：ああ、番外編へんの時にラインの街で買った安物の鈴だ。

ノエル：……。

クリス：……。

ＧＭ：……ちりん。時おり部屋の中から鈴の音が、聞こえる。

クリス：………ええいっ、このままではいかんっ!?　ノエルさん、入りますよ！　ばたんっ、と部屋に入ってカーテン開けて、窓まどを開けて……っ！

ノエル：……食べたくないって……言ってるじゃないですか。ちらっと顔をあげます。

クリス：（無理に明るい声で）……まあ、いろいろあると思うんですが！　ずっとふさぎ込んでても、トランは喜びやしない！

ノエル：……もう喜ぶことも、泣くこともできないですよ、トランさん。

クリス：うぐ……っ。

ＧＭ：…………。

クリス：……でも、あれはノエルさんのせいじゃない。

ノエル：あたしのせいですよっ!!　あたしが、あそこでちゃんとゴーレムを倒たおしていれば……っ、あたしのせいでトランさん、死んじゃったんです……っ。

クリス：不幸な偶ぐう然ぜんの積み重なり、です。

ノエル：ちがいます……っ、あれはあたしのせい……っ。

クリス：（いきなり優やさしげな口調で）あえて言うなら───私のせいですよ。

ノエル：え？　なんでそうな……。

クリス：（言葉を遮さえぎって）前に話したこと、ありませんでしたっけ？　私、神しん殿でんでは……［死神］って、呼ばれてたんですよ。

ノエル：あ、あー……




　第一巻『ノエルと薔ば薇らの小箱』───クリスのキャラメイク時、ライフパスを参照である。




クリス：どんな小さい任にん務むでも、私が同行すると絶対に誰だれかが生命を落とします。だから、いつしか私は誰とも一緒に行動しなくなりました。

ノエル：ク、クリスさん……。

クリス：しかしみんなと出会い、旅するうちに、もう誰も失わない───いつしかそう思うようになっている自分に気づきました。でも……ダメだった。

ＧＭ：クリスが、弱々しい笑えみを浮うかべる───。

ノエル：ちょ、ちょっと……。

クリス：だから、あれは私のせいです。私の運命に、あいつは巻まき込まれてしまった。

ノエル：ち、ちがいますっ、あたしのせいですっ。

クリス：いえいえ、私です。

ノエル：い、いやっ……いやいやっ……あたしですよっ。だ、だいたい、そんなの偶然に決まってるじゃないですか、死神なんてっ。トランさんが死んじゃったのは偶然で……。

クリス：つまりノエルさんのせいでもない……そうですよね？

ノエル：あ。

ＧＭ：（うまい）

ノエル：……な、なんか落ち込んでた自分を反省したい気持ちに……少し照れ笑いを……。

クリス：そう、笑えばいい。奴やつが死んだことは、変えようがない。だが、落ち込んでる暇ひまも余よ裕ゆうも、ないんです。残った我われ々われはそれを背せ負おって、前に進まなければいけない。

ノエル：な、泣きそうに……っ。

クリス：ではそこでふっ、と笑って……ノエルさん。

ノエル：は、はい。

クリス：とりあえず、ご飯を食べましよう。エイプリルが待っている。

ノエル：じゃあ、くすっと笑って───そ、そうですねっ。行きましょうっ。

ＧＭ：階かい段だんを並ならんで下りる、クリスとノエル。食堂……エイプリルが見えた時、自然と目に入ったのはテーブルの上の、三人分の食事───。

ノエル：……。

クリス：ごまかすように笑いながら言いますっ!!　いやあ、今日の朝食は、宿の人に無理言って、私が作ったんですよっ。けっこー、がんばって作っ……。

エイプリル：───まずい。

クリス：そんなこと言うなよっ!?

エイプリル：そうじゃなくて。スッ、と窓まど際ぎわに行って外をちらり、のぞく。

ノエル＆クリス：……？

エイプリル：ハンドアウトに書かれたイベント、ここで起こるんだろう？

ＧＭ：む、そのとおりだ。エイプリルは気づいた。この宿の周囲……息を潜ひそめて近づく、大おお勢ぜいの気配に。いつのまにか食堂からもキミたち以外の人ひと影かげは消えている。

エイプリル：ふん、あからさまな。

クリス：宿の人間に通つう報ほうでもされたか。やっぱり神殿は私たちを迫ってるようだな。

エイプリル：ああ。周囲の気配は、１、２、３……───。

ＧＭ：４、５……（中ちゆう略りやく）……40。

一同：多っ!?

エイプリル：クリスに視し線せんで合図する。

クリス：では、ノエルにも合図を。装そう備びを身につけるんだ。すぐに動けるように、準じゆん備びを。

ノエル：は、はいっ。

ＧＭ：高まる、緊きん張ちよう感。そして周囲を満たす殺意───てなところで一回シーンを切ろうか。

クリス：では、ノエルが装備を取りに行ったのを見たら、無む意い識しきにくるっと振り返って言う。

ＧＭ：無意識？

一同：……？




「……おい、お前も準備しとけよ、トラ───……」




　そう言いかけて。

　自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべ、クリスは剣けんを引き抜ぬいた。







◆Opening 03◆覚かく醒せい




　暗い海の底で、眠ねむっているような感覚だった。

　ふと目を開けば、水面から差し込こむ光が見える。

　レントがうつろな瞳ひとみのまま、無意識に手をのばした先に───世界はあった。




ＧＭ：では、お待たせしました。レント＝セプターのオープニングにいこう。

レント：（ハンドアウトを見ながら）……ええと、わたしが目覚めるシーン、ですよね？

ＧＭ：うん。トランの後こう継けいとなる新幹かん部ぶとしてキミは今、この世界に生まれ出ようとしている。覚醒に向かい、現げん実じつへと還かえる意識。闇やみの中で浮ふ遊ゆう感を感じ……頭上より感じるのは、光だ。

レント：では、光に向かって手を伸のばすと……なにか壁かべに当たるんですが、それはわたしが眠ねむっていた棺かん桶おけの蓋ふたでして。

ＧＭ：おお、なるほど。〝バンっ、ざばあ……〟棺桶の蓋を突つき開け、レントが流れ出る溶よう液えきの中から上体を起こして周囲を見回す。するとそこには───。

クリス：ドクトル・セプターの笑顔が。

ＧＭ：「ぎぃ～ひっひっひぃ……よくぞ目覚めたレント＝セプターぁ！（[image: ]えらく甲かん高だかい声）」（一同大だい爆ばく笑しよう）

ノエル：え、えぇ───っ!!（笑）で、出てきたっ、ほんとに出ましたよドクトルがっ!?

エイプリル：ほんとにまともなＮＰＣがいないな、このキャンペーンは。

クリス：結局ドクトル、出してるじゃないか。




　お前のせいだ。




ＧＭ：…………（シ、シリアスにやろうと思ったのに……）。と、とにかく！　ドクトルや戦せん闘とう員いんたちが見守る中、レントは目覚めた。石いし造づくりの部屋の奥おく、キミの目に入ったのは大だい首しゆ領りようの石せき像ぞうだ。それが自分の主だと、直感的に理り解かいした。

レント：では、生まれたばかりですが、本ほん能のう的に片かた膝ひざをついて頭を下げます。（無む機き質しつな口調で）……お初にお目にかかります、大首領。我わが名はレント＝セプター。ダイナストカバルに勝利をもたらすべく、闇の淵ふちより生まれ出し者にございます。

ＧＭ：「うむ。期待しているぞ、レントよ」威い厳げんのある、大首領の声。

レント：はい───。

ノエル：な、なんかトランさんとちがって冷たそうですよ……。

ＧＭ：トランとちがって、情じよう操そう教育というものを受けてないからね。

レント：まだ、感かん情じようのようなものがないんです。

ＧＭ：「さっそくだがレントよ、お前に任にん務むを与あたえる───」

レント：なんなりとお命じください。

ＧＭ：「お前の脳のうには、必要なデータをすべて刻きざみ込んである。まずは、その瞳を閉とじよ。そこに、ひとりの少女が思い浮うかぶであろう」

レント：（無機質な口調で）……ノエル＝グリーンフィールド……〝薔ば薇らの武ぶ具ぐ〟の継けい承しよう者しやにして、刻こく印いんを刻きぎまれし巫み女こ。

ＧＭ：「そうだ。お前に命ずるは、ひとつ」

レント：は……。

ＧＭ：「───ノエルを、守れ」

レント：は？

ＧＭ：「薔薇の刻印の継承者を守ることが、お前の生命の意味と知れ」

レント：薔薇の武具集めのことは言われないんですか？

ＧＭ：言われないね。

レント：（ちょっと考えて）……わかりました、大首領。すべては大首領の命じるままに。このノエルという少女───。




「……我が生命と存そん在ざいのすべてを懸かけ、守り通しましょう」







◆Opening 04◆竜りゆうと薔薇




　冷気に満ちた旧ふるき神しん殿でんの広間で、ふたりは言葉を交かわしていた。




　ひとりは、騎き士し。

　翡ひ翠すい色のコートを纏まとい、やわらかなブロンドの髪かみを持つ者。

　いまひとりは巫女。

　旧き時代の魔ま法ほう陣じんの中央に在あって、白き光こう鎖さに繋つながれる者───。




ＧＭ：では、オープニングの最後は再ふたたびＧＭシーンが差し込まれ、終しゆう了りようとなる。舞ぶ台たいとなるのは、旧い時代に建てられた神殿の広間。

クリス：神殿？

ＧＭ：天てん井じようにはめこまれた窓まどから見える色からして、時じ刻こくはおそらく夜。凍いてつき、雪のこびりついた窓は、その場所がはるか北の地であることを告げている。

ノエル：北の、神殿？　それって……。

ＧＭ：ええ。円形の部屋の奥は、高い台だい座ざが張はり出しており、そこにローブをまとう女じよ性せいが見える。手前の床ゆかには、翡翠色のコートをまとった女性の騎士がひざまづいているな。

ノエル：ガーベラさんっ。

エイプリル：じゃあ、もうひとりの女性ってのは……。

ＧＭ：ガーベラは、跪ひざまずいたまま声を発する。「───ただ今、帰りましてございます、ノイエ様」

ノエル：お母さんっ。やっぱりこのふたりは、知り合い……？

ＧＭ：ノイエはそれまでずっと瞳ひとみを閉とじていたが、ガーベラの呼よびかけに、まるで目を覚ますかのようにまぶたを薄うすく開く。そして、はかなげな……しかし威い厳げんと慈じ愛あいに満ちた声で言葉を紡つむぐ。「ガーベラ……マビノギ第四の書の入手は成りましたか？」

クリス：マビノギ第四の書っ!?

ＧＭ：うん、今、ガーベラの左ひだり腕うでに抱かかえられているのが、まさにそれだ。

クリス：たしか五話目の最後でガーベラ、一冊さつ手に入れてたよな……？

ＧＭ：それは、第三の書だね。エルクレストを強きよう襲しゆうして奪うばい取ったやつ。今、ガーベラの眼がん前ぜんには小さな大理石のテーブルがあるんだけど、その上にはすでに第三の書が置かれている。

エイプリル：四冊目を持って行かれたのか。

ＧＭ：そのとおりだ。本を差し出し、ガーベラはノイエの言葉に応こたえる。「は、このとおりにございます」その言葉に、ほっとした表情を見せるノイエ。

クリス：け、結局ガーベラとやり合わないと武具は全部そろわないってことか……。

ノエル：でも、ガーベラさんとお母さんが一いつ緒しよにいるなら、もう戦わなくても……？　あたしはお母さんに会いたいだけですし、話し合えばわかりそうな……？

ＧＭ：答えは、このすぐあとにわかる。「ガーベラ、残る四つの武具と二冊のマビノギ……一刻も早く我が元へ。神殿はもちろんのこと……邪魔をする者は、すべて排除なさい」

ノエル：えぇ───っ!?　ちょ、ちょっと……っ。

クリス：シルヴァが言ってたとおりだ!?　神殿に背そむいた悪人!?

エイプリル：なにか理由がある？　娘を犠ぎ牲せいにしてでも、成し遂とげるべきことがあるとか。

ノエル：操あやつられてるとか～。

ＧＭ：先にネタをばらすようであれだが、ノイエの意い識しきは正せい常じよう。操られてるとか、そういうことは一いつ切さいない。純じゆん粋すいに武ぶ具ぐの持つ力を欲ほつしているのも、本当。

一同：…………。

ＧＭ：スッ、とガーベラは立ち上がり。「はい、ノイエ様。武具と本は、我わが剣けんと生命に掛けて必ずや───」そう告げると彼女は一礼して振ふり返り、部屋のドアへと向かう。乾かわいた靴くつ音おとだけが室内に響ひびき渡り……。

クリス：これは……近々会うことになりそうだな。

ＧＭ：では最後にノイエが天窓を仰あおぎながら、つぶやいたところでこのシーンは閉じられる。




「ノエル……必ずや───」








　MIDDLE PHASE




◆Middle 01◆氷ひよう煙えんに立つ影かげ




　和なごやかなはずの朝食タイムは、唐とう突とつに終わりを告げた。

　朝の弛し緩かんした空気はもはやくなく、ピリピリと張はりつめた緊きん張ちよう感が肌はだに刺ささる。




　場を支し配はいしたのは、殺意。




ＧＭ：───では、さっきの続き。ノエル、クリス、エイプリルのシーンだ。キミたちは宿の食堂で、張りつめた空気の中にいる。それは周囲を取り巻まく人の気配と殺気───。

ノエル：とりあえず、装そう備びしましたっ。

ＧＭ：そんなノエルの行動を待っていたかのように、外から聞こえたのはこんな力強い声だ。「……キミたちは完全に包囲されている。おとなしく投とう降こうしたまえ！」

エイプリル：ちっ、と舌したを打って銃じゆうを引き抜ぬく。

クリス：その声に聞き覚えは？　窓まどからそっとのぞいてみると……？

ＧＭ：まず、声に聞き覚えはないね。外を見れば、この宿に押おし寄よせているのは、プレートの鎧よろいをまとった騎き士したちだ。

クリス：こいつら、ヴァンスター神しん殿でんの騎士……？

ＧＭ：鎧やそれに刻きざまれた紋もん章しようを見るかぎり、そのようだ。

エイプリル：ゴウラ配下の騎士、か？

ＧＭ：いや、見たところそうではない。実は、ゴウラの部隊は前回のシナリオで、マティアスの意思にそむいたことで、辺へん境きように左さ遷せんとなっている。

クリス：せ、先せん輩ぱい………。

エイプリル：今はそんなことを気にするより、ここをどう切り抜けるか、だ。

ＧＭ：「投降すれば、生命の安全は保ほ証しようしよう。神の慈じ悲ひにすがりたまえ……っ」

ノエル：慈悲って言ってますよ……っ（笑）。

ＧＭ：「おとなしく出てこない場合は、火矢を放って宿ごと粛しゆく清せいである！」

クリス：慈悲はどーしたっ!?

ノエル：ほんとですよっ!?　や、宿屋まで……っ。

クリス：これは、強行突とつ破ぱするしかないか。

エイプリル：やむをえんな。よけいな被ひ害がいを出すのも本意じゃない。が、このまま強行突破というのも芸がないな。

ノエル：げ、芸？

エイプリル：芸、というより素す直なおに出て行くより突破できる可か能のう性せいを増ふやすための策さくが必要だ、ということだ。

ノエル：な、なるほど！　なるほどですよエイプリルさんっ。

クリス：具体的には？

エイプリル：宿を爆ばく破はしてその隙すきに脱だつ出しゆつする。

クリス：おもいっきりよけいな被害が出るわっ!?

エイプリル：冗じよう談だんだ。

ノエル：よ、余よ裕ゆうですねエイプリルさん……。

ＧＭ：「あと十秒だけ待ちましょう……！　10、９、８……」兵士たちはキリキリと、火矢をつがえ……。

ノエル：またカウントですよ……っ。

エイプリル：仕方ない。ここは素直に表に出てやるか。

クリス：よし、じゃあドアをばたんと開け放つ！

ＧＭ：隊長らしき男が自じ慢まんのひげをさすりながら、言う。「ほう、出てきたな。神殿を裏うら切ぎり、神官長を殴おう打だしたうえ禁きん忌きの武具を持って逃とう走そうした神官・クリス＝ファーディナント」

クリス：お、おお。

ＧＭ：「刑けい期き二千年の犯はん罪ざい者しや・エイプリル＝スプリングス」

エイプリル：……。

ＧＭ：「そして、頭とう領りようノエル＝グリーンフィールド。今なら慈悲を与あたえよう。ただちに武ぶ装そう解かい除じよして投降したまえ」

クリス：キミたちこそ目を覚ませ！

ＧＭ：「（やたらふてぶてしい態たい度どで）……はあん？」

ノエル：あ、悪人みたいですよっ……（笑）。

クリス：マティアスがやろうとしているのは、この世界に危き機きをもたらしこそすれ、人々に救いを与えることなどない！　私し利り私し欲よくでやっていることに他ならないんだ！

ＧＭ：「（見下した調子で）馬ば鹿かなことを……邪じや教きよう徒とは、みんな同じようなことを言うものだな。マティアス様は常つねに無む限げんの愛にあふれている！　それを愚ぐ弄ろうするとは、何事か!!」

クリス：い、いかん、昔の自分を見ているようだ。

ノエル：クリスさんもあんなに愛を信じていらしたのに……。

クリス：毎日のようにマティアスに万ばん歳ざいまでして……。

ノエル：そう、万歳してましたよ万歳万歳……っ、よかった目が醒さめて……（笑）。

ＧＭ：「よかっただと？　なるほど、あれほどまでにマティアス様を敬けい愛あいしていた貴き公こうが邪悪に堕ちたのは、その小こ娘むすめのせいということか！　ならば再ふたたび、無限の神の愛をその身に刻み込こんでくれよう」そう叫さけんで、全員抜ばつ剣けんする！

クリス：かつての同どう胞ほうを手にかけるのはつらいが、キミたちが目をさましてくれることを信じよう……！　と、剣けんをかまえる！

ＧＭ：ＯＫ！　では、戦いを始めよう！




　　　＊　　＊　　＊




　眼がん前ぜんに立ち並ならぶ、四十騎の騎士たち。

　一いつ糸し乱みだれぬ動きで迫せまる敵を見て、クリスは思った。

　負けられない。




　あいつは、たったひとりでこの数に立ち向かったのだから、と。
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ＧＭ：では、第一ラウンド！　セットアッププロセスでなにかすることは？

エイプリル：特にない。

クリス：私もだ。まあ、エイプリルがてきとーに撃うったら、敵てきもてきとーに近づいてくるだろう。そこを殴なぐろう。

ＧＭ：ト、トランがいないと作戦も超ちようてきとーだな。というか、作戦をたてる必要もないってことか？

クリス：大だい丈じよう夫ぶ。戦い方に、確かく信しんがある！

ＧＭ：ＯＫ。では、騎士たちの隊長が勝ち誇ほこった態度で声をあげる。「ふはははっ、知っておるぞ！　お前たちは先の戦いで範はん囲い攻こう撃げきが可か能のうな魔ま法ほう使つかいを失っているとな！」

クリス：具体的だなっ!?　な、なにを言うか！　範囲攻撃ならこのノエルさんが《ブランディッシュ》を持っているわ！

ノエル：な、なんてことなんてこと……っ、そんなそんな……っ（笑）。

ＧＭ：「ほう、注意させてもらうとしよう」

クリス：いかん、バラしてしまった。

ノエル：ちょっ…と……っ（と、なぜか拍はく手しゆしながら笑い転げて）ク、クリスさんっ、クリスさん………っ（笑）。

クリス：いや、もてる手だてを隠かくさずに戦うこと。これが正々堂々……騎き士し道どうというものなのです、ノエルさん。

ノエル：そ、そう、そう……なんですね……っ。

エイプリル：無む駄だ口ぐちをたたいてないで……いくぞっ。




　最初に動いたのは、エイプリルだった。

　その場から動かず、敵左さ翼よくの二グループに対して《アローシャワー》で銃じゆう弾だんの雨を浴びせかける。

　40のダメージをたたき出すものの、騎士の防ぼう御ぎよ力は12。

　与えたダメージは28点にとどまった。




ＧＭ：「ひるむな！　我われらには正せい義ぎの加か護ごがあり！　邪教徒の弾丸など恐おそれるに足りぬ！」ここで騎士たちの行動！　40もの騎士が、一気に突とつ貫かんしてくる！（と、最初の１グループをＰＣたちとエンゲージさせる）

クリス：……来いっ！

ＧＭ：攻撃対象はランダムに決める！（ダイスを振ふって）……クリスに攻撃！《バッシュ》のみ！　「正義の刃やいばを、受けよ！」（と、ダイスを振る）……17！

クリス：（ダイスを振る）………回かい避ひは失敗！　さあ、ダメージこい！

ＧＭ：ふはは、今回そっちには《サモン・アラクネ》がないからなっ！《プロテクション》だけでどこまでしのげるかな……っ？（ダイスを振る）……ダメージは44点!!

クリス：自分に対して《プロテクション》！（ダイスを振る）……防具と合わせて37点軽けい減げん！　受けたダメージは７！

ＧＭ：………………。

クリス：いらないな、《サモン・アラクネ》。

ＧＭ：………………。




　クリスの【ＨＰ】は１００。残りは93である。

　続いて突貫してきた２グループ目の騎士も、攻撃対象をクリスに取った。

　だが、結果は同じようなものだった。

　クリスの受けたダメージは、わずかに５にとどまった。




ＧＭ：ぬ……数秒の差で打ち込こまれた二十本の剣！　しかしクリスはさしたる傷きずを受けることもなく、右みぎ腕うでの剣で全部さばききった。「ば、馬ば鹿かな……っ」

クリス：どうやら、お前たちの正義の剣とやらには迷まよいがあるようだな。

ＧＭ：「正義の心に迷いなどない！　これが、我々の実力だ！」




　一同大だい爆ばく笑しようである。




クリス：セリフ選べよっ!?　ただのダメな奴やつになっちゃうじゃないかっ!?（笑）

ノエル：…△□×○……っ（笑いころげている）。

ＧＭ：「ぐぬ、騎士を愚ぐ弄ろうしおって……ならば、あの小こ娘むすめをねらえ！」（と、３グループ目を移い動どうさせる）

ノエル：こ、こっちにっ……あたしにきましたあっ!?

ＧＭ：次の十人が突貫し、一いつ斉せいにノエルに剣を放った……っ!!（ダイスを振る）




　騎士の放った攻撃がノエルを捉とらえた───そのはずだった。

　だが剣とノエルの華きや奢しやな身体の間に割わって入ったのは、シールドを持ったクリスの左腕。

　───《カバーリング》。

　自分のすぐ左に立つノエルに向かって左腕をのばし、クリスは微び動どうだにせずすべての剣を受けきる。

　続いて、残る十人の騎士はエイプリルを襲おそうが、彼女はかわす気すらないかのようだった。

　次になにが起こるか、わかっていたからだ。

　そう、割り込んだクリスの剣は、いともあっさり騎士の攻撃をすべてはじき切った。




ＧＭ：ク、クリスひとりで40人の騎士の攻撃をすべていなしたか……なるほど、たしかに範囲攻撃されない限かぎり、同一エンゲージでみんな固まればこうなるか……っ。

ノエル：ク、クリスさんすごいっ、ひとりでそんな……っ。

ＧＭ：「な、なんと……っ」騎き士し隊長はあわてるように、叫さけぶ。「お、おのれ邪じや教きよう徒と……いや、悪あく魔まめが！　き、聞いていないぞ！　クリス＝ファーディナントがこれほどの使い手だとは！　このギルドは司し令れい塔とうの魔ま術じゆつ師しいなくば、もろいというのは嘘かっ!?」

クリス：……その魔術師だってな、私が一いつ緒しよにいれば……お前たちごときに殺されることはなかったんだ……っ。




　クリスが、自らを戒いましめるように……決意するように、告げた。




「───もう、誰だれも死なせたりはしない」




　　　＊　　＊　　＊




　クリスの言葉に、決意に騎士たちが、ひるむ。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきをねらって、ノエルが飛び出しカラドボルグを振るった。

《スマッシュ》＋《ブランディッシュ》。

　ノエルの一いち撃げきが、四十の騎士をなぎはらい───そのすべてに19のダメージを与あたえる。

　この一撃で、我われを取り戻もどした騎士たちはすぐさま、体たい勢せいを立て直そうとするが───ここでクリスが至し近きんにいた騎士に向かって剣を放つ！




クリス：……攻こう撃げきは命中！《エナジーフロウ》使用、ダメージ＋５！（ダイスを振ふる）

ＧＭ：（ダイスを見ながら）ぬ……っ、クリスの剣に閃せん光こうがほとばしり、騎士の一群ぐんを捉とらえるが……っ、騎士たちはまだ倒たおれない！　盾たてをかざしたまま、かろうじて耐たえる！

クリス：う、倒れないのか。さすがは、マティアス配下の騎士。

ＧＭ：と、ここで第二ラウンドに突とつ入にゆうするが……（と、ちらりクレバー矢野を見る）。

クリス：もはやお前たちに勝つ術すべはなかろう。しかし、かつての同どう胞ほうの生命を奪うばう気も、私にはない。ここはおとなしく、退さがれ……！

ＧＭ：その言葉に、隊長が「ぬ、ぐぐ……」とクリスをにらみつけるが───ふいにスッ、と笑えみを浮かべた。

クリス：……？

ＧＭ：「やれやれ、言ったはずだ。正せい義ぎの神は、常つねに我らと共にあると。慈じ悲ひを請こうならば許ゆるさんでもなかったが───」

クリス：まだなにかあると？

ＧＭ：ここで第二ラウンドのセットアッププロセス！　隊長は、部下に号令をかける。「我らが誇ほこりに懸かけ、かの敵てきを倒たおせ！」……騎士たちは、このセットアップで一斉に《グランディア》を使用！
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《グランディア》

　騎士の誇りを力と変えて、攻こう撃げき力を上じよう昇しようさせるスキル。セットアッププロセスで使用する。

　取得したスキルレベルの三倍、自らの攻撃力を上昇させる。




ＧＭ：ちなみにこの騎士たち、上級ルールブックのそれとは少しデータがちがう。このマティアスの神しん殿でん騎士……《グランディア》のスキルレベルは５だ！

クリス：なにいっ！　ってことは、これまで平へい均きん５点くらいだったダメージが……一気に20に跳はね上がるのか!?

ＧＭ：クリスの【ＨＰ】は……残り79。ちょうど四発だな。

クリス：それは……ちょっと痛いたいぞ───。

ＧＭ：「ちょっと、ではなかろう？　ああ～？」いやらしい笑みを浮うかべ、隊長が部下に指し示じを出す。「───やれ」

クリス：ちいっ、と剣けんを構かまえ直して攻撃に備そなえ……っ。

レント：では、そこで───。

ＧＭ：ＯＫ、登場だな。……ノエルたち三人、ここで【感知】で振ってくれ。難なん易い度どは13だ。




　一同、ダイスを振る。




ＧＭ：（出目を見て）……成功はエイプリルのみか。キミは、気づいた。この戦いの場に、ふいに現あらわれた人ひと影かげに！

エイプリル：……まだ誰かいる。気をつけろ。

レント：（落ち着いた口調で）……セットアッププロセスで《ヘイスト》。対象は自分。（ダイスを振って）……わたしの行動値ちが＋15されて24に。

ＧＭ：唐とう突とつに現われた人影───始めは近くにそびえる木の枝に立っていたんだが、それはふわり舞まい降おりて……着地と同時に〝ヴン……っ〟と消える。

クリス：消える？　ああ、《ヘイスト》の演えん出しゆつか（笑）。

ＧＭ：その動きを追えるのは、エイプリルだけだ。ローブをまとった黒い影を、キミの視し線せんが捉とらえる。そして、ここで戦せん闘とうに戻もどって───行動値のいちばん高い人の順番！

レント：……《マジックブラスト》＋《ウォータースピア》。対象は、エンゲージ内に存そん在ざいする騎き士しすべて───（ダイスを振る）。

ＧＭ：ふいに全員の直上に、無数の氷の槍やりが現げん出しゆつする。全員がそれに気づき───頭上を見上げた時、すでに氷ひよう槍そうの雨は降ふり注いでいる。

ノエル：はあ……っ!?

クリス：うおっ!?

ＧＭ：（ダイスを四回、次々と振って）……氷の槍は次々と着ちやく弾だんし、その場で氷煙が巻まき起こる！　それはすべての視界を遮さえぎって……。

ノエル：な、なんですかあっ。

レント：（ダイスを振って）……ダメージは40点。ダメージを受けたら、［放心］する。

ＧＭ：騎士全員25ダメージ……っ。ややあって煙けむりが晴れ、初めて視界が少し取り戻された時……すべての騎士は氷の槍に撃うち抜ぬかれ、凍こおり付いている光景だ！

クリス：こ、これは……っ、と叫さけぶが───。

レント：……動きは止めた。さっさと攻撃しろ。

クリス：むうっ、誰だか知らんがこれは正せい義ぎ感かんにあふれた好漢のしわざにちがいない。

レント：い、いいからとっとと攻撃しろ。




　しかし、戦いの決着はすでについていた。

［放心］を受けたすべての騎士はその戦せん闘とう力を奪うばわれ（あらゆる判はん定ていで振るダイスの数が一個こ減へる）、攻こう撃げきをあてることすら難むずかしく……。

　エイプリル、ノエル、クリスの攻撃の前に、彼らはあっけなく全ぜん滅めつしたのだった。




　　　＊　　＊　　＊




クリス：……ふう。

ＧＭ：戦いが終わってみれば、すべての騎士はその場に倒たおれ伏ふしし───晴れゆく氷ひよう霧むの中に、ノエルは見た。

ノエル：え……。

ＧＭ：シルエットに加え、逆ぎやつ光こうのせいもあってはっきりは見えないものの……その鍔つばの広い魔ま法ほう使い帽ぼうに、ローブ。大きな杖つえを持つその人影は───。




　ノエルは、自信のなさげな声でぽつりとつぶやいた。




「トラン……さん？」







◆Middle 02◆氷の魔ま術じゆつ師し




　窮きゆう地ちからノエルたちを救ったのは、ひとりの男だった。

　帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、大きな杖を手にする者。

　氷煙に浮うかぶその人影に、ノエルの胸むねが早はや鐘がねのように高鳴った。




ＧＭ：では、ここでシーンは切り替わる。晴れゆく氷煙に、しだいにあらわになる人影。

ノエル：え、ええと……ト、ランさん……？

レント：では、ノエルの前まで行って───帽子を取っておもむろに跪ひざまずきます。

ノエル：は!?　あの、そのっ……頭を、頭をあげてくださいっ。

ＧＭ：その男の背せ格かつ好こう、帽子、手にした杖。それは、トランを想そう像ぞうさせるにはじゅうぶんなものだ。が……ちがう。落ち着いて見れば、その服も、髪かみもトランとは色がまったく異なる。

一同：……。

レント：（抑よく揚ようのない口調で）我わが名は、レント＝セプター。偉い大だいなるダイナストカバルより、薔ば薇らの武ぶ具ぐの継けい承しよう者しや殿どの、あなたを守るよう仰おおせつかりました。

ＧＭ：その他人行ぎよう儀ぎな言葉は、トランが持つ温あたたかさとはまるで反対のものだ。

ノエル：あ、あの。あたしを守る……？　な、なぜ……。

レント：偉大なる大だい首しゆ領りようのご意思はわたしごときにはわからぬこと。お言葉に従したがい、この身を懸かけて使命を果たすが我がすべて。なんなりとお申し付ください。

ノエル：……は、ご親切にどうもありがとうございます～。

クリス：ノエルさんっ、そこは礼を言うとこじやありません！（一同爆ばく笑しよう）……レント、と言ったな。なんだ、なにがねらいだ。

レント：では、すっと立ち上がって、クリスを見下ろしまして───（少し相手を小こ馬ば鹿かにした口調で）聞いていなかったのか、クリス＝ファーディナント。

クリス：態たい度ど変わったっ!?

ＧＭ：口調も変わっとる！（笑）

レント：ノエルを守れ以外のことは、命令に入っていないので。ではもう一度言っておこう。わたしの役目は、継承者を守ることだ。

ノエル：はあ、なんとご親切な方でしょう～。




　全員、いっせいに力が抜ける。




レント：あ、あいかわらず、キャッチセールスに捕つかまりそうな人だ！（笑）（と、口調を抑揚なく変えて）なるほど、たしかにデータ通りのお方のようだ。

エイプリル：（笑いをこらえながら）ノエルのこーゆーとこは、ぜんぜん変わらんな。

ノエル：あの、セプターって、トランさんと同じ名字ですけど～……。

レント：トラン？　……前ぜん任にん者しやの名ですね。大首領より下された命令を果たせず、あげく最後は任にん務むとは無関係な意味不明の行動をとって、破は壊かいされたとデータに残っています。

一同：…………。

クリス：おいっ！　今の言葉は取り消せっ！　と胸むなぐらをつかむ！

レント：なにがだ、クリス＝ファーディナント。

ノエル：ト、トランさんは自分を育ててくれた村の人たちを逃にがすために……っ。

レント：……それが意味不明でないというのが理り解かいできません。前任者が受けた使命は、薔薇の武具の回かい収しゆう。継承者と行動を共にするならまだしも───任務と無関係の生命を守ることの、どこに意味があるのでしょうか。

ＧＭ：……それはトランを馬鹿しているのではなく、本当に意味がわかっていないようだ。

レント：ちょっと困こまった顔をします（笑）。

クリス：馬鹿らしくなって、手を放す。

レント：ではあらためてノエルの前に跪いて……継承者様、わたくしをあなたのギルドの末席に加えていただきたく。

クリス：おい、こんな奴やつを入れる必要はないぞ。
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レント：クリス＝ファーディナント。お前の考えは合理的ではない。魔術師がこのギルドにとって必要であろうことは、駆かけ出しの冒ぼう険けん者しやでもわかることだと思うが？

クリス：お前以外の魔術師なら、大だい歓かん迎げいだ。

エイプリル：……レントとやらの言うとおりだな。たしかに魔術師の力は必要だ。

クリス：エイプリル！　だったら、他で雇やとえばいいだろう。

エイプリル：どうやって？　神しん殿でんで募ぼ集しゆうでもかけるのか？

ＧＭ：そうだな。今や、神殿から見ればキミらは討とう伐ばつ対象でしかない。そこで依い頼らいを受けたり、冒険者の斡あつ旋せんを頼たのむのは、まず無理だ。

クリス：……。

ノエル：入ってもらいましょう、クリスさん。魔ま術じゆつ師しが必要とかじゃなくて……その……。

クリス：……まあ、ノエルがいいならいい。

レント：継けい承しよう者しや殿どの、ありとうございます。わたしも、理由はなんでもかまいません。

ノエル：いえ、その～……。

レント：継承者殿、さっそくですがお願いがあります。

ノエル：なんでしょう？

レント：前任者があなたより借り受けていたという武ぶ具ぐを一品、お貸かし願えないでしょうか。

ノエル：貸す……？

ＧＭ：ああ、アガートラームか。

レント：その武具は、このギルドでは現げん状じよう、わたしにしか扱あつかえないものと思いますので。

ノエル：か、貸します貸します。

レント：では、ありがたくそれを受け取って自分の腕うでにつけます。

クリス：……なにやら複ふく雑ざつな気分になるな。

ＧＭ：と、クリスがいぶかしい顔を見せた……その時。そこで全員、【感知】で判はん定ていを！　難なん易い度どは13だ！

一同：は？




　一同、ダイスを振ふる。




ＧＭ：成功したのはエイプリルと……おや、レントもか。では、ふたりは気づく……っ！　戦いが終わって間もないこの場所で、未いまだキミらをみつめる視し線せん……その気配に。

エイプリル：……言い争ってる場合でもないようだな。

レント：ええ、早く離はなれた方がよさそうだ。

ノエル：え、え……？

ＧＭ：特に……エイプリル。キミは、この視線に身体からだの芯しんは冷たくなるような感覚すら、おぼえる。この感覚は、かつてどこかで感じたことがある。なにか、心の芯が冷たくなるような……そんな感覚が身体を突つき抜ぬける。

エイプリル：こいつは……。

クリス：どうした、エイプリ……？

エイプリル：いいから急げ。

ＧＭ：クリスは、エイプリルの表ひよう情じようがいつになく真しん剣けんなことに気づく。

クリス：あ、ああ……。行きましょうか、ノエルさん。

ノエル：はぃ、行きましょうっ。

レント：では、その視線に注意しながら……ノエルの背せ中なかを守るように歩き始めます。

ＧＭ：とゆーところで、このシーンはここで切ります！

ノエル：じゃあ、最後に……クリスさんの近くを通とおり過すぎる時に……。




　ノエルは、ささやくようにつぶやいた。

　笑え顔がおを浮うかべながら、しかしどこか寂さびしそうな声で。




「やっぱり、この人はトランさんじゃ……ないですね」







◆Middle 03◆我わが望むは世界を統すべる力




　栄はえある玉ぎよく座ざに腰こし掛かけ、手にしたグラスにつがれた血のように赤い液えき体たいをくゆらす。

　そして───近い将しよう来らい、自らが手にするであろう〝力〟を思い、神しん聖せい皇こう帝ていゼダンほくそ笑んだ。




ＧＭ：ここでおもむろにＧＭシーンが入る。場所は、ヴァンスター帝てい国こく……皇帝ゼダンの演えん出しゆつシーンだ。

エイプリル：ゼダンか。

クリス：そういえばこいつ、占うらないばばあだの、大だい首しゆ領りようだの、マティアスだのの陰かげに隠かくれて印象薄うすいもんな。

エイプリル：で？

ＧＭ：ああ……コホン。シーンは、ヴァンスターは神聖皇帝ゼダンの居きよ城じよう───玉座の間。灯あかりの消えたその部屋にふたりの男がいる。ひとりは、玉座に腰掛けるゼダンその人。

クリス：もうひとりは？

ＧＭ：もうひとりは、腹ふく心しんの部下かなにかだろう。部下がゼダンになにか話しかけている。

「……我が皇帝よ。旧きゆう十三班ぱんのあの女を、遣つかわせたというのは誠まことでありましょうか」

エイプリル：旧十三班……？

ＧＭ：「シュバルツ。卿けいは、余の判はん断だんに異い議ぎでも唱となえたいのか」冷れい徹てつな表情のまま、ゼダンは面おも白しろくなさそうに言う。

クリス：ゼ、ゼダンってこんな口調の奴やつだっけ（笑）。

ＧＭ：「い、いいえ皇帝陛へい下か。あれならば、必ずや〝薔ば薇らの武具〟を持ち帰ることでしょう。さすれば───」なにやら、あわてる様子で皇帝の意見を肯こう定ていしようとするが……。

クリス：だめそうな部下だ。

ＧＭ：（笑）。ゼダンは、部下の言葉を聞き終えるまでもなく、つぶやくように言う。「さすれば───なんだ。それに余が欲ほつしているのは、武具のさらにその向こう側に見える力だ」

クリス：向こう側に見える力？

ＧＭ：「薔薇の武ぶ具ぐ……たしかにすばらしい魔ま法ほうの武具であろう。だが、それでなにが変わる。数人の強力な兵士を生み出す程てい度どのものよ」

エイプリル：薔薇の武具が目的じゃないのか。

ＧＭ：「薔薇の武具……それはあくまで、手しゆ段だんにすぎぬ。余が欲するは───」




　ゼダンは、くっ、と一気にグラスの中の赤い液体を飲み干ほし───つぶやく。




「……この世界を統べる力よ」







◆Middle 04◆夜の森にて




　深い森の夜───静けさだけが、世界に満ちていた。

　日々増ましてくる寒さは、旅の終着点がすぐそこまで来ていることを教えてくれる。

　たき火の灯あかりと暖あたたかさだけが、そこに人の居い場ば所しよを作っていた。

　時おり起こる、炎ほのおの中で薪が爆はぜる音に……ノエルは、ふと目をさました。




ＧＭ：新しいシーンを始めよう。レントがフォア・ローゼズに入って十日ほどが経たった頃ころ。人目を避さけ、夜の森でキャンプしている……そんな場面だ。このシーンは……。

クリス：やっておきたいことがある！

レント：は、わたしもあります。ここらでクリスと会話をしておきたい。

ＧＭ：なるほど（笑）。では、そのへんをやっておこうか。舞ぶ台たいは森の中で───。

レント：わたしは、ノエルが眠ねむっているテントの側でたき火を焚たいています。いつも夜は、継けい承しよう者しや護ご衛えいのために、寝ねずの番をしているということで……。

クリス：たき火しているレントの背はい後ごから、現あらわれるぞ。

ノエル：あ、あたしもふと目を覚ましていいですか？　ふたりのやりとりを、こっそり聞いておこうと……いざとなったらケンカを止めに～。

ＧＭ：ＯＫ……って、ケンカになるの確かく定ていかい（笑）。

エイプリル：俺おれは思うところあって、こっそりテントから抜ぬけ出しているということで。

ＧＭ：ＯＫ。では、レントのいる場所にクリスがやってきたところからいこうか。

レント：どうした、クリス＝ファーディナント。眠らないのか？　と、振ふり返りもせず、言う。

クリス：お前に確たしかめたいことがある。みんなが寝ね静まるのを待っていたんだ。

レント：……答えられる限かぎりは回かい答とうしよう。

クリス：お前、ノエルのことを……どこまで知っている。

レント：薔薇の巫み女この血に連なる者。薔薇の武具を開かい封ふうする能のう力りよくを持つ。十六年ほど前、ヴァンスター帝てい国こくのグリーンフィールド家に捨すてられているところを……と、知っていることを機械的にしゃべる（笑）。

クリス：そ、そんなことは知っている。お前はわざわざダイナストカバルから送り込こまれてきたんだ。他になにか我われ々われの知らない情じよう報ほうを持っているんじゃないのか。

レント：残念ながら、ない……ですよね？（と、ＧＭの方を見る）。

ＧＭ：ないです（笑）。

レント：薔ば薇らの継けい承しよう者しやにまつわる情報は、前ぜん任にん者しやからの報告で形成されている。つまり、お前たちの方がよりくわしいはずだ。

クリス：え？

レント：イジンデルでの詳しよう細さい（みっしょん06）は、わたしの記録にはない。報告がなされる前に、前任者が消失してしまったからだ。

ノエル：ずきっ。

レント：わたしも聞きたい。お前はなぜ、継承者殿どのと行動を共にする。

クリス：は？

レント：お前は、神しん殿でんを離り反はんしたことで任にん務むの遂すい行こう義ぎ務むも理由も消失している。同行する理由はない。不ふ可か解かいだ。

クリス：理由はある！　ノエルを母親に再さい会かいさせること……それが今の私の生き甲が斐いだ！

レント：生き甲斐。つまり、自分に自分で任務を与あたえたようなものか？

クリス：ぜ、ぜんぜんちがう！（笑）

レント：不可解な男だ、クリス＝ファーディナント。

クリス：どっちがだっ!?

レント：だが、おおむね理解した。つまり薔薇の武ぶ具ぐについては、すでにどうでもいいのだな。ならば、あれは我々が接せつ収しゆうし……。

クリス：理解してねえっ……てゆーかどーでもよくはないっ!!　あれは、ノエルが過か去こを知るために……母親と再会するために必要なものなのだ！

レント：キミの話は理解しにくい。

クリス：お前の方が不可解だっ!?

レント：まあ、いい。とにかくキミは、継承者殿を守るという一点においては、わたしと目的を同じくすることはわかった。キミとは、協力しあえそうだ。よろしく頼たのむ。

クリス：たしかに協力はできる。だが、そういうことを簡かん単たんに言えるお前を私は気にくわない。

レント：キミのわたしに対する個こ人じん的感情は、こちらとしてはどうでもいいことだ───と、握あく手しゆの手を差し出します。

クリス：うわっ、ほんとに気に食わん！（笑）

ノエル：ひぃ～……ドキドキしながら聞いてます……っ。

クリス：まあ……ノエルの願いをかなえるために、仲間は多い方がいいからな。

レント：まったくだ。協力体たい制せいがとれることがわかれば十分だ。報告をせねばなるまい。

一同：報告？

レント：ここで懐ふところから携けい帯たい大だい首しゆ領りようを取り出して……。

一同：お前も持ってんのかっ!?




　一同、総そうツッコミである。




レント：もちろん。しかも、トランのとちがって純じゆん銀ぎん製せい。

一同：純銀製の携帯大首領っ!?

ノエル：それをこっそりのぞいてたあたしは、大首領の色がトランさんとちがうのを見て、レントさんがやっぱりトランさんでないことを再認にん識しきして……ちょっと落ち込みます。

ＧＭ：そ、そこで識別されるのか。

ノエル：大事なところですよ……っ！




　大事らしい。




ＧＭ：ま、まあ。レントとクリスが協力しあうと約束したとこで、シーンを切ろうか。

レント：では、あいかわらずたき火に注意を向けたまま、言います。……継承者殿、聞き耳を立てるのもいいですが、寝ねておかないと明日に響ひびきます。

ノエル：き、気づかれてるんですか……っ。あわてて毛もう布ふにくるまって……。

ＧＭ：と、ノエルが毛布に潜もぐり込んだのと、ほぼ同時のタイミングだった。ふいに───。




〝パァ────……ン……〟




　夜の静せい寂じやくを切り裂さくように……深い森に銃じゆう声せいがこだました。







◆Middle 05◆静かな殺さつ戮りく




　ここ数日、ずっと感じられた視し線せん、気配。

　エイプリルの予感は、最悪な形で的中した。




ＧＭ：では、シーンはエイプリルの方にいこうか。登場するのは、エイプリル。さっきのシーンの数分前のことだ。

エイプリル：俺は、みんなから少し離はなれたところで気配を探さぐっている。

ＧＭ：うん。キミはここ数日……ずっと感じていることがある。

エイプリル：例の、視線だな？

ＧＭ：そのとおり。レントと出会った時に気づいたあの視線は、気配は、未いまだ消えてない。それはごく微び細さいなもので、エイプリルだから感じ取ることができたんだろう。

エイプリル：だと思ったので、俺はひとり抜ぬけ出してその気配がある方に来た、と。で？　その気配とやらは？

ＧＭ：感じる。木が生おい茂しげっていて視認はできないが……ほんの二～三十メートル先に、確かく実じつにある。しかも、その気配に加え……死し臭しゆうが風にのってキミの鼻をつく。

エイプリル：……死臭？　ふん、嫌いやな予感は当たりそうだな。気配を消して近づく。

ＧＭ：では、草木をかき分け、気配がある場所をのぞき込こむ。その光景に直視して、キミは息を呑のんだ。

エイプリル：……。

ＧＭ：そこにあったのは……死体の山。森の中の開けた場所に、五十はくだらないであろう死体が、折り重なるように倒たおれている。

エイプリル：……死体の服ふく装そうは？

ＧＭ：みな、鋼はがねの鎧よろいをまとっているね。

エイプリル：マティアス配下の騎き士しか？

ＧＭ：そのようだ。周囲を見回して気づくんだが、不思議なことに争った形けい跡せきがまったくない。騎士は全員、剣けんを抜ぬきすらしていないのがわかる。

エイプリル：どういうことだ……？

ＧＭ：そうつぶやくと同時に。「───あれ？　気配を殺して静かに終わらせたはずなんだけどな」唐とう突とつにキミの背はい後ごから少女の声が聞こ……。

エイプリル：振ふり向きざまに撃うつ。

一同：問答無用かっ!?（笑）

ＧＭ：銃声が夜の森にこだまする。……が、銃口を向けた先には誰もいない。「……ひどいなあ、エイプリル。いきなり撃つなんてさ。ひさしぶりの再さい会かいなのに」再ふたたび、キミの背後からからかうような、声。

ノエル：振り返ったのに、またうしろ……？

エイプリル：───あいかわらず意味不明の手品を使うな、フェブ。

クリス：フェブ？　ああ、フェブラリィか。

エイプリル：……ずっと俺たちつけていたみたいだが、なんの用だ。

ＧＭ：「……やっぱりバレてたんだ。ちょっとは上達したね。もっとも、まだぜんぜん及およばないけどさ、ボクには」

一同：ボクっ!?（笑）

クリス：ボクっ娘こだとっ!?　あなどれんっ!!




　なにがだ。




エイプリル：で？　この状じよう況きようはいったいどういうことだ？

ＧＭ：「あれ？　不満そうだね。礼をされこそすれ、文もん句くを言うとこじゃないよね？　この騎士たちは、キミを狙ねらってきたんだしさ」

エイプリル：だから、なぜ皇こう帝ていの犬が我われ々われに手を貸かすのか、と聞いている。

ＧＭ：「口の利きき方には注意した方がいいと思うな、エイプリル」

クリス：いかん。このシーンに登場してもいい？

ノエル：あたしもいいですか？

レント：継けい承しよう者しや殿どのが行くなら、わたしも行きましょう。

ＧＭ：ＯＫ、では三人まとめてこの場所にやってきたということにしようか。到とう着ちやくしてみれば、四～五十はあろうかという死体の山……その中央に、エイプリルがひとり立っている。

レント：ひとり？

クリス：こ、これは……お前がやったのかエイプリル。と、近づ……。

エイプリル：来るなっ、死ぬぞ!!

ＧＭ：死ぬのかっ!?

ノエル：あれ、そのフェブラリィさんは……？

ＧＭ：「ああ、キミが薔ば薇らの刻こく印いんの継承者かい？」今度はノエルの背後から、声がした。

ノエル：ひぃっ!?　い、いつのまに！

ＧＭ：……そこに立っていたのは、縁ふちを金の刺し繍しゆうで飾かざった漆しつ黒こくのローブをまとう少女。背せは、ノエルより小さいくらいだ。

ノエル：こっ、この子はっ。

ＧＭ：「ああ、自じ己こ紹しよう介かいがまだだったね。ボクは、旧きゆう情じよう報ほう部ぶ十三班ぱん・フェブラリィ。お見知りおきを。フォア・ローゼスのギルドマスター、ノエルさん？」

ノエル：はっ、初めてギルドマスターって言われました～っ!!

クリス：そこは喜ぶとこじゃないと思いますノエルさん。

レント：で？　この状況はあなたがやったと？　データによれば、ゼダン皇帝の一いつ派ぱは継承者殿とは協力関係にないはずだが？

ＧＭ：「やれやれ、人の親切は、素す直なおに受け取るもん……あれ？　聞いている人相とちがうな。……そうか、ひとり死んだんだっけ、あははは」

ノエル：な、なんて……なんてことをっ!?（わなわな）

クリス：そ、それはＮＧワードだっ!!　空気読めよっ!!

ノエル：そうですよっ、空気読みましょうっ。

ＧＭ：「空気？　戦いにおいて生命を落とした───ただそれだけじゃないの？」

レント：あなたの話はわかりやすい。任にん務むに失敗し、死し亡ぼうした前任者の代わりに私が遣つかわされてきた。ただそれだけのこと。

クリス：お、お前ももっと空気読めっ!?（笑）

エイプリル：そんなことより、まだ俺の質問に答えていないぞ。

ＧＭ：くすり、フェブは妖あやしく笑えんで。「今は、キミたちが旅を続けることが、ボクの目的に合がつ致ちする───そういうことだよ」

クリス：……？

エイプリル：皇帝は、薔薇の武ぶ具ぐを手に入れるのが目的なんだろう？

ＧＭ：「さあ、ね？」そう言って、ほくそ笑む。

クリス：……まあ、いい。とにかく我々はお前の手を借りたくはない！

ＧＭ：「ひどいなあ。せっかくマティアスの騎き士しを排はい除じよしてあげたのに」

クリス：それが余よ計けいだと言うんだっ!!　いいか？　我々は今、神しん殿でんの助力を得ることができない。つまりこのさい、神殿の襲しゆう撃げきはありがたい。

ＧＭ：「……？　なんでさ」

ノエル：なぜですか？

クリス：わからないか。神殿の力を使えない＝任務を請うけ負うことができない＝報ほう酬しゆうがない＝襲しゆう撃げき者しやのドロップ品は大事。

一同：おいっ!!（大だい爆ばく笑しよう）

ノエル：く、黒い………っ、黒いですよクリスさんっ!?　せ、正せい義ぎっ、正義ごころは……っ!?

クリス：なにを言うんですっ！　冒ぼう険けん者しやとはかくも厳きびしいものなのです！

ノエル：そっ、そか、そうなんですね……っ……わ、わかりましたっ。

エイプリル：とにかくだ、フェブ。お前がなにを考えているのか知らんが、関かかわるな。

ＧＭ：フェブは肩かたをすくめて───「そうはいかない。こっちにも目的があるんだからね」

クリス：じゃあ、剣けんを抜ぬきながら言おう！　邪じや魔まをするというなら、この場で……。

ＧＭ：と、気がつけばその場にすでにフェブはいない。

クリス：あ、あれ？

ＧＭ：そしてどこからともなく、声がこだまする。「キミたちじゃボクは倒たおせないよ。まあ、また会おう？　それまでノエルをしっかり守ってね」───そして、気配はふいにかき消えた。

クリス：お、おのれ面めん妖ような！

エイプリル：だが、たしかにあいつと戦うのは無む謀ぼうだな。旧十三班の中でも一、二位を争う力の使い手だ。噂うわさでは、時を操あやつる能のう力りよくを持つという。

ＧＭ：ぶ。よくわかったな。コードネームは〝クロノトリガー〟と言う。

クリス：時でも止めそうな雰ふん囲い気きだな。

エイプリル：……とにかく、キャンプに戻もどろう。

ＧＭ：了りよう解かい。では、ここで一回シーンを切ろう！




　キャンプに戻る道を辿たどりつつ、エイプリルはふと、木々の隙すき間まにのぞく夜空を見上げる。

　空では、冷たく澄すんだ空気が無数の星を瞬またたかせていた。

　この冷気が、北に連なる山々から吹ふき下ろすものであることを、エイプリルは知っている。




　ラーフの大だい洞どう窟くつは───近い。







◆Middle 06◆予言と決意




　ラーフの大洞窟───。

　エリンディルの北方に連なる山地……その地下に建けん設せつされたネヴァーフたちの街だ。

　そこが北の最果て……




　すなわち沈ちん黙もくの氷原に向かうために通る、最後の街だった。




ＧＭ：というわけで、フェブラリィの接せつ触しよくから数日後───キミたちが、ラーフの大洞窟の入り口を見下ろせる崖がけの上で、息を呑のんでいるって場面からこのシーンは始まる。

クリス：息を呑む？

ＧＭ：そうだ。大洞窟前の平原に、数百以上の騎士が整列しているのが見えたからだ。

一同：なにいっ!?

クリス：マ、マティアス配下の騎士か、これ全部？

ＧＭ：いや、身につけている鎧よろいの形から混こん成せい部隊であることがわかる。ヴァンスター、パリス同どう盟めい、キルディア……近きん隣りんの神殿から派は遣けんされた連合軍だね。

レント：連合軍？　ヴァンスターとパリス同盟は、仲が良くなかったはず……？

ＧＭ：うん。だからここにいるのは、あくまで各国神殿直下の騎士だけ。神殿上層部の意思の元に連合を組んで派遣されているんだろう。

クリス：これ、やっぱり我われ々われを捕つかまえるために、布ふ陣じんしてる……？

ＧＭ：そのとおりだ。キミらが北に向かってるのは、筒つつ抜ぬけだからね。

クリス：それにしてもこの数って……そこまでして薔ば薇らの武具を回かい収しゆうしたいのか？

レント：我々四人を捕ほ獲かくするのに、たいした兵力をそろえたものだ。

クリス：どこかのちんけな悪の組そ織しきとは大おお違ちがいだろう。

レント：（抑よく揚ようのない口調で）……我わがダイナストカバルは、地ち域いき密みつ着ちやく型がたの悪の組織だ。人民に人気はある。




　だからどんな悪の組織だ。




ノエル：い、言ってることはトランさんと変わらないんですね……（笑）。

エイプリル：それにしてもおかしくねえか？　武ぶ具ぐは、マティアスの私し欲よくによって探さがされていたのであって、神しん殿でんが総そう力りよくをあげてるってのは……。

クリス：禁きん忌きの武具だから？

レント：薔薇の武具は、神殿が崇あがめる神しん竜りゆうを殺す武器。竜に武具を近づけたくないのはわかる。

ノエル：あたしは竜を殺そうとかしてませんよ？　お母さんに会いたいだけで。

エイプリル：だが、その竜を封ふうじているのはお前の母親だ。

ノエル：……。

クリス：いずれにせよ、母親と再さい会かいしてみないとなんとも言えんな。まずは、ここをどう突とつ破ぱするか……。

ＧＭ：絶ぜつ望ぼう的な状じよう況きように、張はりつめる空気。クリスのつぶやきに誰もが答えを返せず、沈ちん黙もくが生まれた───そんな時。全員、【感知】で判はん定ていを！　難なん易い度どは11！

クリス：うわ、発見されるかどうかの判定かっ!?（ダイスを振ふる）……成功！

レント：（ダイスを振る）う、失敗。

エイプリル：（ダイスを振る）もちろん成功。

ノエル：（ダイスを振る）成功ですっ。

ＧＭ：では、三人は気づいた。背はい後ごから気配を消して近づく……その人ひと影かげに！

クリス：ちぃ、見つかったか！　と、振り向きざまに剣けんを抜ぬ……っ。

ＧＭ：「ふ─き─つ─じゃ─……」




　一同大だい爆ばく笑しようである。




一同：ばばあ──────っ!?（笑）

ノエル：ちょ……っ、おば…おばあさん……っ!!（パンパンと、手を叩たたいて笑い転げている）

クリス：ばーさんっ、なんで気配を殺して近づくんだっ!?

レント：存そん在ざい忘わすれてたっ!!（笑）

ノエル：あ、あたし憶おぼえてましたよっ!!（笑）　待ってましたよ～っ！　今日はなにを～っ。

ＧＭ：「───忠ちゆう告こくにきたのじゃ」ばーさんは、ノエルを見上げながらそう言う。

ノエル：み、見上げながら……？

クリス：ばーさん、いつのまにかこんなちっちゃくなっちゃって……。

ノエル：そうですよっ、小さくなられてますよ……っ（笑）。

エイプリル：たしかに巻かんが進むたびに頭身が下がっていくイメージが……。

クリス：で？　忠告ってのは？

ＧＭ：「……」ばーさんは、いつもとちがう少し神しん妙みような雰ふん囲い気きで言う。「幾いく度ども忠告したが……武具を放ほう棄きし、帰るのじゃ。ここを越こえればもはや引き返せぬぞ」

クリス：またその話か。

ＧＭ：「お前が母の前にたどり着く前には、大きな障しよう害がいが立ちはだかろう。わしの占うらないによればその大きな力は、ふたつ」

一同：ふたつ？

ＧＭ：「……見える。行く手に立ちはだかるひとつは、翡ひ翠すい」

クリス：……ガーベラか。

ＧＭ：「そして今ひとつは、白しろ銀がね」

エイプリル：白銀？

クリス：なんだそれは。

エイプリル：フェブラリィ、じゃねえよな。もっとくわしいことはわからんのか、ばーさん。

ＧＭ：「おぬしは占いをなんだと思っておるのじゃ」

エイプリル：もっと役に立つ情じよう報ほうを出せ、と言っているんだ。

ＧＭ：「強ごう欲よくな女じゃ。……ただこれだけは言っておこう。それは今まででもっともおそるべき力を持つ者たち。特に白銀は神のごとく美しく、気高く……強い」

クリス：ガーベラよりも強いってことかよ……？

ＧＭ：「引き返せ───悪いことは言わぬ。ノエルよ、それがお前のためでもある。進めばそこに待つ出来事は、お前を大いに苦しめよう」

一同：……。

ノエル：……でも、お母さんが……お母さんがあの街の向こうにいることがわかったんです。ここで帰ったら、二度と会えないかもしれない。それに、知りたいんですよ。

ＧＭ：「…………」

ノエル：お父さんはもう……死んじゃったみたいですけど……このままお母さんにも会えなくなるのは、嫌いや。会って、話をいっぱい聞きたい。お父さんはどんな人だったのか、あたしをどうして捨すてなきゃいけなかったのかも……真実が知りたいです。

ＧＭ：「仮かりに母親が、お前に会いたがっていなかったとしたら……？」

ノエル：……それでも、ですよ。

ＧＭ：そう告げるノエルの落ち着いた微び笑しようを見て、「ふう……」───占いばーさんは、ゆっくり息を吐はく。

クリス：こ、今回はなんかシリアスだな。ばーさん。

ＧＭ：「……ここで引き返せば少なくともふつうの暮くらし、ふつうの幸せをお前は掴つかむことができるというに───」

クリス：ばーさん。俺おれたちには帰る場所はないんだ、もはや。

ＧＭ：「まあ、神しん殿でんに追い出されたんじゃのう……」（しみじみ）

クリス：哀あわれんだ目で見るなっ!?

レント：あなたが噂うわさに聞いた、占いのばあさんか。言っておくがわたしは、ダイナストカバルという帰るべき場所がある。

ＧＭ：「なんじゃおぬしは」

レント：レント＝セプター。偉い大だいなるダイナストカバルの幹かん部ぶだ。

ＧＭ：「……そうか。トランとかいう魔ま術じゆつ師しは、占いどおり死んだのじゃな」

ノエル：はっ……っ!?（と、息を呑のむ）

クリス：ば、ばーさん……っ、空気っ……空気読めっ!?

ノエル：く、空気空気ですよおばあさんっ。

クリス：それにばあさん、いつトランが死ぬって予言したよっ!?

ＧＭ：「三巻かんで」

クリス：メタなことをしれっと言うなっ!?（と、傍かたわらにあった三巻をめくって）……あ、人の死が見えるとか言ってる……（笑）。

ＧＭ：「……もっとも、わしが見たのは〝多くの人の死〟。それがひとりで済すんだのは、あのトランという魔術師が運命をねじ曲げた……もしくは運命に打ち勝った証あかしかもしれぬな」

一同：…………。

ＧＭ：「ノエルよ。今一度、聞かせてくれ。母の元へとゆけば、また同じ想おもいをするやもしれん。次に失うのは、ひとりではないかもしれぬのだ」

ノエル：えぇっ!?　……み、みんなを見回します。

クリス：じゃあ、そんなノエルにこくりと、頷うなずいて───。




「……私はすでに誓ちかっているんだ。キミを、母親の元に届とどけると」

　そう言いながら、力強い笑えみを浮うかべる。

　クリスを肯こう定ていするかのように、エイプリルも瞳ひとみを閉とじて笑顔で頷いた。

　レントもまた、ふたりを受けてかどこか無む機き質しつな調子で言葉を紡つむぐ。




「仕方ありませんね。

　わたしは継けい承しよう者しや殿どのをお守りするのが使命。どこまでもお供ともいたします。

　それに───……おそらくは、前ぜん任にん者しやもそれを望んでいたのでしょうし」




　そんな言葉を口にするレントに、クリスはどこか不思議な感覚をおぼえた。

　しかし、ノエルは未いまだ不安に顔を曇くもらせている。

　おそらくはトランのことを思い出し、そこに仲間の姿すがたをだぶらせているのだろう。

　クリスは、ふっ、と笑顔で息を吐いて……彼女の背せ中なかを押おすように言った。




「トランもここで旅を終えることなんて望んではいない。

　それに……私は死なない。

　もう誰だれかを死なせたりもしない。

　だから自信を持って───返事をしていいんだ、ノエル」

　その言葉に、ノエルは一度を顔を伏ふせて……こみあげる感かん情じようを押し殺して。

　再ふたたび顔を上げた時に見せたのは、力強い笑顔。

　そして───告げた。




「あたしは、お母さんの元に行きます。みんなと……一いつ緒しよにっ」




　　　＊　　＊　　＊




　ノエルと……その仲間たちの力強い言葉と決意。

　占うらない師しの老ろう婆ばは大きく息を吐はき───自らもまた決意した。




ＧＭ：「………やはり、決意は変わらぬか。ならば、見事乗り越こえてみせよ。この先にどのような試練が待っていようと……選せん択たくが待っていようと、自分の意思ですべてを決めよ」

ノエル：……はいっ。

クリス：ま、またなにか意味深なことを言ってるな、ばあさん。

ＧＭ：「先に進むというのなら、フェイトは極力温おん存ぞんするがよかろう───それが、せめてものアドバイスじゃ」

クリス：なんて具体的なんだ。

ノエル：あ、ありがとうございます？（笑）

レント：不ふ可か解かいだ。この老婆、なんて不可解な存そん在ざいなのだ……っ。

エイプリル：で。ところでな、ばーさん。俺たちは、あの警けい戒かい網もうを突とつ破ぱしなきゃいけないんだが。なにかいい方法がないか占ってくれ。

クリス：占いかよっ!!（笑）　ばーさんの占いで先に進めるなら今まで苦労してな……。

ＧＭ：「わしの占いによると、あの警戒網を突破する方法はふたつある」

クリス：あんのかっ!?（笑）

エイプリル：抜ぬけ道でもあるのか？

ＧＭ：「うむ、抜け道はある。具体的な場所は占いによれば………」

クリス：おい待てっ、占いかっ!?　ほんとにそれは占いなのかっ!?

ノエル：そ、そうですよ……っ（笑）。

エイプリル：抜け道があるのはわかった。もうひとつは？

ＧＭ：「夜が来るのを待て。そして闇やみにまぎれて侵しん入にゆうする───すなわち【敏びん捷しよう】の判はん定ていを成功させるのじゃ」（一同大だい爆ばく笑しよう）

一同：ばばあ───っ!?（大爆笑）

レント：も、もうどこからツッコんでいいやら……っ（笑）。

ノエル：し、しかも敏捷判定ですか……っ（わなわな）。

ＧＭ：まあ、今のはばーさんの言葉を借りてルールの説明をし始めただけだが。

クリス：紛まぎらわしい……（笑）。

ＧＭ：隠かくし通路を進むにも、闇に紛まぎれて正面から侵入するのも、どちらも判定が必要だ。ただ、判定に必要な能のう力りよくが変わってくる。【敏捷】か、【幸運】なんだが……具体的には───。

ノエル：こ、幸運の方で！

ＧＭ：説明させてくださいっ!?（笑）以下のとおりです。





突入方法　　　　　　判定に使う能力値ち　難なん易い度ど

　隠かくし通路を通る　　　幸運度　　　　　　11

　闇に紛れて侵入　　　敏捷度　　　　　　14






　パーティは、このいずれかのルートを選ぶ必要がある。

　固まって行動した場合、判定に失敗した者がひとりでもいた場合、警戒網にひっかかる。




ＧＭ：「と、わしの占いではこうなっておるな」

クリス：どこが占いなんだろう……（笑）。

ノエル：もうそこにつっこんでも……。

レント：それにしても、難易度がずいぶんちがうな。しかも、固まって行動してると、ひとりも失敗できないというのが厳きびしい……。




　なお、現げん在ざいのＰＣたちの能力値は以下のとおりである。





　　　　　　敏捷　　　幸運

ノエル　　　 ５　　　　３

エイプリル　 ７　　　　３

クリス　　　 ４　　　　３

レント　　　 ４　　　　３






レント：たしかに、継けい承しよう者しや殿どのの言うとおり、エイプリル以外は幸運の方がマシだ。

エイプリル：ああ。俺は独どく立りつ行動を取った方がよさそうだな。

クリス：そうか、人数が多いほど失敗する確かく率りつは上がるから……単独の方が安全、か。

ＧＭ：かわりに、見つかった場合は多人数の方が戦せん闘とうを切り抜けやすい。

ノエル：なるほどー……。

エイプリル：よし、夜を待って３、１で分けて侵入する。……世話になったな、ばあさん。

クリス：初めて占いが役に立ったぞ。あれが占いかどうかはおいといて。

ＧＭ：「占いじゃ」

ノエル：…ふっ……（笑）。

エイプリル：では、夜まで隠れられそうな場所を探しにいくとするか。

クリス：ああ、買い物もできそうなとこがあればいいな。

ＧＭ：じゃあ、この場からキミら四人が立ち去るってとこで、シーンを閉とじようか。最後にばあさんがキミたちに向かって声をかけよう。




「……幸運を祈いのるぞ。わしの占うらないは完かん璧ぺきじゃよ」




　その言葉に、四人は苦く笑しようしながら頷うなずいた。

　そして───




　夜は、やってくる。




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：と、そこでシーンは閉じられたわけだが。ちょっとだけマスターシーンを演えん出しゆつしよう。

一同：お？

ＧＭ：舞ぶ台たいは、キミたちが立ち去った直後。ばあさんの背はい後ごに、人ひと影かげが現あらわれたってところからだ───。




　決意を胸むねに、この場を立ち去った四人を見送って。

　ふと気配に気づいた占い師の老婆は、ゆっくりと背後を振ふり返る。




　そこに立っていたのは、ひとりの少女だった。

　出で立ちからして、おそらくはシーフだろう。華きや奢しやだがしなやかな体つき、健康的な褐かつ色しよくの肌はだ───その背せには、大きな弓ゆみを背負っていた。

　少女は、おずおずとした態たい度どで、聞きにくそうに老ろう婆ばに尋たずねた。




「あの四人……行かせてよかったのでやんすか？」




　どこか、独どく特とくの口調だった。




「……仕方あるまい。あの決意を止めることは、もうできぬよ。ここでヘタに邪じや魔まをして、神しん殿でんに捕とらわれればよけいに面めん倒どうなことになる」

「まあ、そうでやんすが……」

「それにな、結局は……ノエルの力が必要になるやもしれんのだ」

「え……？」




　頭に生えた耳をぴくぴくっと震ふるわせ、少女は老婆の言葉の意味を心の中でさぐる。

　だが、少女は頭が悪かった。

　解かい答とうが浮うかぶことはついになかった。




「せめて───……」




　老婆が、凍いてつく夜空を見上げながら。

　寒さで白くなった息を吐はき出しながら……つぶやいた。




「自分で選せん択たくすることが、どうかあの娘むすめにとっての幸せとなりますように───」







◆Middle 07◆手を引く者




「フン、ちょろいもんだな」




　エイプリルがほくそ笑えんで、つぶやく。

　闇やみを友とした彼女の姿すがたを、警けい備びの騎き士したちが捉とらえることはかなわなかった。




ＧＭ：というわけで大だい洞どう窟くつへの侵しん入にゆうシーンだ！　北にある氷原の冷気を受けて、気温もかなり下がっている。深夜、闇に潜ひそみ……殺した吐と息いきも、かすかに白く……。

エイプリル：では、こっちから判はん定ていさせてもらうぞ。フェイトは……使わないでいいな（ダイスを振る）……よし、成功。

ＧＭ：エイプリルは、警備の目をかいくぐり、あっさり街の中へと侵入した。巨きよ大だいな洞ほら穴あなの中に興おこされた街まち並なみは、他では見られない不思議な風景だ。

エイプリル：では、ノエルたちが来るのを待つとするか（[image: ]余よ裕ゆう）。

ノエル：じゃ、じゃあこっちも行きますよっ（と、ダイスを握にぎり……）。

ＧＭ：（低いあやしい声で）さあ～……だぁれが失敗するのかなあ～……？　ひとり失敗すればみんな道連れだぁあ～……。

ノエル：えっ……どっ、どうしようどうしようどうしようっ!?　ク、クリスさんお先にっ……お先にどうぞ……っ（一同爆ばく笑しよう）。

クリス：私からですかっ!?　しょ、しょうがないなあ……（ダイスを振る）……あ、成功。さあ、ノエルさんもどうぞ。

ノエル：せ、成功ですか……っ、あたしもおばあさんに祈いのって……っ！（ダイスを振る）




　ばーさんに祈ったのがまちがいだった。




　ダイス目は３だった。




ＧＭ：失敗。

ノエル：ああ、ああああ～……っ！（笑）

クリス：き、期待を裏うら切ぎらない人だ！

レント：ですが、ご安心ください継けい承しよう者しや殿どの。

ノエル：なにか……なにか切り抜ぬけるいいアイデアが……っ？

レント：私も失敗しました。

クリス：お前らなあっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：（笑いをこらえながら……）え、ええと……キミたちは今、山に露ろ出しゆつした岩いわ肌はだの狭せまい裂さけ目を、壁かべづたいに歩いているんだが……その闇の中、ふいに前方に灯あかりが見えた。

クリス：で、出口だ。

ＧＭ：が、その灯りの中、逆ぎやつ光こうの中に人ひと影かげがのぞき込こむ。「……ん、誰だれかいるのか？」

一同：…………

レント：て……。

ＧＭ：て？

レント：（手のひらを開いて差し出して）……手乗りばばあ。




　意味不明である。




ＧＭ：意味わかんねーよっ!?（大爆笑）

レント：いや、思いついちゃったんで、つい、こう……。

クリス：お、おい。お前、面おも白しろいこと言える奴やつだったんなら、もっとはやく言っておけよ。

ノエル：も、持って来ちゃったっ、持って来ちゃったんですね、おばあさん……っ、こんなちっちゃく……っ！（笑）

ＧＭ：ないない！（笑）　「し、侵入者だ───っ!?」〝ピィイイイイイイイ！〟と、警けい報ほうの笛ふえが鳴らされる。

クリス：まずい！　その見み張はりを突つき飛ばして、街の中になだれ込むっ!!

ＧＭ：空のない街。そこに立ち並ならぶ街並み───鳴り響ひびく笛に呼こ応おうして、街路のあちこちから、武ぶ装そうした兵士たちが現あらわれる！

クリス：……やばいっ。

ＧＭ：ではここで全員、再ふたたび幸運を振ふってくれ！　難なん易い度どは……10！

クリス：（ダイスを振る）……よしっ、成功！　なにが起こるんだ？

ＧＭ：おお、成功すると……近くの路ろ地じ裏うらからキミらに押おし殺した声がかけられる。「……フォア・ローゼスの方々ですね？　話は聞いております。さあ、こちらへ！」

クリス：だ、誰だれだっ。

ＧＭ：「あなた方を支し援えんする者です。さあ、早く！」

クリス：迷まよってる余裕はないな。その路地裏に駆かけ込もう。ノエルさん、レントも！

レント：では……（ダイスを振る）こちらも成功。

ノエル：あたしも……っ！（ダイスを振る）




　世の中には、期待を裏切らない人という者がたしかにいる。

　ノエルはまさにそれを体たい現げんし───

　さらには濃のう縮しゆくしたような人だった。




ノエル：１と……い、１？

一同：ファンブルか───いっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

ノエル：き、きくたけさん……っ、なんであたしだけいつも……っ、いつもっ!?　も、もう……っ!?

クリス：ひどいなあ、菊池さん。

エイプリル：ああ、ひどいな。

レント：実にひどい。

ＧＭ：それって俺おれのせいなのっ!?

クリス：もうそうとしか思えない……（笑）。

ＧＭ：と、ともかく！　ノエル、気がつくと……さっきまでキミのうしろにいたはずのレントやクリスがいなくなってる。というか、ふたりとも路地裏に走っていくうしろ姿すがたが見える。

ノエル：えぇえぇええええええええ、なんてことっ、なんてことが……っ!?

ＧＭ：あっというまに騎き士しに取り囲まれ……剣けんを突つきつけられるノエル。

ノエル：あぅあう～……っ。

ＧＭ：「おい、女。どこから街に侵しん入にゆうした」

ノエル：そちらの岩の裂け目から～……。

ＧＭ：「つまり、不法侵入ということか」

ノエル：と、いうことになります～……っ。

ＧＭ：「おとなしく武ぶ装そう解かい除じよし、こちらへ。……名前は？」

ノエル：ノ、ノエル。

ＧＭ：「ノエル……？　隊長、手配書の女にまちがいありません」

ノエル：て、手配書ですかっ。

クリス：では、ノエルがついて来ていないことに気づいて、振り返る！（笑）うわ、なんか捕つかまってるしっ!?

レント：このままだとどうなります？

ＧＭ：捕まって牢ろうにぶち込まれる。で、神しん殿でんの手に落ちる。あとは想そう像ぞうに任まかせるが、四十八時間以内には、マティアスも騎士団だんの指し揮きを執とるためにやってくるとだけ教えておこう。

一同：……。

ＧＭ：支援者を名乗った男はクリスたちに向かって言う。「ここは、一いつ旦たん逃にげた方が得とく策さくです。ここで戦いになる方がリスクが大きい。あの少女は、あとで奪だつ回かいしましょう」

クリス：むう……（[image: ]考えている）。

ノエル：い、いいんですよ……っ、見み捨すててくださっても……ええ、いいんですよっ。

レント：カツ、カツ、カツ───と、来た道を引き返します。

クリス：レント？

ＧＭ：「あ、あの？　あとで奪回したほうが……っ、リスクが……っ」

レント：で、手に氷の槍やりを生み出しながら───。

ＧＭ：「ちょ、ちょっとっ!?　ここで戦せん闘とう起こすとあとあと面めん倒どうなことに……っ！　今、街中は神殿の騎士連合がうろついてて……っ」

レント：わたしが大だい首しゆ領りようから受けた使命は〝継けい承しよう者しやを守れ〟だ。ここで継承者殿どのを見捨てるという選せん択たく肢しは、わたしにはない。

ＧＭ：「ちょ、ちょっと……!?」




　あわてふためく男の声を背せ中なかで聞いて、レントはマントを翻ひるがえす。

　路地裏を抜ぬけて視し界かいに騎士たちを捉とらえ───つぶやくように、唱えた。




「……《ウォータースピア》」




　街の一角で、轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。




　　　＊　　＊　　＊




　結果として───レントの選択は正しかった。




　１ラウンド目の敵てきの数は、騎士が１グループ。

　この戦闘……想定では、１ラウンド目にその騎士を倒たおせないと、二ラウンドのセットアッププロセスに２グループ目が、三ラウンド目にはさらに追加で２グループが追加され、最大で10グループまで登場する予定だった。

　だが、最初の攻こう撃げきが不意打ちになったことで、炸さく裂れつした《ウォータースピア》は騎士たちの戦闘力を奪うばい去っていた。

　続くレント、ノエル、突とつ貫かんしたクリスの攻撃によって騎士たちのＨＰは見事に０。

　援えん軍ぐんが来る前に、この場所から離り脱だつすることに成功したのである。




　そして───。

　支し援えん者しやを名乗る男の案内でついた先は、この街でもひときわ大きな屋や敷しきの裏うら口ぐちだった。




　そこで、ノエルたちは懐なつかしき笑え顔がおと再さい会かいした。







◆Middle 08◆懐かしき笑顔




　野宿続きが続いた一行にとって、通された部屋の豪ごう華かさは微び妙みように居い心ごこ地ちが悪かった。

　外では、未いまだにノエルたちを探さがす騎き士したちの怒ど号ごうが飛び交かっている。

　とりあえずこの屋敷の中が安全であることだけは、まちがいがなかった。




ＧＭ：ではあらためまして、次のシーンだ。ノエルたち三人が男の手引きでたどり着いたのは、この街の中でもやたらと目立つ大きな屋敷。やたら丁てい寧ねいな扱あつかいで、豪華な調度品が並べられた部屋へと通された。

ノエル：な、なんだか落ち着きませんよ。

エイプリル：俺は？

ＧＭ：ああ、エイプリルもやはり声をかけられ、この屋敷に案内され済ずみだ。三人が来た時は、やたらふかふかなソファに腰こし掛かけている。

エイプリル：遅おそかったな───外が騒さわがしいようだが、お前たちか？

クリス：いろいろあってな。……ところで、この我われ々われの支援者とかいう奴やつには会ったのか？

エイプリル：いや、まだだ。かれこれ三十分ほど待たされているのだが。

ノエル：このソファ、ふかふかですよ～。

クリス：きっと床ゆかも絨じゆう毯たん敷じきで……。

ノエル：きっとトラの毛皮の敷しき物ものが……（笑）。

ＧＭ：なんで「金持ち」＝「趣しゆ味みが悪い」にしたいんだ。

エイプリル：そんなことよりまだ現あらわれないのか、屋敷の主は。

ＧＭ：と、エイプリルが不満の声をあげたと同時に〝ガチャリ〟───部屋のドアが開いた。

クリス：お。

ＧＭ：「おお、全員そろったようだね？　無事でよかった───ひさしぶりだね、諸しよ君くん」そんな温和な声に、四人の視し線せんが男に集まる。

クリス：だ、誰……？

エイプリル：……？

ＧＭ：「おや、わたしをお忘わすれか？　この、ソーウェンの顔を」

一同：えええええええええぇええええええええええ──────っ!?（大だい爆ばく笑しよう）




ソーウェン公こう爵しやく

　かつて、ヴァンスター帝てい国こくの一角で商人を営いとなんでいた男。

　表向きは単なる金に汚きたない大商人だが、裏うらでは密みつ売ばいから武ぶ器きの売買まで金になるならなんでもやるという、いずれにしてもろくでもない人物である。

　財ざい政せいが傾かたむいたため、ノエルをダマして秘ひ蔵ぞうしていた薔ば薇らの武具〝アガートラーム〟を開かい封ふうさせ、ブラックマーケットに流そうとしていた。

　最後はフォア・ローゼスの面々に悪事を暴あばかれ、倒されたものの───ノエルの申し出によって生命は救われ、失しつ踪そうしていた。ちなみに、爵位はすでに剥はく奪だつされている。




　くわしくは、第一巻かん『ノエルと薔薇の小箱』参照である。




ノエル：ど、どうして……どうしてっ……ええええ───っ!?（笑）

ＧＭ：「まあ、話せば長くなるんだが……」と、昔よりパワーアップしたヒゲをさすりつつ。

ノエル：ひげがパワーアップっ！

クリス：あんたが……助けてくれたのか。破は産さんして、失踪していたはずだが？

ＧＭ：「ははは、みなさんと別れたあと……このラーフにやってきましてな、持ち出した資し産さんは少なかったのですが、鉱こう物ぶつでイッパツあてましてなあ？」と胸むねを張はる。

クリス：小悪人だけど……商才はホントにあったんだなあ……（しみじみ）。

ノエル：ま、まさかまた裏では悪いことを……っ。

ＧＭ：「なあにをおっしゃいますか！　今では裏稼か業ぎようからはきっぱり足を洗あらいましてな？　真っ当な商売に精せいを出しておりますよ」

ノエル：武器商人は……やってないんですね？

ＧＭ：「……」

一同：……。

ＧＭ：「はい」

一同：うそくさ──────っ!?

エイプリル：い、いかん。かつて倒たおした悪人が、再さい登場して助けてくれるという感動的なシチュエーションなのだが……っ。

クリス：演えん出しゆつがうさんくさくて信用しきれんっ！（笑）

ＧＭ：そこでソーウェンは、ふとレントの腕うでに煌きらめく銀の籠こ手てに目を止めて。「おお、ところでそれはアガートラームですな？」

クリス：か、返さんぞっ!?

ＧＭ：「ははは、もちろんです。あなた方のためにお役立て───おや？」

一同：お？

ＧＭ：「魔ま術じゆつ師し殿どの。顔つきが、変わられましたな」

レント：（抑よく揚ようなく）別人だ。

ノエル：空気がまた変わりましたよ……っ!?

クリス：こっ、公爵。あんた相変わらず空気読めないなっ!?

ＧＭ：と、そんなツッコミはさらっと流し。「ノエル殿───」　ふいにソーウェンは優やさしげな笑え顔がおを浮うかべ───。

ノエル：ふっ………（と、笑いをこらえて下を向く）。

ＧＭ：なぜ笑う。

ノエル：つ、ついおかしくなって……っ、つ、続けてください……っ。

ＧＭ：では気を取り直して。「……ノエル殿、その節はまことにありがとうございました」ノエルの前に膝ひざをつき、ソーウェンは深々と頭を下げる。

ノエル：は……。

ＧＭ：「あなたのおかげで、わたしも真人間になれました」

ノエル：（笑いをこらえながら）は、はい……はい……（ふるふる）。

ＧＭ：「あなた方に生命を救われたあの時より、いつか恩おん返がえしをせねばと……ずっと思っておりました。このラーフで財ざいを成して以来……ずっと、あなた方を捜さがさせていたのです」

一同：……。

ＧＭ：「そして今、神に感かん謝しやしております。その時が、きた───と。わたくしにできることあらば、なんでもおっしゃってください。あなたあっての、わたしでございます」ソーウェンの目は、少年のような純じゆん真しんな光に満ちあふれていた。

ノエル：キ、キラキラしてますよ……（ふるふる）。

ＧＭ：彼はすっと立ち上がり……遠い目をして言う。「今にして思えば、わたしは人間の屑くずでした───人と人とのつながりは、金だけであると信じて疑うたがわなかった」

ノエル：（ふるふる）。

ＧＭ：「（シリアスな声で）あの戦いの局面……部下はおろか、まさか飼かいトラにも裏うら切ぎられるとは───」

ノエル：ふっ……（[image: ]もう限げん界かい）……っ！　そ、そうですよそうっ!!　トラが逃にげるのあっというまでしたよ……っ!!（一同大だい爆ばく笑しよう）




『ノエルと薔薇の小箱』、３２３ページ17行目参照である。




クリス：あの逃げ出したトラ……どうなったんだろうなあ（笑）。

レント：ところで今、床にトラの毛皮が敷しかれてるわけだが。

クリス：トラ──────っ!?（大爆笑）

ノエル：ま、まさかっ……まさかっ!?（笑）

ＧＭ：「まあ、それはさておき」

一同：話題をそらしたっ!?

ＧＭ：「実のところ、わたしはある方の助言を受けておりましてな。あなた方がいずれ、このラーフの洞どう窟くつに来るであろうと聞き、わたしもここで商あきないを興おこそうとやってきたのです」

エイプリル：ある方？

ＧＭ：「ええ。もしも、あなた方がここにくることがあれば、援えん助じよしてやってほしいと」

クリス：こんどは……誰だれ？

ＧＭ：「そのお方の使者も夜半にはお越こしになるはず。のちほどお引き合わせいたしましょう。まずは、食事と風ふ呂ろ、休息をとられるがよいかと───」

エイプリル：ここは安全なのだな？

ＧＭ：「わたしは今やこの街の大物。神しん殿でんとはいえ、むやみには手出しはできますまい」

ノエル：こ、小物くさい……っ……（笑）。

ＧＭ：「ともかく、その時間までどうかおくつろぎを───」




　公爵の勧すすめどおり、一行はひとときの休息を得た。

　温あたたかい食事と、たわいもない談だん笑しよう。

　熱いシャワーと、柔やわらかいベッド。

　それが疲つかれた身体からだにこんなにも心地ここちよいのかと……四人は久ひさしぶりに実感する。




　だが、休息の時間は───唐とう突とつに終わりを告げた。







◆Middle 09◆深夜の襲しゆう撃げき




　───深夜。

　街は、静けさを取り戻もどしつつあった。

　弛し緩かんした空気の中、眠ねむりに向かう意い識しきを覚かく醒せいさせたのはソーウェンの怒ど声せいだった。




ＧＭ：ここでシーンは切り替わる。キミらがソーウェンの屋や敷しきに来てから数時間後のことだ。

クリス：今はみんなどうしてる？

ＧＭ：ソーウェンが言うところの〝使者〟がくるまで、あといくらかの時間がある。それまで全員、与あたえられた部屋で休息なり仮か眠みんをしてるってとこだ。

ノエル：じゃあ、ベッドの上で大の字になってウトウトと……。

ＧＭ：そう、ウトウトしかけた時だった。〝どんどんどん……っ！〟唐突に、キミの部屋のドアが激はけしく叩たたかれる。

ノエル：は……っ!?　な、何事でしょうっ。

ＧＭ：「ノエル様……起きてくだされ！　早く……っ！」聞こえてくるのは、どこかあわてた様子のソーウェンの声だ。

ノエル：では、ぱぱっと服を着ながら……ど、どうしたのでしょう？　その使者さんが来たんですか……？

ＧＭ：「いいえ……っ、神殿の手の者が屋敷に！　はやく身み支じ度たくを！」

ノエル：あ、あわてて鎧よろいとか全部着込こみます！　窓まどから外を見ると……？

ＧＭ：暗くてよく見えないが、少なくとも五十名を超こすであろう人ひと影かげが玄げん関かんに押おし寄よせているのだけはわかる。

ノエル：あわてて廊ろう下かに出ますっ。

ＧＭ：じゃあ、すでに身支度を終えた他の三人もここで登場にしようか。

クリス：……公こう爵しやく！　これはいったい……？

ＧＭ：「もうしわけございません。まさかこの時じ刻こくに、神殿の手が入ろうとは……」耳を澄すませば階下からは、言い争う声が聞こえる。「……おとなしく従したがいなさい。ここで犯はん罪ざいギルドをかくまっているという情じよう報ほうを、我われ々われは得ている！」

ノエル：犯罪ぎるどっ。

ＧＭ：抵てい抗こうしているのは、執しつ事じらしい男の声だね。「なんのことか、わかりかねます。それに、ここがソーウェン様のお屋敷だと知ってのことですか！」

クリス：おお。がんばれ執事！

ＧＭ：「犯罪者をかくまうのであれば、同じ犯罪者である！　今ならば、民間協力者として、咎とがめることはせん！　おとなしく客を差し出していただきたい！」その言葉に───。

エイプリル：言葉に？

ＧＭ：執事は無む意い識しきに意見を求めるかのようにちらり、二階へと続く階かい段だんの方を見入った。

一同：……。

ＧＭ：「……上かっ!!　突入せよっ」執事を押しのけ、兵士たちが屋敷になだれ込む！

クリス：ぐは！　公爵、屋敷の出口は他には!?

ＧＭ：「……いけません、ここで屋敷を出れば捕つかまるのは必ひつ至し。反対側の階段から、地下に降おりなされ。地下室にあなた方に必要なものがございます！」

エイプリル：俺たちに必要なもの？

ＧＭ：「そうです。そこで待てば、使者の方もいずれ現あらわれましょう。それまではこのソーウェンにおまかせくだされ」

クリス：だ、大だい丈じよう夫ぶか？

ＧＭ：「はっはっは。なあに、商あきないで鍛きたえたわたしの口八丁手八丁におまかせなさい。あなた方は、地下へ───」ソーウェンは笑いながら、玄関ホールへと降りる階段へと歩いていく。

クリス：ほ、ほんとに大丈夫か公爵……？

ＧＭ：「もちろんですよ。さあ」だが、笑え顔がおでそう語る彼の左手には、鞘さやに収おさめられた剣けんがにぎられている。

クリス：こ、公爵がかっこいい!?

レント：では、その地下室とやらに行きましょう。

ノエル：え、え……ソーウェンさん、平気ですか……？

レント：さあ。

クリス：冷たい奴やつだな、お前っ!?

レント：冷たい？　相変わらずキミの考えていることは理り解かいしにくい。我われ々われに、継けい承しよう者しや殿を先に進ませるより重要なことはないはずだが？

クリス：……う。だ、だがな……。

ノエル：そんな四角四面な……っ。

レント：それに、ここで我々が……いや、継承者殿が神しん殿でんの手に落ちれば、ソーウェンとやらが築きずいてきたことも無意味なものとなる。

クリス：……。

エイプリル：レントの言うとおりだな。地下へ行こう。

クリス：わかったが……レント。前にも言ったが、そういう判はん断だんをしれっとできるお前を私は気にくわない。

レント：わたしも言ったはず。キミのわたしに対する個こ人じん的感かん情じようはどうでもいい。

クリス：く───……っ（笑）。

エイプリル：言い争ってる場合か。行くぞ。

ＧＭ：では、キミたちはソーウェンが向かったのとは反対方向に向かって走る。同時に、階段を駆かけ上がってくるたくさんの足音が聞こえ……。

ノエル：ちょっと振ふり向きますっ。

ＧＭ：そこには、ノエルを見送るようにソーウェンが笑顔で立っている。「……行きなされ、ノエル殿！　そして……御お母上に会われるのです！」

ノエル：…………えぇっ!?

クリス：公爵、なんか知ってるっ!?

ＧＭ：「あの方は再さい会かいすることに否ひ定てい的でしたが……子が母と会うのに、なんの理り屈くつがいりましょうか……っ!!」

クリス：ま、待てっ!!　こんなギリギリのタイミングでそんなこと言うなっ!?

ＧＭ：「ノエル様、あの方も本当は……っ」なにか言いかけて。しかしその言葉は階段を駆け上がってきた兵士たちの怒ど声せいと喧けん噪そうに包まれ、キミたちには届とどかない。

ノエル：ソーウェンさん……っ。

ＧＭ：ノエルが階段を下りぎわに、最後に見たのはソーウェンが十名ほどの兵士たちに剣を突つきつけられる場面───そんなとこでシーンを切ろう！

クリス：い、いいとこで───っ!?（笑）

ＧＭ：では、最後にちっちゃいＧＭシーンを演えん出しゆつだけしておこう！




　　　＊　　＊　　＊




　ソーウェンは自分を取り囲む兵士たちを前に、落ち着いた……とぼけた声で言った。




「……はて、これはなんの騒さわぎですかな？」

「白々しいことは言ってほしくないですな、ソーウェン殿！　貴き公こうが、犯はん罪ざい者しやどもをかくまっていることは、市民からの通つう報ほうで判はん明めいしている！」

「……通報、か。なるほど───」

「さあ、そこをどけい！」




　兵士のひとりが、強引に押し通ろうとして───しかし。

　ソーウェンは鞘に収おさめられたままの剣を壁かべに突き立たて、その道をふさいだ。




「なんのまねだ……？」

「あと十数分……あと十数分も稼かせげば、お迎むかえの〝使者〟が来られる」




　意味不明な言葉の羅ら列れつに兵士はいらつき、剣けんを振り上げる。

「ええい、どけい！　犯罪者の戯たわ言ごとなど聞けぬ！」




　怒声と共にそれは振り下ろされ、ソーウェンの肩かたに食い込んだ。

　斬きり伏ふせた……そう思った兵士はすぐに剣を通して伝わった硬こう質しつな手て応ごたえに顔色を変えた。

　裂さけたナイトローブの肩かた口ぐちに……金きん属ぞくの光がちらつく。

　鎧よろいに気づいた兵士が、憎にく々にくしげにつぶやいた。




「貴様……はじめから我らと剣を交える気だったか？　……たかが商人の貴様に、十数分はおろか───一分と保もたないことを教えてやろう」




　その言葉に、くっ、とソーウェンの口元が愉ゆ悦えつにゆがむ。




「神しん殿でんの犬どもよ。

　お前らのその汚よごれた剣で金にあかせて作り上げたこの鎧、やすやすと突つき通せると思うな」




　そう告げて。

　ソーウェンは、ゆっくりと光り輝かがやく豪ごう奢しやな剣を鞘さやから引き抜ぬいた。







◆Middle 10◆小さな招しよう待たい者しや




　長い階かい段だんを下りた先にあった鉄の扉とびらを押し開けば、そこは広い地下室だった。

　その中央で淡あわく光る〝それ〟を見て───クリスは驚おどろきの声をあげた。




ＧＭ：では、続きといこう。キミたちは、ソーウェンの指し示じに従したがい、その暗い階段を駆かけ下りた。突き当たった鉄の扉を押し開き───その地下室に入ったところからシーンは始まる。

ノエル：ソーウェンさんは大だい丈じよう夫ぶでしょうか～……。

エイプリル：まあ、あの男なら、死んでも生き延のびるさ。

ノエル：死んでも……（笑）。

ＧＭ：たしかに、階上からは剣けん戟げきと、時おり爆ばく発はつ音のようなものが振しん動どうと共に聞こえてくる。

クリス：爆発音？　魔ま法ほう使いでもいるのか？

エイプリル：それより……他に出入り口はないよな？

ＧＭ：ない。

エイプリル：こんなとこに押し込こめて、なにを見せたかったんだ。部屋の中にはなにがある？

ＧＭ：見たところ木のテーブルと……部屋の中央に、丸い台だい座ざのようなものがあるだけだな。

レント：意味ありげな。

ＧＭ：……よく見れば、円の縁ふちに沿そってなにか魔法文字が刻きざまれている。クリスはかつて、これと同じものを見たことがある。おそらくは、神殿で。

クリス：神殿で……？　あ、まさか転送装そう置ちかっ!?

ＧＭ：正せい解かい！　大きな神殿にまれに設せつ置ちされている転送装置……あれと同じものだ。

クリス：な、なぜここにそんなものが！　公こう爵しやくが金にあかせて作ったのかっ!?

ＧＭ：そうそう、製せい造ぞう業者を買ばい収しゆうとかして、秘ひ密みつ裏りに……。

ノエル：ソ、ソーウェンさん……（笑）。

エイプリル：でもなぜこんなものを？　旅が楽になる以外、なにがあるんだ。




「───薔ば薇らの巫み女この結界の内側に入るためですよ」




ＧＭ：ふいに、そんな声が室内に響ひびいた。

一同：……は？

ＧＭ：と、キミたちがその声に気を取られたその時。突とつ然ぜん、転送装置が光を噴ふき上げた。

クリス：なんだ!?　装置が作動してる……？

ＧＭ：そのようだ。しかも、こちら側から起動したんじゃない。この装置と繋つながれたもうひとつの場所からのアクセスだ。噴ふき上あがる青白い光の柱の中に浮うかび上がるのは……小さなふたつの人ひと影かげ。

クリス：こんどは誰だ……（笑）。

ＧＭ：光の中、しだいに具ぐ現げん化していくふたつのシルエットはやがて───完全にその姿すがたを現あらわし、ふわり、装置の上に降おり立つ。「───お迎むかえにあがりました。ノエル様」

ノエル：あたし!?　どっ、どなたですかっ。

ＧＭ：そこに立っているのは、ふたりの子こ供ども。ふたりとも身体からだの丈たけにあった杖つえを持ち、ひとりはぶかぶかの魔法使いの帽ぼう子しをかぶる女の子。

ノエル：アルテアさん……じゃないし……。

ＧＭ：もうひとりは、白を基き調ちようとしたローブをまとっており……。

クリス：あ、ああああ……っ！　あいつだ！　二巻かんに出てきた、ちびアコメイジ！　ガーベラが連れていたお子様！

ノエル：あーあーあー！　いましたいました！　名前が～……たしか……。

ＧＭ：その言葉には、白い方が答える。「あたしはベート。この子がギーメル、です」

ノエル：そうそうそれです。

クリス：なんでお前らが……って、そうか。公爵が言ってた〝あの方〟って、ガーベラか！

ＧＭ：「はい。我わが主・ガーベラ様よりあなた方を招しよう待たいするよう、仰おおせつかって参りました」

ノエル：なぜ？　なにゆえ……っ？

ＧＭ：「主から、手紙を預あずかっております───さ、これを。ノエル様」

ノエル：は、はあ……と、受け取ります。読むと……？

ＧＭ：そこには、きれいな文字で以下のようなことが書かれている。




「───親愛なるノエル様。

　もはや、あなたたちを止めることはしません。

　ここまでやって来たということは、もはや引き返す意い志しはないということ。

　……ここでお互たがいの〝薔薇の武ぶ具ぐ〟を賭かけて戦いを申し込みます」




ノエル：な、なぜ……っ。




「武具は私にとって、あのお方にとって必要なもの。

　願わくは、ベートたちに武具を引き渡わたし……お帰りになられることを望みますが、おそらくそれはないでしょう」




ノエル：は、はい、ないですっ。




「ならば、他の邪じや魔まが入る前に、あなた方と決着をつけたいと存ぞんじます。

　こちらにはマビノギが二冊さつだけなので、いささか不公平ではありますが……。

　場所は、我が神しん殿でん───」




ノエル：な、なんで戦うんですかっ？　あたしは、ただお母さんに会いたいだけ……っ。

ＧＭ：「て、手紙に話しかけても答えませんよ……」ベートがぽそっとツッコんだ。




「───もちろん、そこですべてをお話しします。

　可か能のうであれば話を聞いて、進むべきか、引くべきか……最後の決けつ断だんをしてただければ、とも考えます。

　すべては、そこからです───。


───Gerbera」






一同：…………。

エイプリル：ご招待は受けるべきだな。

レント：ええ、今さら躊ちゆう躇ちよすることはなにもない。

クリス：すべて聞かせてもらおうか。聞きたいことは山ほどあるからな。

ＧＭ：では、ふたりは左右に分かれて、転送装そう置ちへの道を作る。「───さあ、台だい座ざの上へ」

レント：継けい承しよう者しや殿どの。

エイプリル：ノエル。

クリス：……ノエルさん！

ノエル：はいっ。じゃあ、その台座の上にあたしも乗って……。




　全員が台座に乗ると同時に、再ふたたび光は噴ふき上がる。




　幼おさない時に別れた母との再さい会かい。

　数々の謎なぞ。

　自分の過か去こ。

　その鍵かぎとなる、薔ば薇らの武具の意味。




　得たいすべては、この光の向こうに待っている。

　ノエルは、仲間たちの声に大きく頷うなずき───声を発した。




「……行きましょうっ」








　CLIMAX PHASE




◆Climax 01◆氷雪に立つ騎き士し




　静せい謐ひつに満ちた、氷の世界。

　どこまでも続く氷原にひとり立ち、ガーベラはふと、凍いてつく空を見上げる。

　雲ひとつない夜空に、煌こう々こうと輝かがやく青い月だけが地上に優やさしい光をもたらしていた。

　騎士は、月を空を見上げながら瞳ひとみを閉とじ……つぶやく。




「ノイエ様───お許ゆるしください」




ＧＭ：……ふと目を開けば、キミたちは見み渡わたす限かぎり、氷に覆おおわれた大地の上に立っていた。これまで経けい験けんしたことのない肌はだを突つき刺さすような寒さは、痛いたみと錯さつ覚かくするほどだ。

ノエル：ここは……。

クリス：沈ちん黙もくの氷原のどこか、か。

ＧＭ：そう。痛みをともなう冷たさが、この場所を沈黙の氷原であると実感させてくれる。───さあ、クライマックスに入ろう！

クリス：で、周囲を見回すと……？

ＧＭ：最初に目に入ったのは、正面にそびえ立つ凍いてついた巨きよ大だいな神しん殿でんだ。それも、その建けん築ちく様式や装そう飾しよくから、遥はるか旧ふるい時代に建てられたものであることがわかる。そうだな……みっしょん04で出てきたウィガールの神殿を、さらに大きくしたような建けん造ぞう物ぶつだ。

エイプリル：するとこれが……。

ＧＭ：「そう、神しん竜りゆうの神殿です───」ふいに凛りんとした声が響く。声がした方に目をやれば───神殿を背せに、氷原に誰かが立っている。

ノエル：……ガーベラさん。

ＧＭ：「お久ひさしぶりです、みなさん」翡ひ翠すい色のコートを纏まとう騎士が落ち着いた口調で言う。

エイプリル：招しよう待たいされたんでな。

ノエル：……薔薇の武ぶ具ぐ、持ってきましたよ。

ＧＭ：「そう……では、こちらも」ガーベラが手を差し出すと、彼女の眼がん前ぜん……中空に光と共に二冊さつのマビノギが実体化する。

エイプリル：これで伝説の武具とやらが、すべて揃そろったってわけだな。

ＧＭ：ガーベラはこくりと頷うなずくと、囁ささやくように言葉を紡つむぐ。「……───マビノギオン」その言葉を合図とするかのように、ガーベラの手の甲こうに刻きざまれた翡翠色の刻こく印いんが輝き、彼女の眼前に浮うかぶ二冊と……ノエルの持つ二冊がまばゆいばかりの光を放つ。

ノエル：わ……。

ＧＭ：四冊は、光となって輝き線せんをひいて飛び出し、両者の中央の空間で交わった。閃せん光こうがおさまった時、そこに姿すがたを現あらわしたのは───淡あわい燐りん光こうを放つ巨大な本だ。

レント：……マビノギオン。

ＧＭ：「ノエルちゃん。最後に一度だけ聞かせてください」

ノエル：は、はい。

ＧＭ：「すべての武具をここに置き、引き返してはもらえませんか？」

ノエル：それは……できないです。

ＧＭ：「……」

ノエル：お母さんに会いたい……それは、いけないことでしょうか。

ＧＭ：ガーベラは、微び笑しようしながら静かに首を横に振ふり。「あなたの御お母上は……ノイエ様は、神殿の中におられます」

ノエル：……お母さん。

ＧＭ：「やはりあの方のご息女ですね。一度決意したら、決して考えを曲げない」

ノエル：……あ、あのっ、なんでお母さんは武具を集めようとしてるんですか？

ＧＭ：「──すべては、あなたのためです」

ノエル：……え？

ＧＭ：「御お母上は、この世の誰よりもあなたを愛しておられる。幼おさなき頃ころに手放したあなたを、一日たりとも忘わすれたことはありません」

一同：え……？

ＧＭ：「だから、もう少しだけ時間がほしかった。あなたに薔ば薇らの武具のことを知ってほしくなかった。巫み女この存そん在ざいを知ってほしくはなかった……っ」ガーベラは、唇くちびるをかみしめる。

クリス：それって……？

ＧＭ：「だから、あたしは薔薇の巫女の守しゆ護ご者しやとして、あの方の騎士として───最さい善ぜんを尽つくすのみ」

クリス：薔薇の巫女の守護者？

ＧＭ：「ええ。この世界に降こう臨りんされた神竜をお守りするために選ばれた人間が〝薔薇の巫女〟……それはもう知ってますね？」

エイプリル：ああ。

ＧＭ：「あたしは、その巫女に対する礼として、巫女を守護するよう神竜に造つくられた存在。造つくり出されてより八百年───巫女の血けつ統とうをお守りしてきました」

レント：……人工生命。

クリス：ああ！　だからずっと同じ姿なのか！　ノエルが生まれた時も、教きよう皇こうが記き憶おくしてたガーベラの姿もずっと若わかいままっぽかったもんな。

エイプリル：なるほど。ガーベラが竜の技わざを使うのも、納なつ得とくできるな。

クリス：ちょ、ちょっと待て。薔薇の武具って神竜を殺す武器なんだろ？　なんで巫女やお前がそんなものを集めるんだ。

レント：武具さえ手にしておけば、誰も神竜を害することはできない。安全策さくのために確かく保ほしようとしていた───か？

ＧＭ：「いいえ。武具を集めているのはその目的通り、神竜を殺すため」

ノエル：な、なんでそんなことを……。

クリス：そのために……ノエルは母親に捨すてられ、父親を亡なくしたのかっ!?　なにを考えているんだか知らんが、娘むすめをみすみす不幸にするような母親がいるかっ！

ＧＭ：「……ちがうっ！　すべては、ノエル様を愛するがゆえに……っ」めずらしく、激げつ昂こうした様子を見せる。

エイプリル：くわしく……聞かせてもらえるんだろうな？

ＧＭ：ガーベラは無言で頷うなずき、落ち着いた口調で語り始める。




「すべては、十七、八年前に遡さかのぼります───」




　　　＊　　＊　　＊




「───ノエル様をお産みになって少したった頃のこと。

　ノイエ様は、知ってしまったのです。

　お仕えする竜りゆうが神の御み使いであると同時に、この世界に破は滅めつをもたらす存在であると。

　あなた方は、神の〝粛しゆく清せい〟というものをご存じですね？」




ノエル：……しゅくせい？

クリス：ああ。これまで世界を幾いく度どか滅ほろぼしてきたってあれだな。この世界が汚けがれた時、神様が引き起こす滅び……とかなんとか。

レント：……世界を再さい構こう築ちくするための浄じよう化か、か。




「───そうです。

　神々は、常つねに世界を見つめています。

　八百年前、つまり〝地の粛清〟の二百年後───この地に降臨した神竜が、世界を監かん視しするため……いいえ、〝粛清装そう置ち〟そのものとして舞まい降おり、しかも今まさに起動しようとしているのだとしたら、あなた方ならどうしますか？」

クリス：決まっている。すこし前にも、引き起こされつつあった〝粛清〟をめぐった事じ件けんがあったのを知っているか？




『アリアンロッド』リプレイ『銀の輪の封ふう印いん』シリーズ、絶ぜつ賛さん発売中である。




クリス：〝粛清〟が神の意い志しとはいえ、それを甘あまんじて受けることはできない。誰だれでもそれを止めようとするに決まっている！

ＧＭ：その言葉を聞いて、ガーベラはくすりと笑んで───。




「……あなたは神官だというのに、変わった考えをなさるのですね。

　ノイエ様も、神竜にお仕えするため、幼おさないころより神しん殿でんの教育を受けていました。

　神のご意志とは、無む条じよう件けんに従したがうもの……それは〝粛清〟についても同じことだと───。

　ですが、ノイエ様はそこに疑ぎ問もんを持ったのです。

　神の意志とはいえ、生まれて間もない無む垢くな生命を散らしていいのかと」




ノエル：あ、だからあたしのため……っ!?

クリス：……だから神竜を封印したのか!?




「……そうです。

　もちろんノイエ様は神殿に対し、感じた疑問を訴えかけました。

　ですが、神殿は神竜は敬うやまうものであり、神の意志そのものであるとノイエ様の言葉を否ひ定ていしたのです。いいえ、竜がもうすぐ〝粛清〟をもたらす事実を知っていたふしさえあります。

　その事実を他に漏もらしてはいけないと口止めまでされ───ゆえにノイエ様は〝薔ば薇らの巫み女こ〟の血が持つ魔ま力りよくのすべてをもって、竜を封印されました」




エイプリル：そして驚おどろいた神殿は、父親を人ひと質じちにしてノイエに竜を解かい放ほうするように迫せまった？

クリス：しかし、それでも巫女は首を縦たてにふらなかった……（二巻かんで）聞いた話どおりだ。




「……ええ、そしてノエル様も行ゆく方え不明になられた。

　当時、他の任にん務むでこの地を離はなれていたあたしは、事じ態たいを知って必死でノエル様を探さがしましたが、その行方をつかむことはできませんでした」




ノエル：そのころあたしは、グリーンフィールドの家に拾われていたと……。

ＧＭ：そうそう。兵が差し向けられた時に父親は一度、逃とう走そうしてるからね。ノエルをグリーンフィールド家の前に置いたあと……捕つかまったんだろう。

ノエル：お、お父さん………。




「以来、ノイエ様は外に出ることもなく、この神殿で竜を封じ続けています。

　あたしも、この地でノイエ様を守ることを誓ちかい……これまで派は遣けんされた神殿の兵士たちをすべてを退しりぞけてきました」




クリス：すべてかよっ！（笑）

エイプリル：しかし、こいつならあながち……。




「中には真実も知らず、戦いを挑いどんできた者もいたでしょう。

　あたしは、そんな者すら手にかけてきました。

　……我わが手と魂たましいは、血に汚よごれています。

　でも、ノイエ様の想いを、苦しみを思えば───それでもいい」




クリス：い、いかん、いい奴やつだ。

レント：だが、十七、八年経たった今になって薔薇の武ぶ具ぐを集めるのは何な故ぜだ。




「───二年前ほど前、想定しない事実が起こったからです。

　ノイエ様の力が、目に見えて衰おとろえ始めたの。巫女の力は血に連なり、代々受け継つがれるもの。

　成長されたノエル様に巫女の力が移うつり始めた……そういうことでしょう。

　武具は、巫女の力を持つ者にのみ真の力を与あたえる。だから、ノイエ様は予定を前まえ倒だおし……すべての力を失う前に、神しん竜りゆうを滅ほろぼすべく武具の収しゆう集しゆうをあたしにお命じになった。

　そして───今、ここに六つの武具がすべて揃そろった」




一同：……六つっ!?

クリス：六つってなんだ!?　五つだろ!?

ノエル：ま、まだどこかに六つ目があるんですかっ!?

レント：いや。今、六つの武具はすべて揃ったと……。




「……今まで、あなたたちは見てきましたよね？

　武具をひとつ解放するたびに、薔薇の小箱が一面ずつ輝かがやくのを」




クリス：……？　それが？

レント：あ…………。




「それで、なぜ武具が五つだと思えるのですか？

　武具をひとつ得るたびに一面ずつ輝く小箱───箱には、六つの面があるのですよ？」




クリス：あ、あ、あ……なるほどっ!!　なんでそんな簡かん単たんなことに気づかなかったんだ！

ノエル：武具は五つだって……ずっと思いこんでました……。

エイプリル：で？　六番目の武具ってのは……？




「そう、六番目の武具とは───巫女そのもの」




一同：なに─────────ぃっ!?

クリス：なんだそれはっ!?

ノエル：え、え、え……!?




「カラドボルグ、アガートラーム、ウィガール、カフヴァール、そしてマビノギオン。

　五つの武具を巫女自身が纏まとった時、巫女は第六の武具と化す。

　それはもはや、人間としての生命と身体、心を捨すてることに他なりません。

　竜の放つあらゆる力を打ち消し、竜の生命を奪うばい去るためだけの存そん在ざい」




ノエル：ま、待って……待って！　それって、お母さんは自分が死んじゃうことを知ってて武具を集めてるってことですかっ!?

ＧＭ：ノエルの訴うつたえるような言葉に、ガーベラはその瞳ひとみに涙なみだを浮うかべ───。




「───そうです。だから……だから、ノエル様が武具を求めて旅立たれたことを知った時、あたしの胸むねは張はり裂さけそうでした。

　母親は、二度と会うことのないであろう娘の未来を作りたいがために。

　娘は、ただ母親に会いたいがために。

　……それぞれが薔ば薇らの武具の持つ〝滅び〟の運命に向かって歩いていく……こんな馬ば鹿かなことはない……っ」




ＧＭ：ガーベラは、なにかを堪たえるように身体からだを震ふるわせ───。

クリス：ま、待てよ！　そんな話ってあるか！

エイプリル：そうか……ソーウェンはこの話を知っていたな……。

ノエル：あ、あのっ、お母さん、ずっとこの神しん殿でんに閉とじこめられてきたんですよね!?　それじゃなんのために生きてきたんだかわからない……っ、そ、それだったらあたしっ…あたしが武具を使いま……！

クリス：待て、それもだめだっ！　俺おれたちは……ノエルを死なせるためにここまで来じゃないっ!?　トランだってそんなこと絶ぜつ対たいに望まないだろっ！

ノエル：えぁ…う……。




「───ふふ。ノエル様なら、そうおっしゃると思っていました。

　本当……ノイエ様によく似ておられる。

　だから今まで真実をお話しすることをためらったのですけど、ね。

　ノイエ様にも、ノエル様が武ぶ具ぐを集め出した事実は伏ふせてあります。

　ですから───すべては、あたしにお任まかせいただけませんか？

　武具をここに置いて、お帰りになってはいただけませんか？」




ノエル：え……いやでもそれじゃ……っ。

クリス：つまり、ガーベラはノイエに武具を使わせようとしてるってことだよな？

ＧＭ：ガーベラは、再ふたたび瞳を閉とじて首を横に振ふり───。




「……あたしに二十四時間だけ、時間をください。

　ノイエ様は、必ずノエル様の元にお返しいたします」




一同：は……？

ノエル：……どういうことですか？




「……お忘わすれですか？　我わが身にも、薔薇の刻こく印いんが刻きざまれていることを」




ＧＭ：……そう言いながら、落ち着いた笑え顔がおでガーベラは手て袋ぶくろをはずし、鮮あざやかな翡ひ翠すい色の刻印を見せる。

クリス：お前、もしやノエルとノイエに代わって自分で神しん竜りゆうを……？

ノエル：は……。

レント：いや、そもそも話がおかしい。ガーベラは神竜が造つくりだした者であって、薔薇の巫み女この血ち筋すじには関係ないはず。




「ええ───そのとおり。

　この刻印は、薔薇の刻印を元に造りだしたただの模も造ぞう品ひん。

　ノイエ様とノエル様……ふたりの願いをかなえるため、我が身に刻みました。

　それでも薔薇の武具の力を引き出す機き能のうだけは、同じです」




クリス：刻んだってそんな簡かん単たんに……。

レント：誰がそんな器用なものを造ったと……。




「薔薇の武具は本来、薔薇の刻印を持つ者だけが真に扱あつかえるもの。もともと魔ま族ぞくたちが中心になって造りだした───そのことはご存ぞんじでしょう。

　その技ぎ術じゆつや記録を元にすれば、力のある魔族なら刻印を造り出すことも可か能のうでした」




レント：記録を元に……？　もしやその魔族って……ユージン？　イジンデルの……？

クリス：う、武具はあの村で造られたって……記録が残っていてもおかしくない。

ＧＭ：正せい解かい。もっとも、イジンデルに保ほ管かんされていたマビノギが、ノエルに手て渡わたされたのはガーベラにとっては予想外だったろうけどね。もちろん翡翠の刻印を刻む際さい、力を貸かしたのはユージンだけじゃない。もっと莫ばく大だいな魔力を持った高位の魔族も協力している。

クリス：それってショコラとか……？　よく協力したな。

ＧＭ：そりゃ、魔族にとって得があっても損そんはないもの。神竜が動き出せば魔族だって滅ほろびるかもしれない。武具を扱あつかえる者が増ふえて悪いことはなにひとつない。

クリス：な、なるほど。

ＧＭ：ガーベラはすうっと息を吸すい、落ち着いた笑え顔がおをノエルに見せる。そして、言う。




「ノエル様───話はここでおしまいです。

　さあ、薔ば薇らの武具をこちらにお渡しください。

　それでノイエ様もノエル様も、新たな……幸せな時の中を生きていけます」




　そう告げる、ガーベラの瞳ひとみに迷まよいはなかった。

　ノエルは、優やさしく微笑ほほえむ彼女を見て───言葉を返した。




「だめですよ、そんなの……武具は渡せません」




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：「……え？」ガーベラは、そこでとまどいの表ひよう情じようを見せる。「で、ですが、それでノエル様とノイエ様は……これまで過すごせたはずの、失った時間を取り戻もどせるのですよ!?」

ノエル：でもそれって、ガーベラさんが犠ぎ牲せいになるってことですよね……？

ＧＭ：「……しかし！　このままふたりがお会いになれば、確かく実じつにどちらかが死を選ぶでしょう！　しかも生き残った者は一生、子を、もしく母親を犠牲にして生き残ったという十じゆう字じ架かを心に背せ負おう……っ」

ノエル：ガーベラさんが犠牲になっても、同じです。

ＧＭ：「……馬ば鹿かなことを！　あたしは竜に造り出された人工生命！　あたかも人のようにふるまう人形みたいなもの！　人形が壊こわれて一生の傷きずになる人などいはしません！」

ノエル：……人形じゃありません。

クリス：そのとおりだ。あいつも……トランだって決して人形なんかじゃなかった。

ＧＭ：「う……でも、それ以外の方法は……」

レント：……ないだろうな。わたしとしてはガーベラの話の方が理り解かいしやすい。だが、継けい承しよう者しや殿どのが否ひ定ていされるのだから、お前の話は間ま違ちがいだ。

エイプリル：では、笑いながら言う。……ノエルはな、どちらか犠牲になるような選せん択たくをできるような人間じゃないってことだ。

ＧＭ：「そんな馬鹿な……っ、このままではノエル様が犠牲になるかもしれな……っ」

ノエル：ほ、方法なんかわかりませんけど……でも、あたしとお母さんが救われるためにガーベラさんが犠牲になるのはまちがってます……！

クリス：そうだ。あとのことは……あとで考える！

ノエル：そうです……っ。

ＧＭ：その言葉に、ガーベラは無言で天を仰あおいで瞳を閉とじる。「……ノイエ様。あなたの子は、こんなにもまっすぐにお育ちになりました。……ですが、ならば───……」




　剣けんを引き抜ぬきながら───。




「ならばあたしは、巫み女こを守しゆ護ごする騎き士しとして。

　ノイエ様の笑顔のために。

　ノエル様をお救いするために。

　そして、おふたりの未来のために───」




　再ふたたびノエルと向き合い、声をあげる。




「あなたとこの剣つるぎ、交えましょう───！」




　そんなガーベラの言葉を胸むねに刻きざみ込こんで。

　カラドボルグをゆっくりと引き抜きながら………。




　ノエルも、決意の言葉を口にした。




「ガーベラさん、絶ぜつ対たいに助けます……っ!!」







◆Climax 02◆翡ひ翠すいと白しろ銀がね




　それは、互たがいが互いを救うために引き抜かれた剣。

　それは、出口のない袋ふくろ小こう路じに迷いこんだだけのこと。

　誰もなにもまちがってはいない。




　だから、振ふるわれる剣に迷いは───なかった。




ＧＭ：「ノエル様が勝てば、もはやなにも言いはしません。素す直なおにノイエ様の元に導みちびきましよう。ですが私が勝てば、なにも言わず武ぶ具ぐをおいてここから去ってください。元ある生活に戻り……ノイエ様の帰き還かんをお待ちください」

ノエル：でも、あたしたちが勝てば……っ。

クリス：前に戦った時はずいぶん苦戦もしたが我われ々われも経けい験けんを積んではるかに強さを増ました！

ＧＭ：「たしかに。ですが、前にお会いした時のあたしが全力だったと思わないことです」

クリス：なに───っ！（笑）あ、あれで全力じゃないってのか！

ＧＭ：「試ためせば、わかること」ガーベラは、その巨きよ大だいな剣を肩かたに抱かかえる姿し勢せいを取り───キミたちとの間合いを計る。

エイプリル：戦いを始める前に聞きたい。お前、本当にノエルに来てほしくなかったのか？

ＧＭ：「……どういうことでしょう？」

クリス：わざわざ公こう爵しやくに助言して、ここに来るための転送装そう置ちまで作らせたんだからな。

ＧＭ：「ふ、そうですね。ですがそれは、ノエル様がいずれ神しん殿でんを敵てきにまわすことはわかっていたからです。ノイエ様の力も日々、弱くなっていく。時間がなかった───」

レント：なるほど、だからノエルが捕つかまるようなことになってほしくなかった。

ＧＭ：「ええ。ならばこちらから招まねいた方がトラブルが少ない。占うらないで、そう出たのですよ」

一同：占いかよっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

クリス：……。

レント：う……。

エイプリル：…………占い？

ＧＭ：「……ふ─き─つ─じゃ───……」

一同：なにいぃいいいい─────────ぃっ!?（大爆笑）

ＧＭ：ふと気がつけば。まるで最初からそこにいたかのように───占いばーさんが、ガーベラの背はい後ごにちょこんと座すわり込んでいた。

レント：ふ、不ふ可か解かいだ!?　不可解だっ!?　まさかまた出てくるとは!?（大爆笑）

ノエル：ちょっ……っ、おば、おばあさん……！　なぜっ……なぜっ……!?（笑）

クリス：ま、待てっ!?　お前らグルだったのかっ!?

ＧＭ：ガーベラは、肩をすくめ───「ええ、この方はあたしとノイエ様に神竜が〝粛しゆく清せい装置〟だと───そして薔ば薇らの武具に真の力が秘ひめられていることを教えてくださった方」

クリス：……は!?

エイプリル：なんで占いのばーさんがそんなこと……。

ＧＭ：その言葉に応こたえるように、占いばーさんは静かに告げる。「そうじゃの……もはや、この偽いつわりの衣は不要───」〝ごきっ……ばき……〟その身を隠かくすように纏まとったローブの下から異い音おんが鳴り……音がおさまるのと同時に、彼女はすぅっとしなやかに立ち上がる。

クリス：うおっ!?（笑）

ＧＭ：見れば、ばーさんの身長はガーベラとさして変わらない。

一同：!?

ノエル：おっきく……っ、おっきくなってます……っ!!（[image: ]笑い転げている）

ＧＭ：「（しわがれた声で）……それはちがうのう……（と、ふいにふつうの声になって）……これが本来の、私」

一同：口調変わったっ!?

ＧＭ：占うらない師しの衣い装しようの袖そでからしなやかで、シミひとつない白い腕うでが伸のび───（やっぱりみんな大爆笑）……さらり。頭部を覆おおうフードからチラチラと白銀の長い髪かみが流れる。

ノエル：……白銀？

ＧＭ：「……占ったはず。お前たちの前に立ちふさがる者すなわち〝翡ひ翠すい〟、さらなるひとつは〝白しろ銀がね〟であると」

クリス：って〝白銀〟はばーさん自身かよっ!?

レント：占いじゃねえ──────っ!?

エイプリル：お、お前……〝白銀〟は気高いとか美しいとか……言ってなかったか？

ＧＭ：そんな言葉は当然無む視しし、彼女は必要のなくなった占い師の衣の胸むねを右手で掴つかみ……一気に脱ぬぎ去った！　そこに現あらわれた少女は───。

一同：少女ぉっ!?（大爆笑）

ＧＭ：魔ま法ほう使つかいの黒き衣に、帽ぼう子し、巨大な杖つえ。その赤き瞳ひとみに、流れるような白銀の髪は月の光を浴びて神こう々ごうしいまでに美しく───。




　ちなみに描びよう写しやはシリアスだが、全員笑い転げっぱなしなのは秘ひ密みつである。




ＧＭ：ガーベラは、白銀の髪の少女に言葉をかける。「そのお姿すがたを見るのは、久ひさしぶりですね───フェルシア様」

一同：フェルシアだと──────っ!?




フェルシア

　聖せい歴れき一〇〇四年に勃ぼつ発ぱつした〝魔ま将しよう戦争〟のさい、仲間と共に魔族の野望を打ち砕くだいた魔ま術じゆつ師しの少女。クラン＝ベルの四英えい雄ゆうのひとりに数えられる。

　口数は少なく、その行動は寡か黙もくにして、しかし過か激げき。炎ほのおの魔術を得意とする。

　もともとは神の使いとして世界の監かん視しの任にんを受けていたが、前事じ件けんをきっかけに〝粛清〟の存そん在ざいを否ひ定てい……以来、神々が世界中に残した〝粛清装そう置ち〟を解かい除じよしてまわっている。

　くわしくは、『銀の輪の封ふう印いん』から始まる前シリーズのリプレイを参照である。




レント：な、なるほど……っ、粛清がらみの話ならフェルシアが関かかわってもおかしくない！

ＧＭ：「（抑よく揚ようのない口調で）……でも今回の事件に関して私は、助言者にすぎないから」

クリス：く、口調が……ちがいすぎ……（笑）。

ノエル：すごいノリノリでした……っ（笑）。

エイプリル：……で？　フェルシアとやら、このあとどうするつもりだ？

ＧＭ：「……知れたこと。私は、戦いの勝者がガーベラであることを望む。ゆえに───」すっ、と流れるような動作で杖を構かまえる。

クリス：ガーベラだけでも手強いってのに……高レベル魔術師とペアか。

ＧＭ：「では、始めましょう───ノエル様」








[image: ]








　そのガーベラの言葉が、戦いの始まりの合図となった。

[image: ]




　各キャラクターの行動値ちは、以下のとおりである。





　　　　　　　　　　　　　行動値

エイプリル　　　　　　　　……16

ガーベラ　　　　　　　　　……14

フェルシア　　　　　　　　……13

レント　　　　　　　　　　……９

ノエル　　　　　　　　　　……８

クリス　　　　　　　　　　……５






ＧＭ：最初に言っておくが……昨さく晩ばん、ＰＣのデータを予想、その動きをシミュレートをし……戦せん闘とうバランスは練りに練った！　この戦いの勝敗で、今回のエンディング……ひいては、次回のシナリオの展てん開かいが大きく変わるぞ！




　戦いは、ノエルたち四人の先せん制せいで始まった。

　ギルドスキル《陣形》により飛び出したノエルとクリスがガーベラにエンゲージする。
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　しかし、ガーベラは同じセットアッププロセスで───。




ＧＭ：ガーベラは《二回行動》を宣せん言げん！　ここでいきなり行動する！　まず、マイナーアクションで《ファストセット》！

クリス：マイナーアクションをふたつ使用するスキルか！

ＧＭ：突とつ貫かんしてくるノエルとクリスを見み据すえつつ、捧ささげた剣けんにふっ、と吐と息いきを吹ふきかけ……まずは《エンハンスブレス：水》！　魔力を付ふ与よして、続けて《エイルフォーム》！

レント：飛んだ！

ＧＭ：その上に、命中値に＋６の修しゆう正せいだ。そしてメジャーアクションで移い動どう、空中をすべるように後こう退たい！　ノエルたちとフェルシアの中間地点に！　ここでフェルシアの手にした宝ほう玉ぎよくが光を放ち、自身を包み……彼女の行動値は27に！

一同：27あっ!?

レント：〝理知の宝玉〟か！　ここでわたしのセットアップでの行動順！《ヘイスト》を自分に使用！（ダイスを振ふる）……出目は６なので18あがって……こちらも行動値27！

ＧＭ：なにいっ!?　数字が同じってことは……ＰＣが先行かっ！




　続くノエルは、《ウオーターステップ》と《クイックステップ》を使用する。
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　ここに至いたって、ようやく戦いはメインプロセスへと突とつ入にゆうした。




ＧＭ：ぐ……いきなり誤ご算さんだな。ここで先行できるはずだったんだが……っ。レントの動きを見て、ガーベラがつぶやく。「……なにっ、予測よりも───速いっ!?」

レント：（少し考えて）では……っ、マイナーでうしろに向かって移動！　フェルシアから25メートル、ガーベラからちょうど20メートルの位置でズザザっ、とブレーキをかけ……振り向きざまに《ウォータースピア》っ!!

ＧＭ：「……ち、魔ま法ほうの射しや程てい外へ逃のがれた」フェルシアがつぶやく。

レント：そのとおり！　アガートラーム起動……《ギフト》とフェイトも使用！（ダイスを振る）……命中29。




　氷の槍やりは、回かい避ひ値ち12のガーベラにとって回避はほぼ不ふ可か能のうだった。

　レントはここでおのれの持つすべての力を注ぎ込こむ！




レント：《マジックフォージ》使用……っ！（ダイスを振る）……合計86点！

ＧＭ：氷の槍がガーベラの身体からだに突つき立つ……が！　次の瞬しゆん間かんには〝ピシィン……！〟と甲かん高い音を立てて破は砕さい！　魔法防ぼう御ぎよは14。い、いきなり72点ダメージか！「あの初顔の魔ま術じゆつ師し、なかなかに……っ」

クリス：［放心］は……やはりしないかっ！

ＧＭ：砕くだけた氷の槍がその場に氷ひよう霧むを作り、一いつ瞬しゆん視し界かいを遮さえぎる。その瞬間、氷霧の向こうに、赤い光が灯ともるのが見えた。フェルシアは氷の槍に応おう酬しゆうする形で、すでに魔法を完成させている……っ！




　フェルシアが、炎ほのおを解とき放つ。

　炎は眼前の氷霧を吹ふき散らし、ノエルとクリスに襲おそいかかった。

《マジックブラスト》＋５レベルの《インフェルノ》。

《ファイアボルト》の火力をはるかに上回る火力を持った魔力───ふたりの立つ場所を巻まき込み炎の柱を吹き上げるが……っ。




ノエル：回避は２Ｄで……（ダイスを振る）１と２ですよ～っ！

クリス：くっ、こちらも……（ダイスを振る）……うおっ!?　クリティカル!!

ＧＭ：なにいっ!?　フェルシアが目を瞠みはって声をあげた。「……あれを、よける？」




　クリスは炎をよけると同時に、すでにノエルをかばう体たい勢せいに入っている。

　このフェルシアの《インフェルノ》は、もともとクリスがノエルを《カバーリング》することまで想定しての攻こう撃げきだった。

　壁かべ役であるクリスに、《マジックフォージ》を加えた二発分の《インフェルノ》で大ダメージを与えるのが本来の目的だったのである。




レント：……大だい丈じよう夫ぶ。28Ｄの期き待たい値はおよそ１００で、クリスの【ＨＰ】も１００。魔法防ぼう御ぎよ力や《プロテクション》《サモン・アラクネ》を考えれば、一撃で沈しずめるには至いたらない。




《インフェルノ》はクリスの魔法防御を差し引き………現げん状じようで75点のダメージ。

　ここから《プロテクション》《サモン・アラクネ》でどれだけダメージを減げんじるか……そこに全員が着目していた……のだが───。




クリス：……ここで《ソウルバスター》っ!!　75ダメージをフェルシアに返すっ!!

ＧＭ：いきなりそうきたか……っ!?　ここで《ガーディアン》をクリスに使ってダメージ０にすればフェルシアもダメージこないが……（と、少し考え───）。

ＧＭ：───75ダメージがそのままフェルシアに入るけどクリスにもダメージ入れておく！　沈ちん着ちやく冷静だったフェルシアの表情が苦く痛つうにゆがむ。

一同：よしっ！

ＧＭ：「魔術師同士による遠えん距きよ離りからの魔法の応酬……初撃はそちらの勝ち、ということですね。なるほど手強い……！」ガーベラが剣けんを構かまえ直し、笑えむ。




　ガーベラが言葉を発した時、すでにエイプリルは行動に入っていた。

　気づけばエイプリルはフェルシアのエンゲージへと侵しん入にゆう、二発の銃じゆう弾だんを解き放っている。

《ダブルショット》───しかも、同一エンゲージからの攻撃により《ブレッドレイブ》が発動、フェルシアの回かい避ひダイスにはマイナス一個この修正が入る。

　命中値ちは18───魔ま術じゆつ師しに対しては、必中の弾丸である。




ＧＭ：フェルシアは、その銃弾の回避が不ふ能のうと見るや───杖つえをエイプリルに対して突つき出し、囁ささやく。「……《アヴェンジ》」




《アヴェンジ》

　攻撃を受けた際さい、命中判はん定ていに対してリアクションで魔術判定を行い、これに勝利したら魔法攻撃を加えるスキルである。

　フェルシアの場合、発動する魔法は先ほどクリスに対して使用した《インフェルノ》だ。




ＧＭ：《ブレッドレイブ》があるから14＋２Ｄで……（ダイスを振ふる）……20っ！　銃弾がフェルシアに撃うち込まれると同時に、エイプリルの身体からだも炎ほのおに包まれる！

一同：ぐはっ!?

クリス：撃った数だけ反撃くらう！《ダブルショット》に相あい性しよう悪いっ!?




　だが、炎に包まれながらもエイプリルの心は折れず、前に進む。

《ブルズアイ》……！　長時間は戦場に残れないと判はん断だんしたエイプリルは、最大の攻撃力をここでたたき込むことを選んだ。

　フェルシアに対し、与あたえたダメージは防御力を差し引いて……60！

　エイプリルへのダメージロールは41点をたたき出すが、魔法防御力に加えてクリスの《プロテクション》の出目が走り……ダメージは最終的に13点まで押おさえ込まれる。




ＧＭ：こちらのダイス目が微び妙みようとはいえ、意外にダメージが通らん！《ダブルショット》の二発目、こい！　どちらが先に倒たおれるかの勝負になるなっ。

エイプリル：フ……っ（と、ダイスを振る）……出目は１と６！

ＧＭ：７か！　それなら《アヴェンジ》で……っ。

エイプリル：ここでカフヴァール使用！　１の出自を６に変へん更こう、これでクリティカルだ。




　ここでフェルシアの取ったリアクションは、フェイトを三点使用しての……クリティカルを狙ねらった回避判定！　が、そんなことがそうそううまくいくはずもなく……回避は失敗。

　通ったダメージは30───。




ＧＭ：しまった……一発目に《ガーディアン》を撃っておくべきだったか？

クリス：あ、このあとに来るノエルのカラドボルグを警けい戒かいしたのか……。

ＧＭ：まあいい、ここでガーベラの行動！「まずい……っ」ガーベラはつぶやき、ひゅっ、と風を切ってフェルシアのいるエンゲージまで飛ぶ！

クリス：うわ、あっち行った！

ＧＭ：「少しおとなしくなさいっ……」ガーベラは滑かつ空くうしながら、剣を巻まき込むように腰こしをひねって横薙なぎに構かまえ……っ！　エイプリルに対して《クロススラッシュ》っ!!

レント：二回攻こう撃げきか！　それは危あぶないっ、打ち消せ！

エイプリル：……《インタラプト》。




　喰くらえば、エイプリルにとって致ち命めいの一撃になるはずだった。

　レントがフェルシアの魔法を嫌きらって大きく後こう退たいしていたため、逆ぎやくに現げん在ざい、エイプリルに対しても《サモン・アラクネ》が射しや程てい範はん囲い外になっていたからだ。

ＧＭ：「く……っ」《クロススラッシュ》を打ち消され、剣けんを振るタイミングを失って体たい勢せいを整え直すだけに終わる。「───前よりも、ずいぶんと戦い慣なれをしたものですね」

エイプリル：戦術指し揮き官かんが優ゆう秀しゆうなものでね。

レント：私の頭ず脳のうには、前ぜん任にん者しやから受け継ついだデータが記録されている。お前の戦い方は、予測ができる。……継けい承しよう者しや殿どの、敵てきが固まった今がチャンスです。

ノエル：……え、えっと……移い動どうして、カラドボルグと《ブランディッシュ》……ですよねっ。やりますよ今日は……っ、絶ぜつ対たいに負けられないからっ!!




　ノエルは、カラドボルグの切っ先を氷の大地に引きずるように走り込こみ……足を踏ふみ込んで剣けんを大きく振ふり切る……っ！

　ローズ色に輝かがやく刃はが、闇やみの中に輝き線せんを曳ひいてガーベラとフェルシアを薙ぐ！

【ＨＰ】を大きく失っているフェルシアはフェイトまで解かい放ほうして回かい避ひを試みる……が、クリティカルはしない！　光が擦さつ過かした、と感じた瞬間……すでに剣は振り切られていた。




ノエル：や、やった！　やった!!　当たりましたよっ、トランさ……っ……！




　ノエルが嬉うれしげに発しかけ……押しとどめた言葉。




　この声にレントは微び笑しようを浮うかべたまま、ただひと言───。

「───ええ、おめでとうございます」

　気にした様子も見せず、そう答える。




ノエル：あ、あの……。

レント：さあ、ダメージを。《ポルテクスアタック》を！

ノエル：は、はい……っ。




　ここでノエルがたたき出したダメージは50点───！

　その一撃を受けるも、ガーベラにとっては致ち命めい傷しようにはほど遠い。

　フェルシアはこのダメージを《ガーディアン》で打ち消し、事なきを得る。

　続くクリスは、自らに《ヒール》を撃うち……　47点もの【ＨＰ】を回かい復ふく───。

　フェルシアから受けたダメージの２／３を、たった一発の《ヒール》で取り戻した。




クリス：よしっ、この状じよう況きようなら……押し切れるっ!!




　少しの幸運と、的てき確かくな戦せん闘とう行動───。

　ノエルたちはこの戦いの勝利を確かく信しんし、どこか弛し緩かんした空気が場を満たす。

　が───。




　ガーベラは、その一いつ瞬しゆんを見み逃のがしはしなかった。




　　　＊　　＊　　＊




　そしてここで、戦いは第二ラウンドに突とつ入にゆうする。

　再ふたたびガーベラは《二回行動》を宣せん言げんした。
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ＧＭ：ここでガーベラは視し線せんを流して、全員の位置を瞬時に確かく認にん。そしてつぶやく。「……この戦いにおいて三人が固まる機会はこれ以い降こう、そうそうはない───ここが勝機……っ」

クリス：勝機……？

レント：あ……っ。

ＧＭ：……《ファストセット》！　続く二回のマイナーアクションで《スマッシュ》っ！　そして《レイジ》っ！　メジャーアクションで《ブランディッシュ》!!




一同：うわ……っ!!




《レイジ》───。

　それまでに受けた累るい計けいダメージをそのまま攻こう撃げき力に変える、必殺の一撃である。

　これは、かつてノエルたちがガーベラと対戦したさい、クリスの【ＨＰ】を一撃で０にたたき落とした技わざである。この戦闘中、ガーベラが受けているダメージは合計で１２２点……すなわち、攻撃力が１２２点加算されることになる。




クリス：しかも今回は《ブランディッシュ》（攻撃対象をエンゲージに変へん更こうする）付きか!?

レント：まだ希望はある！　回避を……！

ＧＭ：「ここまでよく戦いました……が、我が渾こん身しんの一撃を見切るのは不ふ可か能のう───」ガーベラは、剣を肩かたにかつぐような姿し勢せいを取り───ノエルを見み据すえる。

ノエル：えぁう……っ。

ＧＭ：「ごめんなさい。ノイエ様のためにも、あなたのためにも。あたしは、負けられないの……っ」そうつぶやいて……剣を、振り切ったっ！




　ノエルの一撃と同じように───剣に纏まとわれる翡ひ翠すい色と《エンハンスブレス》の青。

　混まざり合う光は、周囲の闇やみを同じ色に書き換かえる。

　踏ふみ込んだ右みぎ脚あしは、凍いてつく大地を陥かん没ぼつさせ───。

《エイルフォーム》によって強化されたこの一撃の命中値ちは……37！




一同：37───っ!?

レント：ひとりだけでも、よけないとまずいっ！

クリス：（ダイスを振ふる）……無理っ!!　回かい避ひ失敗！

ノエル：（ダイスを振る）むっ、無理です……っ。

エイプリル：く……基き本ほんが３Ｄ、《ギフト》使用で＋２Ｄ！［容よう姿し端たん麗れい］も使って＋５……っ！（ダイスを振る）……っ。

ＧＭ：（ダイスを数えて）……合計27！　よしっ……命中したっ！　その一撃が放たれた時、光は轟ごう音おんを呼よび、ガーベラを中心点に半径十メートルほどの大地が陥没……っ、凍てついた氷の大地は砕くだけて土柱を上げ……っ！




　……ガーベラ、渾身の一撃。

　これがたたき出すダメージは、２００に近い数字になることはまちがいなかった。

　ガーベラは、勝利を確かく信しんしてひゅっ、と刃はについた血を払はらうべく剣けんを振る。

　しかし───巻まき起こった砂さ塵じんが収おさまり、視し界かいがはれた時。




　砕けた大地の上に……三人は、立っていた。




ノエル：ダメージ……１９３って……。

エイプリル：直ちよく撃げきすれば二、三回は死んでいるな……。

クリス：ああ、危あぶねえ……。

ＧＭ：……さすがにここで、ガーベラの顔色が変わる。「な、なに……？　全員立っている……？　そんな馬ば鹿かな……っ」




　ノエルがクリスの《カバーリング》によりダメージを受けないことは折り込み済ずみだった。

　しかし、残りがノエルとレントだけなら、次の攻撃で打ち倒たおすのは容よう易いだ。

　そう考えていた。

　しかしエイプリルは回避判はん定ていのさい、出目の中に６があったのを確かく認にんし、カフヴァールの能力を起動……判定をクリティカルとして回避に成功させていたのだ。

　だがそれもまだ、理り解かいしよう。

　クリスはエイプリルとは状じよう況きようがちがう。

　渾身の一撃……いや、２００点に近いダメージを二発、その身に受けて立っているのはどう考えてもありえない。

　ガーベラは目の前の事実に驚きよう愕がくしたが……やがて気づいた。




ＧＭ：「一撃目は《ガーディアン》として、二撃目は生命の呪じゆ符ふ、ですか───」

クリス：そうだ！　あんたが《レイジ》を持っていることは、前に見てたからな！《レイジ》対たい策さくに一枚まい買っておいたんだ！

ＧＭ：「なるほど───この戦い、幸運の女神はあなた方に肩入れぎみでしたが……どうやら、ただそれだけでもないようですね」そう言いながら、表情を引き締しめ剣を握にぎり直す。




　セットアッププロセスでレントの《ヘイスト》を受けたエイプリルの行動値は一気に37。

　フェルシアの27をはるかに凌りよう駕がしていた。

　エイプリルが《ダブルショット》をもってフェルシアに弾だん丸がんを撃うち込めば、フェルシアは再ふたたび《アヴェンジ》で対たい応おう。

　しかも、ガーベラが《カバーリング》することでフェルシアは無む傷きずだ。

　二発の弾丸を《インフェルノ》のうち、一発をクリティカルでエイプリルに返すが、クリスの《プロテクション》、レントの《サモン・アラクネ》の前に炎ほのおは吹ふき散らされてダメージは通らない。ガーベラもこの《カバーリング》で25点のダメージを受けるにとどまった。

　ここでエイプリルの【ＭＰ】は、ほぼ空だ。壁かべ役のクリスの【ＨＰ】もわずかに３。

　続くフェルシアは、放った《マジックブラスト》＋《インフェルノ》で、壁役のクリスを焼き尽つくす作戦に出るが───。




クリス：……クリティカルで回避っ!!




　50ほどのダメージが出たものの、《サモン・アラクネ》が炎のダメージを26点軽けい減げんし……さらには《プロテクション》がエイプリルを包み、彼女に与えたダメージはわずかに１だ。





　ノエル　　　……【ＨＰ】　53

　クリス　　　……【ＨＰ】　３

　レント　　　……【ＨＰ】　15

　エイプリル　……【ＨＰ】　48






　お互たがい、決定打を出せないまま───ガーベラが動く。

　壁役のクリスを排はい除じよするべく放った《クロススラッシュ》が、クリティカル！

　ダメージは68！　しかし、ノエルの指し示じによって《蘇そ生せい》が使用され、なおかつ二重の防ぼう御ぎよ魔ま法ほうもあってクリスの生命を奪うばうには至いたらない。

《クロススラッシュ》の二撃げき目も命中こそしたが、クリスの【ＨＰ】はまだ63点を残していた。




レント：お、お互い致ち命めい打だが出ない……では、ここで芸を見せよう。《マジックブラスト》＋《フェイス：アーケンラーヴ》！　全員、次の攻こう撃げきはファンブルしない限かぎり、絶ぜつ対たい命中する！

ＧＭ：なるほど、ここでノエルか！

ノエル：い、行きますよ～…っ！《スマッシュ》と……《ブランディッシュ》！　カラドボルグの力も使って……絶対に命中するので気楽に……っ（と、ダイスを握にぎり───）。

ＧＭ：そろそろファンブルを出す頃ころ合あいのはず！

ノエル：そうでいやいやいやっ……今までいっぱいカラドボルグの空打ちしてきたのでもう……っ……（ダイスを振る）……クリティカルですよっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

一同：……よおしっ！

レント：おそらくこの攻撃でフェルシアが落ちるはず……っ。

ＧＭ：（ぐ、鋭するどい……っ）




　たしかに、フェルシアの【ＨＰ】はすでに危き険けんな状じよう態たいにあった。

　ここで《カバーリング》すれば、防御力無む視しの攻撃をガーベラが二発受けることになる。

　それに加え、次のラウンドの《ヘイスト》による先せん制せいで、フェルシアが狙ねらわれれば……やはり彼女はそこで落ちる。

　判はん断だんした末、《カバーリング》は見送るが───これが結果として幸いした。

　ノエルの放ったダメージロールが振るわず……結果的に、ガーベラ、フェルシアとも生き残ったのである。




レント：い、生きてる……っ。

ＧＭ：か、かろうじてね。「……はあはあっ」この連続的な攻撃の前に、フェルシアも肩かたで息をし始めた。

クリス：ここで私だ！　ここでフェルシアを落とせば……次のラウンドに勝てる！《バッシュ》……っ！《フェイス：アーケンラーヴ》がかかっているのでファンブルせねばそれでいいっ！（ダイスを振る）……そしてファンブルっ!!

一同：おい──────っ!?（笑）




　だが、クリスはフェイトを消費して命中判定を振り直す。

　フェルシアは、どうせ討うち取られるならばと《アヴェンジ》で対たい応おうするが……。




クリス：（ダイスを振る）……クリティカルっ！

ＧＭ：……ぐは!?




　ノエルとちがい、クリスの攻撃はもちろん防御力を差し引けるふつうの攻撃だ。

　攻撃力も決して高くはない。

　ガーベラは、迷まようことなくフェルシアを《カバーリング》するが───。




クリス：む、どうする……？　いいやっ、いけ！《ボルテクスアタック》使用っ！（ダイスを振る）……うわっ……。

一同：すごっ!?




　ダイス目が爆ばく発はつし───ダメージロールの結果は58点。

　一気にガーベラの【ＨＰ】を33点、もぎとった。

　ついにここで、ガーベラも肩で息をし始める。




ＧＭ：「しまった……でも、まだ倒たおれたわけじゃありません。次のラウンドで……」

レント：継けい承しよう者しや殿どの、ここで倒してください！《エンカレッジ》を……！【ＭＰ】がなければ、《祝しゆく福ふく》も使いましょう！

ノエル：……はいっ!!




　もはや、お互たがいがもてるリソースをすべて出し合う総そう力りよく戦だった。

　ノエルは、《エンカレッジ》によって追加行動を得───次のラウンドの戦いを頭で考えていたガーベラの虚きよを突つき、カラドボルグを放った。

《ダンシングヒーロー》で命中へのダイスを一個こ増ふやした上での、《スマッシュ》＋《ブランディッシュ》、そして解かい放ほうされたカラドボルグ！

　もはや、避よけられようはずもなかった。




ノエル：ガーベラさん……っ、あたしたちの勝ちですっ!!

ＧＭ：「く……っ」ガーベラはここでフェルシアを《カバーリング》する。

レント：ここで《カバーリング》……？【ＨＰ】、ろくにないはずなのに……？




　レントの疑ぎ問もんの声は、ノエルの声の前にかき消えた。




ノエル：もう全力でいきますよ……っ、ダメージにフェイトを三点使いますっ！（ダイスを振る）……あうっ、38点……っ!!

ＧＭ：ぐ……。ローズ色を放つ刃やいばが、ガーベラを捉とらえた。フェルシアをかばったおかげで、38点が二発で───74点！

クリス：どうだっ!?

ＧＭ：「強く……なられた」ガーベラはそこで大地に膝ひざをついて……一撃目は耐えたけど……二撃目でさすがに【ＨＰ】は０だ。

一同：勝ったっ!!

ＧＭ：……勝利を確かく信しんする声があがる……が。「でもね、ノエル様───あたしは、あなたのためにも、ノイエ様のためにも───まだ倒れられないの！」

一同：は!?

ＧＭ：ガーベラはここで《イモータルブラッド》を使用！【ＨＰ】が１で……生き残る！

クリス：なに……いっ！

ＧＭ：「ノイエ様───あなたの騎き士しに、どうか一撃げき与あたえる力を」




　そして、戦いは次のラウンドへと突とつ入にゆうした。
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　そのセットアッププロセスで、当然ガーベラは《二回行動》を宣せん言げん。これが、事実上ガーベラがまともに放てる最後の攻こう撃げきだった。

　レントがここで冷静にガーベラがこれまで使った技わざを数えて……戦せん慄りつする。




レント：……しまった。まだ、ガーベラは《ボルテックスアタック》残している！

ＧＭ：「ええ、力を出し切らないまま───倒れるわけには、いかないの」マイナーで《スマッシュ》＋《パワーブレイク》！　メジャーで《ブランディッシュ》！

レント：それだけなら……耐たえられるはずっ！　少なくとも、ノエルが生き残れば……。




　しかし、ガーベラの執しゆう念ねんはレントの予想を上回った。




ＧＭ：（ダイスを振ふる）……ここで、よしっ！　クリィティカルっ！

クリス：うわっ!?　ここでそうくるか!?（ダイスを振る）無理っ、よけられないっ!?

エイプリル：（ダイスを振る）こちらも回かい避ひ失敗っ。

レント：せめて継承者殿はよけてくださいっ。全員くらうと……まずいかもっ!?

ノエル：え、あう、はそんなっ……！（ダイスを振る）……ピンゾロですよ───っ!?

一同：そこでファンブル振るのか……っ!?（笑）




　ここでレントが、考え始める。

　このようなピンチは、前ぜん任にん者しやのデータによれば、幾いく度どもあった。

　クリスが誰だれを《カバーリング》し、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを誰にかければ、生せい存ぞんの可か能のう性せいがもっとも高いか───必死に考える。




レント：敵てきのダメージによるが……クリス＝ファーディナント！

クリス：おう！

レント：キミは死ぬつもりでっ！　いや、むしろ死ね！　エイプリルを《カバーリング》！

クリス：お、おう……っ。

レント：そして倒たおれる前に、《プロテクション》を継けい承しよう者しや殿どのへ！　わたしの《サモン・アラクネ》もあわせれば、おそらく生き残られるはず。

クリス：おそらくかいっ!?

レント：相手が《ボルテクスアタック》を持っているなら、《カバーリング》を使うことでクリスが助かる確かく率りつはきわめて０！　しかも、こちらはほぼすべての切り札ふだを切っている。それがいちばん助かる確率の高い方法！

クリス：わかった……信じるぞっ。

ＧＭ：「ここでふたり倒せば……っ」《ボルテクスアタック》使用！（ダイスを振る）……うわっ、大きい!?

クリス：６、何個出てるよそれっ!?

ＧＭ：合計……１１８っ!!

レント：うあ、まずい……っ……。




　この土ど壇たん場ばでの、致ち命めいの一撃。

《カバーリング》によりエイプリルは助かるものの、クリスが残る可能性は０。

　しかも［戦せん闘とう不能］状じよう態たいから回かい復ふくさせる《レイズ》を持つのは、クリスのみである。

　ここでノエルとクリスが落ちれば──戦いの行ゆく方えはまだわからない。

　満まん身しん創そう痍いとはいえ、ガーベラもフェルシアも、未いまだ立っているからだ。

　戦いのキーは、ノエルが生き残れるかどうか───。

　それが戦局をわかつ、最大のポイントだった。




レント：（あれこれ計算して）……ノエルの【ＨＰ】を残すには、《プロテクション》と《サモン・アラクネ》で41点分、軽けい減げんできれば……。

ノエル：クリスさん、レントさん……っ。

クリス：41か……少しつらそうな───だが、もはや祈いのるのみ！【ＨＰ】０になって倒れながら……最後のフェイト一点もつぎ込こんで《プロテクション》っ!!




　祈るように、ダイスがテーブルの上にばらまかれた。

　そして、クリスの祈りは……




　───通じた。




一同：うわ……っ!?

レント：なんだこのダイス目っ!?

ノエル：す、すごいですよっ、クリスさん……っ、６、６、６、５、５、４！

ＧＭ：《プロテクション》だけで32か!?

レント：これなら《サモン・アラクネ》で絶ぜつ対たいに防ふせげる……っ！

クリス：あとは───まかせた……っ……。

ノエル：ク、クリスさんっ、【ＨＰ】……25も残りました！

クリス：では、笑え顔がおでぐっ、と親指を立てて転てん倒とうしているノエルの目の前で倒れます。

ノエル：ク、クリスさんクリスさん……っ。

ＧＭ：…一方。その光景を見ているガーベラ。「ぜぇ……っ、ぜえっ……っ、倒れ……ませんかっ」すべての力を出し切り、その息は荒あらく……立っているのがやっとだ。

レント：これで……。

ＧＭ：「いいえ……」




「まだ……まだです。この身には、まだ剣けんを握にぎる力は残されている……！」




　ガーベラの執しゆう念ねんじみた、言葉。

　それは、ノイエに対する想おもいの強さだった。




　もはや戦いの決着は着いていると言ってよかった。

　カラドボルグ、アガートラーム、カフヴァール、フェイト、《蘇そ生せい》、《祝しゆく福ふく》……そして《ボルテクスアタック》を始めとする回数限げん定ていスキル。

　ノエルたちは、持てる力のほぼすべてを出し切っていた。

　しかしそれは、ガーベラ側も同じこと。

《ヘイスト》を受けたエイプリルの行動は、戦いに終わりをもたらさんとしたもの。

　ガーベラにそれをよけるだけの力はない。

　そんなガーベラを、フェルシアは［かばった］。

「……ガーベラ。あなたは、ノエル以外の剣によって倒たおれるのはふさわしくないから」

　その言葉を残し、フェルシアは倒れ伏ふす。




レント：たしかに───理り解かいしにくい思考ですが、わたしもそのような気がします。ここは［待機］しましょう。

ＧＭ：ここでガーベラの番だ。「ノエル様……」ガーベラはつぶやき、ノエルを見入る。

エイプリル：ここでノエルを倒しても、残るレントに倒されるのは必ひつ至しだぞ。

ＧＭ：それは彼女もわかっている。それでも……「───最後のひと太た刀ち、参ります」

エイプリル：───待て。その攻撃は俺おれに撃て。

ノエル：エイプリルさん……？

エイプリル：お前はこれから、母親に会うんだろう？　これ以上ボロボロになってどうする。

ノエル：もう十分、ボロボロですけどね……（笑）。

ＧＭ：「───フ」ガーベラは、苦しそうに息を吐はきながらも、笑んだ表ひよう情じようを見せる。そして……剣は、エイプリルに向かって振ふり切られた。《スマッシュ》＋《クロススラッシュ》。




　レントもまた、最後の《サモン・アラクネ》を展てん開かいした。

　しかしガーベラの二連れん撃げきを止めるには、足りない。

　エイプリルは、その場に倒れ伏した。




ＧＭ：「さあ……ノエル様、立ち上がって」

ノエル：じゃあ、マイナーアクションで起き上がった……メジャーで……。




　ノエルが、カラドボルグを大きく振りかぶる。

　もはや、全力で剣を振るう相手ではない。

　だが、それが最後まで全力で戦った者に対する───礼れい儀ぎだと思ったのだろう。

　放たれた一撃に、ガーベラがノエルにもたれかかるように、倒れる。

　そして、ノエルの耳元に囁ささやいた。




「ノエル様───あなたの想いの、勝ちです」








　ENDING PHASE




◆Ending 01◆再さい会かい




　神しん竜りゆうの神しん殿でん───。

　八百年の昔に建立こんりゆうされ、雪と氷に閉とざされてきた場所。

　そこでノエルは再会した。




　それは初めて見る……母親の姿すがただった。




ＧＭ：では、ここからエンディングに入ろう。戦いのあと───キミたちはガーベラに案内されて、神殿の中へと赴おもむいた。

クリス：じゃあ、俺はガーベラに肩かたを貸かしておこう。

ＧＭ：「ふふ、お優やさしいのですね、クリスさん。あなたも立っているのがやっとなのに」ガーベラが、微笑ほほえんで言う。

クリス：こ、これは男の…というか勝者の印みたいな……も、ものだ、と顔が赤くなる。

ＧＭ：なぜ赤くなる。

エイプリル：しかもなぜドモる。

レント：とりあえず、フェルシアはエイプリルに肩を貸してもらおう。

エイプリル：……待て。お前は、怪け我が人にん同士で肩を貸し合うことに意味があると思うのか。お前が肩を貸せ、お前が。

レント：なぜわたしがそのような不ふ可か解かいな行動を取る必要がある。

一同：…………。

レント：で？　薔ば薇らの巫み女ことやらはどこに？

ＧＭ：「……ノイエ様は、その扉とびらの向こうにおられます」

エイプリル：さあ、行け、ノエル。ここがお前の旅の終着点だ。

ノエル：え……。

ＧＭ：エイプリルの言葉に振り返ると、ノエルはそこに仲間たちの笑え顔がおをみつける。旅の終わり───それが具体的なイメージとなって、なぜか胸むねを締しめ付ける。

ノエル：……。

クリス：さあ、開くんだ。

ノエル：じゃあ……開きますっ。

ＧＭ：〝ぎぃい……〟美び麗れいな装そう飾しよくの施ほどこされた大きな木の扉が、軋きしんだ音を立てながら……ゆっくりと開いていく。そこは、この神殿の中心───ドーム状じようの白はく亜あの部屋だ。

ノエル：……。

ＧＭ：しかし、満たされる冷気もあいまってか、ひどく冷たい景色がそこにあった。ぬくもりをまったく感じさせない場所───。

ノエル：こんなとこにお母さん、ずっと……？

ＧＭ：「はい。ノイエ様はこの十六年以上ずっと……この部屋におられます」

ノエル：へ、部屋に入ります。

ＧＭ：〝カツーン……〟反はん響きようするのは、乾かわいた靴くつ音おと。正面を見れば、奥おくから手前に向かってバルコニーのような形で高い位置に張はり出した部分がある。その中央に……誰かがいる。

ノエル：あ……。

ＧＭ：白い薄うす衣ぎぬを纏まとった女じよ性せい。透すき通るような白い肌はだに……長い髪かみ。ノエルの場所からでははっきり見えないが……祈いのりを捧ささげるように手を組み、座すわっている。

エイプリル：眠ねむっているのか？

ＧＭ：「───はい。ノイエ様は、神竜をその身の内に封ふうじておられます。巫女としての力が弱まった今───生きるための力のすべてを、封印のためにお使いになっているのです」

クリス：身体からだの中……。

ノエル：お母さん……？

ＧＭ：返事はない。それはまるで眠っているかのようで───。「ノエル様、お母上は一日のほとんどを、夢ゆめの中で過すごされています。……語りかけてあげてくださいませ」

ノエル：あの、あたし───……。




　コツ───。

　ノエルは一歩、また一歩と母親の元へ……旅の終着点へ向かって歩き始める。




ノエル：お母さん……わかりますか、あたしノエルです。




　コツ、コツ───。

　……一歩、また一歩。





ノエル：……はじめまして、お母さん。

　　　　見てください……あたし、ずいぶんと大きくなったんですよ。






　それは、精せい一いつ杯ぱいの笑顔で。

　ずっと得たかったもの……すぐ手をのばした先に、それはある。




ノエル：あ、そか。あたりまえですよね、大きくなってるのなんて。




　少し照れたように笑って。





ノエル：あたしね、冒ぼう険けんに出たんですよ。

　　　　みんなにいろいろ教えてもらって、すごく強くなったんです。






　これまで、自分が歩んできたすべてをひとつひとつ、語ろうとするかのように。





ノエル：……あ、紹しよう介かいしますね。

　　　　あっちの紅あかい服の人がエイプリルさん。いちばん大人な人で、いつも怒おこられてます。

　　　　横の青い服の男の人が───……。






　思いの丈たけを、夢の中で過ごす母親にぶつける。

　涙なみ混だまじりに……これまでの時間を取り戻もどそうとするかのように。

　しかしその瞳ひとみが開くことはない。




ノエル：……ガーベラさん。お母さん、起きませんよ。




　振ふり返り、尋たずねる。

　ガーベラは、覚かく悟ごしていた。

　もはやこの子を止めることはできないと。

　母親を救うために、すべてを投げ出すだろうことを。





ＧＭ：「……ノエル様。ノイエ様の身体の中には悪い竜りゆうが眠っているのです。

　　　　それがノイエ様を眠らせたままにしています」






　竜の封印は限げん界かいまで来ていた。

　一いつ刻こくもはやく、竜を倒たおさねばならない───。




ノエル：あ、そか。そうですよね。

ＧＭ：「ノエル様。今ならまだそのお役目、このあたしが引き受けることも───」




　ノエルは首を振って、ガーベラの言葉を笑え顔がおで遮さえぎる。




ノエル：どうすれば、いいですか？


ＧＭ：「……薔ば薇らの刻こく印いんの力をお借りください。

　　　　さすれば、悪い竜の魂たましいを自らの身体からだに引き込こむことができましょう」



ノエル：なるほどー……そして、武ぶ具ぐの力を使えばいいんですね。




　ガーベラは声を押おし殺ころし、肩を震ふるわせながらうつむいて答える。




ＧＭ：「……───はいっ」




　カラドボルグ、アガートラーム、ウィガール、カフヴァール……マビノギオン。

　ノエルがひとつひとつ武具の名を呼よぶたび、それは光となって彼女の周囲に集まり……浮うかび上がる。

　五つの武具に、刻印にみちびかれるように、ノエルの身体がふわり浮かんだ。

　まるで身体が羽になったかのように……音もなく、ノイエの前に降おり立つ。




クリス：やっぱりノエルを止め……っ！

エイプリル：クリスを腕で静止して首を横に振る。

レント：……。

ノエル：……最後に、ちゃんとお話ししたかったんだけどな。




　ノエルがそうつぶやいた時。

　ふいに───。




ＧＭ：「ノエル……？」




　ノイエの瞳が、薄うすく開かれた。




ノエル：……お、お母さんっ!?




　ノエルが目を見開き、涙を流して声をあげ───母親に抱だきつく。

　いや、抱きつこうとしたその刹せつ那な。




　ノイエの顔が、苦く悶もんに満ちた。




ノエル：え、え……っ!?




　苦しげな表ひよう情じようから視し線せんを落とせば。

　……ノイエの胸むねを内側から貫つらぬくように、少女のしなやかな腕うでが突つき出ていた。

　ノイエの背後で腕を突き入れ、ほくそ笑む少女───フェブラリィのゆがんだ笑み。




　悲鳴が、あがった。








アリアンロッド・リプレイ・ルージュ
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　OPENING PHASE




◆Opening 01◆神しん竜りゆう、蘇よみがえる




「ノ、エル……？」




　愛いとしい子の名を紡つむぐその口から〝つっ……〟と、赤い一ひと筋すじが流れる。

　ノエルが母の肩かた越ごしに見たのは……ゆがんだ、笑えみ。




ＧＭ：目の前で苦く悶もんのうめきをあげるノイエ。母の背せから突つき通った腕うでが、胸むねから突き抜ぬけている。

ノエル：え……。

ＧＭ：〝ピピッ……〟とノエルの頬ほおに飛ぶ、血の飛沫しぶき。

ノエル：ちょ、ちょっと……っ!?

ＧＭ：突き出た手が握にぎり込こむのは、光の球体だ。それは脈打ち、明めい滅めつを繰くり返す。

レント：神竜……？

ＧＭ：そのとおり。ノイエの体内に封ふうじられていた、竜そのもの。「……竜の力は、ボクがもらうよ？」

エイプリル：その口調はフェブラリィか！　銃じゆうを引き抜いて……っ。

ＧＭ：それより一いつ瞬しゆん早く、「ノイエ様っ！」ガーベラが全身から青い光を曳ひいて、跳とぶ！　空中で剣けんを引き抜き、フェブめがけて斬きりかかるが……。

エイプリル：退さがれ！　と声をあげる。

ＧＭ：だが、その声が届とどくよりも早く。まるで空中に見えない障しよう壁へきでもあるかのように……〝バジィン！〟ガーベラははじかれ、壁かべにたたきつけられて───ぐらり、落下する。

クリス：ガーベラがそんなあっさり!?　お、落ちてくるとこを受け止めに……っ。

ＧＭ：ＯＫ。クリスが、ガーベラを受け止めた。一方、ノイエは右手をノエルに差し出し、苦しげな声で言う。「ノ、エル……武ぶ具ぐを…私、に、はや、く───」

ノエル：え、あ……でもっ。

ＧＭ：「もう、封ふう印いん……限げんか……ぃ」

ノエル：と、とりあえずお母さんの手を取りま……っ。

ＧＭ：「邪じや魔まだよ」フェブが空いてる手を突き出し、魔ま力りよくを放つとノエルは吹ふっ飛ばされる。

ノエル：あぅ……っ。

エイプリル：……フェブ、これはどういうことだ。目的は薔ば薇らの武具だろう？　なぜ、巫み女こに手を掛かける。

ＧＭ：「……薔薇の武具が目的？　あはは、武具は目的を果たすための手しゆ段だんさ。皇こう帝ていの、一番の目的は───」

レント：神竜の力か！

ＧＭ：「そうだよ。武具は、あくまで神竜を従したがわせるためのもの」

クリス：ま、待て！　それにしたって薔薇の刻こく印いんがなければ、武具の力は発はつ揮きできないはずだろ!?

ＧＭ：「刻印……？　これのことかい？」ノエルに向けたその腕を返し、手の甲こうを見せる。そこに刻きざまれているのは、ノエルともガーベラともちがう、黒い薔薇の刻印だ。

一同：なにいっ!?

ノエル：え、なんで……なんでですかっ!?

レント：ゼダンは薔薇の刻印を研究していた……？

ＧＭ：「そうだよ？　魔ま族ぞくやエルダナーンの力を借りたとはいえ、〝武具〟は人じん為い的に造つくり出だされたもの。その能のう力りよくを引き出す刻印だって、造れないはずはないでしょ？」

クリス：たしかにガーベラも刻印を刻んだわけだしな……。

ＧＭ：うん。あと、一巻かんを思い出してほしい。マティアスも大だい首しゆ領りようも、武具の回かい収しゆうと共にノエルを自分の陣じん営えいに引き込め、という任にん務むをクリスやトランに与あたえてるが……。

レント：（一巻をめくって）……あ。ゼダンは武具にしか興きよう味みを示しめしてない。

ＧＭ：それは、武具を使いこなすに必要な刻印をすでに研究していたからだ。

クリス：なんと……。

ＧＭ：「じゃ、まずはこの力……」スッ、と自分が握にぎり込む神竜の光に視し線せんを落とし……「いただいちゃおうかな」ぐっ、拳こぶしに力を込める！　が───。

一同：が？




『……その不完全な刻印で我われを封じることができると思うたか？』




ＧＭ：ふいに、全員の心に声が響ひびき、同時に〝バヂィン……っ！〟ノイエの胸むな元もとで直視できないほど鋭するどく、強きよう烈れつな光が発される。……でもそれは一瞬のこと。みながゆっくり目を開けば……そこに、フェブラリィの姿すがたはない。

一同：へ？

ＧＭ：ただ、ノイエの周囲にフェブが着ていた服の残ざん骸がいが散らばっているだけだ。

ノエル：え……。

一同：死んだっ!?

レント：あんだけ強そうに出てきて……ただのかませ犬かっ!?

クリス：このネタ、前にもやったぞっ!?（笑）

ＧＭ：「ですが……まずいっ!!」目を見開いてガーベラが叫さけぶ。見れば、ノイエを起点として再ふたたび光が膨ふくれあがり───それが天てん井じようを、壁を崩くずし始める！　轟ごう音おんと共に破は片へんがみんなの上に降ふり注ぎ……！

レント：神しん殿でんが崩れ始めた……っ!?

クリス：やばいっ、逃にげ──────っ!?

ノエル：お、お母さんは───っ!?

ＧＭ：吹き荒れる光と風の中、ノエルは見る。先ほどまでノイエを縛り付けていた無数の光の鎖は次々断ち切られ───。




『……我を封じる縛ばく鎖さは断ち切られた。巫女ノイエ、次は我がお前の力を得る時よ───』




ＧＭ：竜の光が膨れ、拡がっていく。その光の中にノイエは取り込まれ始め……。

ノエル：えぇっ？

ＧＭ：「止めてっ、クリスさん！　ノエル様！　神竜にノイエ様が取り込まれたら手がつけられなくなります……っ！」叫ぶガーベラ。

クリス：ど、どういうことだ？

ＧＭ：「薔薇の巫女は真に力を発揮すれば〝薔薇の武具〟を操ることができるのですよ!?　そんな能力を神竜に持たれたら……っ」

クリス：倒せなくなるじゃないかっ!?

ノエル：お、お母さんを取り戻……っ。

ＧＭ：いや……遅い。神竜の光はキミたちの視界いっぱいに膨れあがり……っ。




　沈ちん黙もくの氷原に、永ながきにわたって静かにたたずんできた旧ふるき神殿。




　建けん造ぞう物ぶつの中央にそびえる、天を貫つらぬくほどの尖せん塔とう───それが地響きと共に雪と氷、土ど砂しやを噴ふき上げながら崩ほう落らくしていく。

　砂さ塵じんを吹き散らし、神殿を崩しながら空に昇のぼっていくのは、銀の光。

　光は、星ひとつ見えない夜空に浮うかび上がり……。




　脈動しながら、闇やみの中に光の竜が巨きよ大だいな翼つばさを……広げた。








　MIDDLE PHASE




◆Middle 01◆世界を照らす、銀




　夜の闇の中、銀の光が静かにたゆたう。

　光を放つ、巨大な竜りゆう。

　その姿はあまりに大きく、あまりに気高く、




　あまりに神こう々ごうしかった。




ＧＭ：神殿の崩落から数分後……ここでシーンは変わり───みんなが神殿の崩れた天井から夜空をふと見上げた───そんな場面から始めよう。

クリス：じゃあ、瓦が礫れきの中から立ち上がって全員を確かく認にんする！

ＧＭ：みんな瓦礫に埋うまっているようだが、無事だ。クリスがふと視線を止めれば、ガーベラとフェルシアがふたり、小こ刻きざみに震ふるえながら絶ぜつ望ぼうに満ちた視線を空に送っている。

レント：なにが……？

ＧＭ：釣つられて見上げれば、ガーベラの視線の先にあるのは闇の中に輝かがやく、巨大な竜の形をとった光だ。まるで銀色の太陽が昇ったかのように、世界を照らし出している。

クリス：なんだあれは……とつぶやきます。

ＧＭ：「神竜……ゾハール───」つぶやく、ガーベラ。
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クリス：あの太陽みたいな光ってる奴が神竜か！

ノエル：……あ！　お母さん！　お母さんはどうなったんですか!?

ＧＭ：神竜を見ればわかる。その首の付け根……胸むねのあたり───まるで十じゆう字じ架かに架かけられた罪つみ人びとのように、竜に腰から下を取り込まれている。

ノエル：お母さんっ!?

ＧＭ：竜がいるのは、遥はるか上空だ。その声が届とどくはずもないが……ノイエは、まるでノエルの呼よびかけに答えるように、薄うすく目を開く。そして───。




『ノエル───』




ＧＭ：ノエルの……いや、その場にいる全員の心の中にノイエの言葉が響ひびく。

ノエル：お母さん、意い識しきがある！




『ごめんなさい、ノエル……』




ノエル：い、今助けます……っ。

クリス：でもどうやって……！

ＧＭ：その言葉にノイエは静かに瞳ひとみを閉とじ……。




『ノエル……本当は、竜を滅ほろぼすのは私の役目でした。

　あなたに、未来を与あたえたかった。

　会えなくてもいい……人の生を歩んで欲ほしかった』




ノエル：……。




『ですが、今の私に薔ば薇らの武ぶ具ぐを纏まとうことはできません。

　だから───私とあなたで、終わらせましよう。

　この薔薇の刻こく印いんの運命と、すべての生命を脅おびやかすこの竜の存そん在ざいを。

　ノエル、手伝って……くれますね』




ノエル：……はい。

クリス：ま、待て。それってノエルに薔薇の武具を使わせて竜を殺すってことだろっ!?　他になにか方法ねえのかよ!?

レント：わたしも承しよう伏ふくしかねるな、そのような方法は。




『しかし、他に方法はありません。

　時間もない───。

　今、ゾハールは私の身体からだを徐じよ々じよに取り込こみつつあります。

〝薔薇の巫み女こ〟たる私が取り込まれれば、もはや〝薔薇の武具〟の力すら及およばない完全存在となりましょう』




一同：………………。

エイプリル：あと、どれくらいの時間がある。

ＧＭ：ここからは、今回のシナリオのルールにも関連することだ。ノイエが神竜ゾハールに取り込まれるまで……七十二時間。

クリス：たった三日か!!

レント：……なるほど。その七十二時間の間に神竜を倒たおせ……そういうことか。

ＧＭ：そのとおりだ。先に説明しておこう。クライマックスフェイズに突とつ入にゆうするまでに、四人はさまざまな場所に行き、イベントに巻まき込まれるだろう。そして……。

レント：余よ分ぶんなことに時間をかけると……まにあわなくなる？

ＧＭ：おおむねそのとおり。今回、ラストバトルは戦せん闘とうラウンド数が限げん定ていされており、その制せい限げんラウンドを超こえて戦うことはできない。

エイプリル：なるほど、ノイエが取り込まれて倒すことができなくなるとか、か。

ＧＭ：さらに、クライマックスまでの時間がかかりすぎると、ラストバトルでの戦闘ラウンド数が減げん少しようする。

クリス：容よう赦しやねえなっ!?

レント：……面おも白しろい。




『……私は、取り込まれるまでの時を少しでも稼かせぎましよう。

　そして進むべき道を失った時は、ケテルに……

　久く遠おんの森のケテルに、教えを請こうのです───』




クリス：ケテルに……？




古代竜ケテル

　現存する竜の中で、もっとも永く生き、幾度も世界の滅亡と再生を見てきたという古代竜。

　ふだんは〝聖域〟久遠の森に在り、そこから常に世界の行く末を見守っている。




ＧＭ：その言葉を最後に、ノイエの思考は途と切ぎれた。彼女の言葉が終わるの待っていたのかのように、竜は翼つばさを大きくはためかせ、咆ほう哮こうを上げる！　そしてゆっくり息を吸すい込み……。

レント：……。

クリス：……まさか。

ＧＭ：その口から光を吐はき出した！　光は、風を伴ともない南の地平へと消えてゆき、ややあって。音もなく、地平の彼方かなたで天を突き抜けるほどの火柱が噴ふき上がった。

一同：うわあっ……。

ノエル：ちょ……っ…。

エイプリル：音もなくって……どれだけ離はなれてるんだ。

クリス：だというのに、あれだけ巨きよ大だいな火柱……！

ＧＭ：ゾハールは、久ひさしぶりに振ふるう己おのれの力を確たしかめると、銀の光をまき散らしながら翼をはためかせて南の空へと移い動どうを始める。というところで……。

レント：待った！　その前に、神竜を［エネミー識しき別べつ］!!

ＧＭ：抜ぬけ目のない男だ。

レント：フェイトは……いいや。（ダイスを振る）……３！　だめだ（笑）。

ＧＭ：では、レントの意志を汲み取り、傍らに立つガーベラが告げる。「神竜ゾハール……その力は、多くが謎に包まれています。あたしですら知るのはわずかに五つの能力だけ」

レント：それでかまわない。教えてくれ。

ＧＭ：コクリ頷うなずくと、彼女は言いにくそうにそれを口にする。「まず、ひとつ───」




［光の結界］パッシヴ

　ゾハールは常つねに、光ひかり輝かがやく結界に覆おおわれている。

　ゾハールに与あたえられたダメージは０になる。

　この結界は、あらゆるクラスのあらゆるスキルの効こう果かによっても解かい除じよされない。




一同：おいっ!?（笑）

ＧＭ：…驚おどろくのは、まだ早いです。ゾハールは、その無む敵てきとも思える結界を四重に……［闇やみの結界］［炎ほのおと水の結界］［風と大地の結界］を纏まとっています」

一同：………………。

レント：残るひとつは……？




［無む限げん再さい生せい］パッシヴ

　ゾハールの【ＨＰ】が０になった場合、クリンナッププロセスにおいて【ＨＰ】は20Ｄ６点回かい復ふくする。




一同：…………………………。

レント：で、これ以外にも攻こう撃げき用スキルを持っている、と。

クリス：ど、どうやって……倒たおすんだこれ。

ＧＭ：「それは───」と、ガーベラがちらり、ノエルの持つカラドボルグを見る。

エイプリル：なるほど、〝薔ば薇らの武ぶ具ぐ〟か。神竜の能力を打ち消すとか言っていたな。

ＧＭ：「ええ……。すべての武具を纏いし〝第六の武具〟は、神竜のあらゆる能力を打ち消すと言います。また、カラドボルグでとどめを刺さしたなら、［無限再生］の機能も停止させることができると───」

ノエル：……。

クリス：だめだ！　それじゃ、ノエルが犠ぎ牲せいになるんだろう!?

ノエル：で、でも……。

レント：継けい承しよう者しや殿どの、方法はわかりませんが、時間ぎりぎりまで足あ掻がくとしましょう。決戦のその時まで、まだ時間はあります。

ノエル：はい……。

レント：それに倒す手しゆ段だんも、あると思われます。

クリス：なんでそう思う。

レント：わからないのか、クリス＝ファーディナント。その四重の結界とやらが完かん璧ぺきなら、わざわざ［無限再生］などという【ＨＰ】回復能力を持つ必要はない。

クリス：あ。

エイプリル：……なるほど、一理ある。

レント：それでも、現状でどうすればいいのか見当はつかない、が。

クリス：よし、とにかくこんな場所はとっとと出よう！　レントの言うとおり、時間はギリギリまで、足掻くんだっ。

ノエル：はい！

ＧＭ：では───そんな決意をしたところで最後に、キミたちにこんな声がかけられてシーンは閉とじられる。




「───諸しよ君くんらは、完全に包囲されている。

　ただちに武ぶ装そうを解除し、投とう降こうしなさい。

　我われ々われは、ヴァンスター帝てい国こく神しん殿でん騎き士し団だんである……！」







◆Middle 02◆盾たてとなりて




　氷原の戦い。

　母と再会。

　神竜の目覚め。

　そして、真の運命は回り始めた。




ＧＭ：で、ここから新しいシーンが始まるのだが……！

クリス：ここで神殿から追っ手がかかるのか！

エイプリル：崩くずれた壁かべからちらっと外をのぞく。……数は？

ＧＭ：眼がん下かの氷原に集結している数は、おそらく八十は下るまい。騎士の他に、神官や魔ま術じゆつ師しらしき姿すがたも見える。

レント：やっかいな……。

クリス：神殿の奴やつらは、なだれ込んできそう？

ＧＭ：いや、今は神しん竜りゆうの出しゆつ現げんに浮うき足立ってるね。「おお、竜がお目覚めに───伝説の神の竜が……！」「あれが人類を救ってくださる……っ」

クリス：滅ほろびによる救いだがな。

ノエル：この隙すきに逃にげ出……っ。

ＧＭ：「だが皆みなの者、まだ安心してはいけない！　この旧ふるき神殿には神竜様を殺す恐おそろしい武器を持った輩やからがいるのだ！」ざわめく騎士たち。

一同：よけいなことを言うなっ!?

ＧＭ：「さあ、勇ゆう敢かんなる騎士たちよ！　世界の反はん逆ぎやく者しやどもを捉とらえるのだ！」

ノエル：ほ、ほんとに反逆者になってしまってるんですね……っ。

ＧＭ：「ノエル＝グリーンフィールド、素す直なおに降こう伏ふくするのです。もうすぐ神の審しん判ぱんが始まる。今なら神は貴女あなたに慈じ悲ひを与あたえるでしょう！」

クリス：いつも同じこと言うな、あいつら。

ノエル：セリフが嘘うそくさいですよ……っ。

ＧＭ：「嘘うそではありませぇん！　なぜならば、私はヴァンスター神殿で一番の正直者と呼よばれたことのある男だ！」

一同：自分で言うなっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

クリス：ええいっ、姿を見せて声をあげる！　………みんな目をさますんだ！　あの竜は、人を救うことはない!!

ＧＭ：「あ、あれはクリス＝ファーディナント！」「マティアス様に愛されながらも裏うら切ぎったという……っ！」

クリス：お前たち、さっきのを見ただろう。神を名乗る竜が、世界を滅ぼすような炎ほのおをなぜ地上に向けて吐はくんだ！　世界を焼き尽つくすのが、神の使徒だというのか！

ＧＭ：すると騎士のひとりが怒ど声せいまじりで答える。「その神の御み心こころに殉じゆんじるが我らの使命！　それを忘わすれたお前は、やはり反逆者に他ならん！」

ノエル：そ、そんなひどい。

クリス：馬ば鹿かな！　真の信しん仰こうとはなんだ。弱き者を焼き尽くすが信仰と言うならば、信仰によって失う生命があるというのなら……私はそれを認みとめない！　と、ここでイジンデルの村で起こったことを思い出します。

ノエル：う……。

ＧＭ：「ふーっ……やはり、話しても無む駄だのようだな」

クリス：……人々が救われる道！　残されたわずかな時間、私はその道を探さがすために使う！　そのためにも、ノエルを……守る！

ＧＭ：「よくもペラペラと……ノエル＝グリーンフィールド！　貴女はどうなのですか！　その反逆者と同じお考えか！」

ノエル：あ、あたしは、お母さんを助けたいだけですっ。だから……っ。

ＧＭ：「あなたは誤ご解かいしている。母上は、救われようとしているのですよ？」

ノエル：え……？

ＧＭ：「貴女の母親は、神殿と神にさからう重じゆう犯はん罪ざい人にん───ですが……お喜びなさい。神竜様に取り込まれることで彼女は浄じよう化かされ、罪つみを赦ゆるされるのです」

ノエル：な、なんてことを……っ。

ＧＭ：騎士は満面の笑えみを浮かべ、大きく手を広げて言う。「武ぶ具ぐを今すぐお渡わたしなさい。神殿は、あなたを歓かん迎げいしましょう」

ノエル：いやっ、絶ぜつ対たいに渡しませんっ！

ＧＭ：「……それは、その武具をもって竜を倒たおすということですか」

ノエル：そうですよっ！

ＧＭ：「…………ふぅ、やれやれ。やはり犯罪者の娘むすめは犯罪者ということか」

ノエル：（絶対無む敵てき可か憐れんな反はん論ろんで）は、犯罪者じゃないぞぅ。

ＧＭ：「では、仕方ありますまい。……ゆけ！」その合図と共に騎士たちが抜ばつ剣けんし、動く！　階下の門を突つき破やぶり、騎士たちが建物内になだれ込んでくる。

レント：この部屋に突とつ入にゆうしてくるのも時間の問題か。

エイプリル：一戦やらかしてもいいが……。

クリス：ああ、時間が気になるな。これってたぶん……（と、ＧＭを見る）。

ＧＭ：ええ、もちろん展てん開かいしだいではシナリオ時間の経けい過かとしてカウントされるよ。

エイプリル：ガーベラ、この部屋から外に抜ぬける隠かくし通路とかないのか？

ＧＭ：ガーベラは、こくり頷うなずく。「各地につながる転送装そう置ちがあるので、それを使えば……。ですが、起動するまでに少し時間がかかります」

エイプリル：銃じゆうの手入れをしながら、言う。……何分、稼かせげばいい。

ノエル：え？

エイプリル：俺おれがここに残って食い止める。

ノエル：エイプリルさん無理ですよっ!?

クリス：そうだな。それはあまり賢かしこくない。それなら俺が……。

エイプリル：いや、お前とレントの防ぼう御ぎよ系けいスキルはこの先、必ひつ須すになる。おそらく、俺がいちばん役に立たないからな。カフヴァールを外してノエルに渡す。

ノエル：い、いやいやいや……っ。

ＧＭ：そのやりとりを聞いて。ガーベラは再さい度どノエルに問う。「……ノエル様、やはりお考えは変わりませんか？　武具をあたしに───」

ノエル：え、あ……ないですよ。お母さんはあたしが助けますっ。

ＧＭ：その言葉に、笑顔でため息をついて。「……本当に頑がん固こ。それなら───」と、ガーベラはエイプリルの方を向く。「エイプリルさん、こ……」

エイプリル：わかった。ここはお前らにまかせる。

ＧＭ：「……」

エイプリル：……。

ＧＭ：「……さ、先に言われたら、あたしの台詞せりふがなくなるじゃないですか」（一同爆笑）そんな軽いジョークを口にしながら、笑顔で剣を引き抜く。

ノエル：ガ、ガーベラさん？

ＧＭ：階下から聞こえるのは騎き士したちの怒声と階かい段だんを駆かけ上がる無数の足音。「この上だっ!!」「急げっ!!」

クリス：しかし、俺たちとの戦いであんたはまだ……。

ＧＭ：その言葉にガーベラは微笑ほほえむのみ。そしてノエルに向き直り、まるで愛いとしい妹を可愛かわいがるかのように頭をなでつつ、告げる。「ノエル様……ここはあたしが食い止めます。すべて終わったら、ゆっくりお話ししましょう」

クリス：なんだその死にフラグっ!?（笑）

レント：死ぬ……っ、それは死ぬっ！（笑）

ＧＭ：なお、ここから先、シナリオはかなりキミたちの行動しだいになる。これまで、キミらは、旅を通していろんな人と出会ってきたはずだ。

クリス：ああ、いたな。いろいろ。

エイプリル：濃こい奴やつばかりで忘わすれられん。

ＧＭ：必要とあらば彼らを頼たよるのだ。このあと、キミらの誰だれがどこに行き、残るのか。どう動いてくれてもかまわない。いくつかの街にはイベントや情じよう報ほうが用意されているので、それを辿たどり、七十二時間以内に決戦の場へ赴おもむけばいい。

レント：なるほど、それによってクライマックスの戦せん闘とうラウンド数が変化すると。

ＧＭ：そういうことだね。世界のどこかに、フラグは隠されている。ガーベラにこの場をまかすも、一いつ緒しよに逃にげるも……ＰＣの誰かがこの場に残るのもキミらの自由だ。

レント：……では、ここはガーベラに残ってもらい、我われ々われは脱だつ出しゆつを。

ＧＭ：コクリ、ガーベラは頷く。

ノエル：じゃ、じゃあ……行きましょうっ。

ＧＭ：「（抑よく揚ようのない口調で）……ノエル」最後に、フェルシアが再ふたたび占うらない師しのローブを羽は織おりながら言う。

エイプリル：な、なぜ羽織る。

ノエル：そ、そうですよっ、なぜ今さら……っ（笑）。

ＧＭ：「……ノエルよ。これが占いばばあ、最後の占いじゃ───」（と、声がしわがれる）

クリス：声まで変わったよっ！

ＧＭ：フェルシア……いや、占いばーさんは、優やさしげな声を紡つむぎ───。

ノエル：（ふるふる）




「これまで、お前の行く手には不幸と不運が積み重なっていた。

　ゆえに、わしはお前を止めようと予言を繰くり返してきたのじゃ。

　だが───」




ノエル：は、はい（ふるふる）




「………この先、さらなる暗くら闇やみの中には、わずかに光が見える。

　その光を信じ、進むのじゃ───ノエルよ」




一同：……お、おおっ!?

ノエル：さ……最後にいいことを言ってくれたっ、言ってくれたっ。

クリス：感動するとこでもないと思うが、な、なんか感動だ。

エイプリル：おい、ばあさん。俺も最後に聞きたい。

ＧＭ：「なんじゃ」

エイプリル：今までずっと言ってきたあんたの占い、ほんとに占ってたのか？

ＧＭ：「もちろんじゃ」

クリス：……お前、ばーさんになると口数多いな。無口キャラのはずだったが。

ＧＭ：「気のせいじゃ」

レント：───さあ、時間がない。行こう。

ノエル：はいっ、行きましょうっ。

ＧＭ：ＯＫ！　ではキミたちは部屋の出口に向かって駆けだしてい……。

ノエル：あ……そこでちょっと立ち止まって、振ふり返ります。

ＧＭ：ん？

ノエル：ガーベラさんにおじぎして……言います。ありがとうございました、って。

ＧＭ：フ、とガーベラは微笑み、強い口調で言う。「──ノイエ様のこと、よろしくお願いします」

ノエル：はい！

ＧＭ：「……さあ、行ってください！」ガーベラは、ノエルに背せを向けて入り口の方に向き直り、剣けんを構かまえる。

エイプリル：行くぞっ。

一同：ああ……！

ＧＭ：では、キミらは部屋の奥おくに隠かくされていた秘ひ密みつの通路に駆け込こむ。入れ違ちがいに、部屋になだれ込んできた無数の足音を背中で聞きながら、狭せまく、薄うすい闇の中を走っていった……ってところで、シーンを閉とじよう！

ノエル：ガ、ガーベラさん、大だい丈じよう夫ぶかな。

クリス：結果は気になるが……まあ、たぶんガーベラなら……。

ＧＭ：じゃあ、少しだけそのシーンを演えん出しゆつしておこうか。




　　　＊　　＊　　＊




　無数に打ち鳴らされる、剣がかち合う音。

　鋼はがねと鋼が幾いく度どとなく火花を散らす───。




ＧＭ：ノエルたちがこの場を去って、すでに二十ラウンド以上が経けい過かしている。

クリス：ラウンドかよ！（笑）

ＧＭ：その方がわかりやすいかと。……ガーベラと占いばーさんは、ノエルたちが通った通路の前に仁に王おう立ち、五十人以上からなる騎士や魔術師を相手に一歩も譲ゆずらず戦いを繰くり広げている。

クリス：つ、強えぇ（笑）。

ＧＭ：「こ、このふたり……強いっ。一いつ斉せいに斬きりかかれっ！」騎き士し団だんの隊長らしい男の号令に従したがい、数十の騎士が一いつ斉せいに襲おそいかかるが……ガーベラはそれを待ちかまえるのではなく、自ら突とつ進しんして騎士たちの中央に躍おどり込み───。

レント：え……まさか（笑）。

ＧＭ：で、剣を肩かたで担かつぐような姿し勢せいから……《レイジ》＋《ブランディッシュ》！

レント：ひど！（笑）

ＧＭ：その場に轟ごう音おんが鳴り、光と共に噴ふき上がった砂さ塵じんが晴れた時───数十人の騎士は全員、床ゆかに転がっていた。

一同：うは！（笑）

クリス：敵てきにまわすと嫌いやだが、味方だと心強いぞガーベラ!!

ＧＭ：だが倒たおれた騎士たちの中央で、すでにガーベラは肩で大きく息をしている。後方のばあさんも、同じだ。

クリス：そりゃ二十ラウンドも戦い続ければ……。

ＧＭ：ガーベラの視し線せんが、キッ、と騎士の隊長に向けられる。隊長は、あとずさりしながらつぶやく。「ば、馬ば鹿かな……馬鹿な……！」（一同爆ばく笑しよう）

レント：ダメな指し揮き官かんだ！

ＧＭ：状じよう況きようを見た占いばあさんが言う。「……ガーベラ、もうじゆうぶんじゃろう。我われ々われもノエルのあとを追……」

クリス：だ、だからなんで今さらばーさん口調なんだフェルシア。

ノエル：そ、そーですよっ。

ＧＭ：（笑）。なお、ばーさんの言葉を背中で聞きながらも、ガーベラは構かまえを解とかない。「……いいえ、まだです」どこか焦あせるような表ひよう情じようで、部屋の入り口を見み据すえる。

一同：お？

ＧＭ：ふいに、薄うすい闇やみに閉とざされた入り口の方から聞こえる、声と足音。「……ほう。俺は運がいい。こんな辺へん境きようで、このような騎士と出会うことができるとはな」

一同：誰っ!?

ＧＭ：〝がしゃり、がしゃり……〟重いプレートの鎧よろいを着込んでいるのだろう。男が一歩、また一歩と歩を進めるたびに鋼はがねのこすれ合う音が聞こえ、やがてその姿は現あらわれる。「一手、お相手を願おうか───」

レント：あ。

ＧＭ：ガーベラはすでに相手の実力を見切っている。呼こ吸きゆうを整え───礼を尽つくし、名乗りを上げる。「我わが名はガーベラ。薔ば薇らの巫み女こを守しゆ護ごせし騎士。貴き公こうの名は？」

クリス：まさか……。

ＧＭ：「……ずいぶんと疲ひ労ろうしているようだな。かなうことなら、お前のようなすばらしい騎士とは完全な状じよう態たいで出会いたかったものだ」

エイプリル：この口調……。

ＧＭ：「だが、手は抜ぬかぬ」現われた騎士は剣を抜きながら……ガーベラに対して名乗る。

「我が名は───」




「我が名は、ヴァンスター帝てい国こく神しん殿でん所しよ属ぞく騎士……ゴウラ」




　　　＊　　＊　　＊




一同：ゴウラかっ!?

ノエル：え、えぇええっ。

クリス：ここで出てくるのかゴウラ先せん輩ぱい───っ!?

レント：そういえば前回、辺境に飛ばされたと……。

エイプリル：もし俺たちが、この場に残ってたら……こいつと遭そう遇ぐうしてたのか？

レント：データだけ考えると、ガーベラの方が強そうだが……もう、ずいぶんと消耗してる感じだしなあ。

ＧＭ：うひひ。というとこで、シーンはここで切ろうか。

一同：いいとこで──────っ!?







◆Middle 03◆白銀の雪




　天空に揺ゆらぐ、銀。

　それは上空千メートルに位置し、数百年ぶりに世界を見下ろす。

　その瞬しゆん間かん、世界中の生きとし生ける者は、みな空を見上げていた。

　ある者はそれに畏い怖ふし、ある者は祈いのり───。




　ある者は意味もわからず涙なみだを流した。




ＧＭ：というわけで、キミらは〝神しん竜りゆうの神殿〟に備そなえられた転送装そう置ちを使い、他の場所に移い動どうして行動を開始したわけだが───ここで、神竜の方に視点を移うつそう。

エイプリル：マスターシーンか。

ＧＭ：えー……想そう像ぞうしてください。見上げれば、広大な夜の闇の中───夜空の一点に、竜が放つギラギラとした白銀の光が見える。

一同：……（[image: ]想像している）。

ＧＭ：次の瞬間、〝ぶくぶくぶく……っ!!〟光は生物的な脈動と共に、高速で分ぶん裂れつ・増ぞう殖しよくしながら周囲の空間を侵しん蝕しよく、拡かく散さんし始め───。

クリス：分裂!?　増殖!?

ＧＭ：そうだ。エリンディルの夜空を覆おおい尽くすように拡ひろがっていく銀色。ややあって……大きな光の塊かたまりから小さな光が無数にちぎれ、雪のように地上に降ふり注ぎ始める。

ノエル：白銀の雪……想像するときれいですね……。

エイプリル：キレイではあるが……。

ＧＭ：小さな光は地上に向けてゆっくりと舞まい落ちながら脈動し───ひとつ、またひとつと翼つばさを広げていく。

クリス：は？　その光の粒つぶ、ひとつひとつが……竜かよ!?

ノエル：その雪みたいの全部がっ!!

ＧＭ：生まれ出た小さな光は、神竜ゾハールの子こ供どもみたいなものだな。

クリス：すると、それを観かん測そくしていた奴やつが言うんだな。「光が多すぎて……空が見えない!!　竜が七分で空が三分！　竜が七分で空が三分っ!!」（笑）

ＧＭ：笑ってる場合でなく、まさにそんな感じだ。光は空中で竜として形作られ、翼をはためかせて世界中の街という街に次々と降おり立たっていく！

一同：うわ───っ！（笑）

クリス：どーすんだよ、そんなのっ!?

レント：これは……神竜本体を倒たおせ、ということでしょう。

エイプリル：その神竜は？

ＧＭ：ひとしきり子竜たちをまき散らすと……翼をはためかせ、高度を上げながら一路、南の空へと向かって飛び去る。その先にあるのは……。

クリス：高度を上げ……？　どこに行くつもりだ。

ＧＭ：では、それに思い当たるか───全員、【知力】で判はん定ていを。難なん易い度どは11だ。ここで失敗すると、この情じよう報ほうを入手できるのはしばらく先にな───……。

レント：（ダイスを振ふる）……13。成功だ。

ＧＭ：ならば、レントはわかる。まちがいなく……。

レント：高度を上げた、ということ空中都市テニア、か？

ＧＭ：……よくわかったな。ややあって、ゾハールは空中都市の上空にたどり着き───ブレス一いつ閃せん！　闇やみの中に浮うかぶテニア中央部に光は直ちよく撃げき、これを瞬しゆん時じに焼き払はらう。

一同：ひどっ!!

ＧＭ：突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきと発生した大だい火か災さい、逃にげまどう人々。しかしゾハールはそんなものは気にも止めず───都市中央部に穿うがたれた大おお穴あなにゆっくりと舞い降り……そしてうずくまる。

ノエル：巣……を作ったんですか？

ＧＭ：そのようだ。封ふう印いんを破やぶったばかりで、まだ力を回かい復ふくしきっていないんだろう。ゆっくりと休める場所を欲ほつしたんだな。

レント：他の街の状じよう況きようは？

ＧＭ：どの街でも、最初は突然降り始めた光の雪に人々は空を見上げ……感かん嘆たんしていた。が、数分後にはそのすべてが悲鳴に変わっている。街に降りた光の竜の第一派ぱは、無差別に破は壊かい活動を始めた。爪つめで人々を引き裂さき、光のブレスをもって街を焼き払い……！

ノエル：えぇえええっ。

ＧＭ：ヴァンスター首都、ダブラル、ルネス、ディアスロンド、ライン……これまでキミたちが旅してきた街という街も状況は同じで───。

ノエル：お義と父うさんとお義か母あさんが……っ。

レント：むしろ、ダブラルにいたエレメンタラーズのじーさんたちがっ!?

一同：そこかいっ!?

ノエル：ピ、ピエール先生も……っ！

ＧＭ：そこかいっ!?




　ピエール先生───ルネスにある神殿所属の画家。

　芸げい術じゆつにはたいへん厳きびしい方で、モデルが１ミリでも動くとばしっと筆をお投げになる。

　くわしくは、第二巻かん『ノエルと翡ひ翠すいの刻こく印いん』参照である。




ＧＭ：温おん泉せんの街・ルネス……その神殿の一室。今、ピエールは開いた窓まどから、夜空より降り注ぐ銀の光を見上げている。目の前に立てかけたのは、真っ白なキャンバス。

クリス：こんな時に絵を！（笑）逃にげろよ！

ノエル：世界最後の日を描えがこうとしてるんですね……。

ＧＭ：そう。画家としての本ほん能のうが「描け」と叫さけんだんだろう。彼は、すっと瞳ひとみを閉とじ───。




「……これを我わが生しよう涯がい最後にして、最高の作品に───」




　そうつぶやき、筆を取った。




同時刻、〝遺い跡せきの街〟ライン───

　世界中からもっとも多くの冒ぼう険けん者しやが集まり、活気にあふれる街。

　しかし今は剣けんのかち合う音、魔ま法ほうの破は裂れつ音おんが方々から鳴り響ひびいていた。

　放たれた攻こう撃げき魔法の閃せん光こうと、竜りゆうの吐はき出す光のブレスが闇の中で交こう錯さくする。

　そして飛び交う怒声───。




「な、なんだこの竜……！　つ、強いっ……５レベル以下の奴やつぁ、待たい避ひしてろっ！」




レント：なんかメタなこと言ってる奴がいる！（笑）

ＧＭ：ラインには常つねに多くの冒険者がいる。この突然の襲来にも、必死に応おう戦せんしてはいるが、さすがに統とう制せいのとれた動きじゃない。竜の軍ぐん団だんに蹂じゆう躙りんされるのは時間の問題だろう。




「やばい、南門を突とつ破ぱされた！　神しん殿でんに応おう援えんを要よう請せいしろっ！」

「い、いや、それが……っ、神殿の奴ら、動かねえっ!!」




一同：は!?

ＧＭ：この危き機き的状況に神殿はまったく動きを見せない。彼らは、あの光が冒おかさざる存そん在ざい……すなわち神の使いであることを知っているからだ。

ノエル：そ、そんなこと言ってる場合じゃ……っ!?

ＧＭ：〝聖せい都と〟から教きよう皇こうの名において、竜に手を出してはならないとお達しが出ているのだ。

一同：まゆげ──────っ!?

ＧＭ：街では、助けを求めて民みん衆しゆうが神殿に集まっている───が。神官や、所しよ属ぞくの騎き士したちは神殿前に整然と並ならんではいるものの……まったく動こうとしない。

一同：…………。

ＧＭ：では、そのディアスロンドに視し点てんを移うつしてみよう。




同時刻、〝聖都〟ディアスロンド

　ディアスロンド中央にそびえ立つ神殿。

　灯あかりの消えた教皇執しつ務む室しつ。

「審しん判ぱんの日は、来たれり───か」

　そのガラス張ばりの大きな窓まど越ごしに、光降ふり注ぐ空を見上げ───。




　眉まゆ毛げが、そうつぶやいた。




一同：待てぃっ!!（大だい爆ばく笑しよう）

レント：つぶやく眉毛ってどんな日本語だっ！（笑）

ノエル：わ、わかりますよっ、すぐおじいさんの顔が浮うかびましたよ！

エイプリル：シリアスなシーンが……（笑）。

ＧＭ：つい……。と、とにかく、その暗い部屋に教皇がひとり、夜空を眺ながめてる。外から差し込こむ光が、教皇の背はい後ごに長い影かげを作る。

クリス：そう。その雰ふん囲い気きでいいんだ。

ＧＭ：そんな時、〝ドンドンドンっ!!〟執務室のドアを盛せい大だいにノックし、返事も聞かずに飛び込んでくる女が現あらわれる。「……まゆげ───っ!?」

一同：こらっ!?（笑）

クリス：シ、シルヴァだなこの口調は!?（笑）

ノエル：まゆげって!!　ひどぃ!!　シルヴァさんなんでそんなひどぅい……!?（大爆笑）

ＧＭ：「なんだね、騒そう々ぞうしい……」教皇はゆっくりと振ふり返り、ぜぇぜぇと息をしながらすごい形相を浮かべるシルヴァに見入る。

レント：うるさいことにはツッコむが、まゆげと呼よばれたことにはツッコまないのか……。

ノエル：そ、そうですよね、ほんとですよ……っ（笑）。

ＧＭ：〝バァンっ！〟と威い勢せいよく机つくえを叩たたき、シルヴァは非ひ難なんめいた声で叫さけぶ。「教皇っ!!　なぜ神殿は動かないのですっ!!」

クリス：おおっ!?（笑）もっと言ってやれ！

ＧＭ：「あれに手を出してはならぬ。神に弓ゆみ引けば我われらの存在はその意い義ぎを失おう」

クリス：そこでシルヴァなら言うにちがいない！　いや、ここから私にシルヴァをやらせてもらおう！「ばっかじゃない!?　人が滅ほろんだら、意義もクソもないでしょーがっ!?」

ノエル：なんて失礼な発言を……っ。

ＧＭ：「……それでも、だ。滅びが、神のご意い志しであれば───」

クリス：「ではなぜ、ノエル……薔ば薇らの刻こく印いんの継けい承しよう者しやを助けるようなことをしたのです！」

ＧＭ：その言葉に、沈ちん黙もくしたまま教皇はぴくり、眉毛を動かす。

ノエル：（ふるふる）

クリス：「聞きたいのは教皇としての貴方あなたの言葉じゃない。……人としての本音よ！」

ＧＭ：眉毛は、沈黙したまま瞳ひとみを閉とじる。

ノエル：ま、まゆげ……またまゆげ……（ふるふる）。

ＧＭ：「わしの言葉は変わらぬ。お前が人として成すべきことがあるのなら、それを成せ」

クリス：「それは自由に動いてよい、ということですか」

ＧＭ：教皇は、再ふたたび沈黙した。

クリス：じゃあシルヴァは、ここでニヤリと笑んで……「沈黙をもって、了りよう承しようを得たものとします。……失礼っ！」

ＧＭ：そう告げて、シルヴァはあわただしく退たい室しつした───で、いいか？

クリス：ああ、いいぞ。……だがいかん！　シルヴァを演やるの、楽しい!!（笑）

ＧＭ：（笑）。では長くなったので、そろそろＰＣのシーンに戻もどろう。最後に教皇は、再び窓の方に振り返り───。




「……人としての、本音か」




　自じ嘲ちよう気味な笑みを浮えかべ、白銀の空を見上げた。







◆Middle 04◆白はく亜あの翼つばさ




　それは、この先の運命を大きく左右する選せん択たくだった。

　神しん竜りゆうの神しん殿でんに設せつ置ちされた転送装そう置ちから行ける場所は、限かぎられていた。

　すなわち、ライン近きん郊こう、ウィガールの神殿、ラーフの大だい洞どう窟くつにあるソーウェン邸てい、霧きりの森、そしてケテルの棲すまう久く遠おんの森。




　ノエルたちが、選んだ場所は───。




ＧＭ：というわけで次のシーンだ。全天、光の白に覆おおわれた世界から、キミたちはふいに色のついた風景を取り戻もどす。木と土の香かおりに、澄すんだ空気。眼がん前ぜんに拡ひろがっているのは……。

クリス：一度、先せん輩ぱいに連れられて来たことがある。まちがいない、久遠の森だ。

ＧＭ：来たことあるのか（笑）。

クリス：しかし……いきなりケテルに会いに来るのでよかったのか？

エイプリル：まあ、ディアスロンドに出向いて教きよう皇こうと交こう渉しようするか、カナンに行ってシルヴァに協力を求めるって選択もあったといえば、あったが……。

エイプリル：ま、考えても始まらんさ。あ、ここには光の竜は、降おりてきていないのか？

ＧＭ：来ていないね。この森は世界中で起こっている事じ態たいが、まるで絵空事であるかのように……その静けさを保たもっている。───ではここで、時間経過のカウントを開始してから今までにどんだけ時間がかかったか……ノエル、ダイスを振ふってください。

ノエル：え、え、ぇあ……っ、こ、こういうのはあたし以外が振った方が……っ。

レント：がんばってくださいませ、継けい承しよう者しや殿どの。

エイプリル：大だい丈じよう夫ぶ。今回、ダイス目は小さい方がいいんだ。

クリス：そうそう。絶ぜつ大だいな安心感があります。




　すごい言われようである。




ノエル：だ、大丈……大丈夫ですよねっ!?（と、ダイスを握にぎって）………………こ、こわい、ある意味すごく怖こわい……っ!?（ダイスを振る）……７ですっ!!

レント：普ふ通つうだ。

クリス：普通だ。

エイプリル：普通だな。

ノエル：であじゅあぅぁああぅえあ～……すみません～～……っ。

エイプリル：いや、普通なのだから問題はない。ではあらためて森の中に入……。








[image: ]








『───人間たちよ。この森に何用か』




ＧＭ：ふいに、声が響ひびいた。振り返れば……風を伴ともない、背はい後ごから翼つばさをひろげて舞まい降おりてくるのは、一頭の白はく竜りゆう。全長五十メートルはあろうかという巨きよ大だいな竜だ。

一同：でか！

ＧＭ：〝ズン……！〟ケテルは地響きを立て、少し離はなれた場所に並ならぶ木々の向こうに降おり立つ。バサバサ……と、鳥たちが一いつ斉せいに飛び立ち───木々の向こうからキミたちを見下ろす。




『ここはみだりに人の近づく場所ではない───』




クリス：これが古代竜ケテルか！

ノエル：しゃ、しゃべるんですね。




『ほう？　久ひさ方かたぶりの来らい訪ほう者しやかと思えば、なるほど……薔ば薇らの巫み女ことはな。何用か』




ノエル：なにようも……かにようも～……。

エイプリル：ふん、事情はわかってるんだろう？　もったいぶるな。




『……なるほど。巫女に、忌いまわしき薔薇の武ぶ具ぐが揃そろうたか───』




ノエル：忌まわしいって言われましたよっ。

クリス：ケテル殿、聞かせてほしい。あの神竜……ゾハールを倒たおす手しゆ段だんはないのですか！




『これは異いな事を尋たずねる。

　汝なんじらは、我われらが上位にある王たる竜を殺したいと、このケテルに言うか』




一同：王っ!?

クリス：王？　ゾハールが？




『そうだ───〝粛しゆく清せいを為なすもの〟ゾハールは、我ら古代竜の長として神の手により生み出され、この大地に降こう臨りんした。

　その生命を奪うばうは、このケテルの力をもってしてもかなわぬこと。

　だから、人間は生み出したのだろう、その忌まわしき武具を。

　お前たちは、すでにあれを滅ほろぼす力をその手にしている。

　六つの武具あらば、ゾハールを消し去るはたやすい』




クリス：それができないから聞いている！




『───なるほど。

　忌まわしき力を使えば、薔薇の巫女よ……たしかに汝の人としての生命は終わろうな』




クリス：それがわかってて言うか。

ノエル：でもあたしは、お母さんを救えるなら……。

クリス：ノエルさん、そんなことを考えちゃだめです。絶ぜつ対たいにそんなことは、させない。

レント：しまった。ここに来るの早かったか……？　大した情じよう報ほうを引き出せない……。

クリス：フラグが立ってない？

エイプリル：……いや、待て。さっきから気になってるのだが。ケテルはなぜ襲おそってこない。

クリス：え？

エイプリル：俺おれたちは、ケテルたち古代竜の長を殺そうとしているんだぞ？　しかも、それを可か能のうにする武器すら持っている。

レント：……たしかに普ふ通つうに考えれば、ここで襲ってきそうなものだ。

エイプリル：そこのところ、聞かせてもらうか？

ＧＭ：その言葉に、ケテルはしばらく沈ちん黙もくしたのちに───。




『……よかろう。そう問われれば、話さざるえまい。

　ゾハール、我ら古代竜の長たるもの。

　その力は、この世界に滅びをもたらしさえする……言うなれば神の代行者よ。

　だがその力を持つ故ゆえ、ゾハールは慢まん心しんした』




一同：慢心？




『───そうだ。世界の監かん視し者しやというには、ゾハールはあまりに強き意思を秘ひめていた。

　この汚よごれた世界を自らの手で浄じよう化かし、束ね───絶対者にならんとしたのだ。

　本来の存そん在ざい意い義ぎ・立場を放ほう棄きして、だ』




レント：……それ、おもいっきり神の意い志しに背そむいてないか。

クリス：あ、あ……そうか！　おい、この情報ってすごい大事じゃないか!?　これを神しん殿でんに伝えれば、協力を得られないか？

レント：我々の言うことを、神殿が聞いてくれればだが。

一同：……。

クリス：ケテル。お前たちは邪じや心しんを持ったゾハールをなぜ、正そうとしなかったんだ？




『いかな邪心を持とうと、あれは我らが王だ。

　古いにしえの盟めい約やくにより、弓ゆみ引くことはできぬ。

　それに……十七、八年ほど前、問題は先送りにされたのだ。

　ことを起こすべく動き始めた時、ゾハールは〝薔薇の巫女〟の封ふう印いんを受けた』




クリス：それって、ノイエは気づいてたってことか？　神竜が神に背いているってことを。

ＧＭ：そうだ。もちろん、彼女はそれも訴うつたえた。でも、そんな話を神殿が信じると思うか？

一同：…………。

クリス：むしろ、ガセだろうと真実だろうと、そんな情報は握にぎりつぶしそうだ。昔の私ならそうしている。

レント：（冷たい口調で）……おろかしいな、神殿とは。

クリス：……（[image: ]言い返せない）。

エイプリル：結局、状じよう況きようはなにも変わらんな。巫み女この言葉さえ聞き届とどけなかったんだ。反はん逆ぎやく者しやの俺たちの言葉なぞ、聞くわけがない。

クリス：ケテル、私たちと一いつ緒しよに来てはくれないか？　その話を、ディアスロンドの教きよう皇こうに、もう一度してほしい。




『言ったはず、ゾハールは我われらが王だ。

　あれに死をもたらしかねない事象に、これ以上の干かん渉しようはできぬ』




エイプリル：今までさんざん話してくれたじゃねーか。




『起こった事実を語ったのみだ』




一同：…………。




『……だが、お前たちとの会話はよい暇ひまつぶしになった。

　その礼はせねばなるまいな。

　これを持って行くがよい』




ＧＭ：……その言葉と同時に、四人の前に、ふいに白く輝かがやくなにかが現あらわれた。

クリス：これは？

ＧＭ：鱗うろこ……ケテルの鱗だな。




『これは、我とお前たちが友である証あかし……そう思うがいい。

　事を成すのに必要なのは、人と人の繋つながり。

　反逆者たるお前たちでも、ひとりくらい信用を得られる者はおろう。

　鱗は、お前たちの言葉に真実味を与あたえよう』




エイプリル：信しん頼らいって言ってもな……。

レント：（クリスに向かって）……おい、野の良ら神官。お前の言葉を聞いてくれそうな奴やつは、いないのか。

クリス：教皇がさっきみたいな態たい度どじゃ厳きびしいしな……先せん輩ぱいもマティアスもあれじゃ……。

ノエル：……って……あ！

一同：……シルヴァ!!（笑）

エイプリル：信頼関係はないが、あいつだったら多少のことには目をつぶりそうだ。

クリス：なにせ、司法取引を堂々と持ちかけてくる奴だしな！

ノエル：行きましょうっ、シルヴァさんのとこに！（笑）

レント：だがどうやって行く。この久く遠おんの森から、カナンまでそうとうある。

ＧＭ：ではそこで、ケテルが独ひとり言ごとをつぶやくように言う。




『───もう行くのか？　つまらぬな。

　ではせめて、ここから南に三時間ほど南に下った場所にある神殿に寄よるがいい。

　我の啓けい示じを聞きに来る神官たちが、世界各国より集つどう場所だ。

　お布ふ施せでもしていくがよい』




一同：……。

クリス：世界各国から……来る？

レント：つまり、逆を辿たどれば世界中の大きな街ならどこにでも行ける？

ＧＭ：ケテルは、黙もくして語らない（なぜか一同爆ばく笑しよう）。

エイプリル：……食えない奴だな、意外に。

クリス：さすがは菊きく池ち演えん出しゆつのエネミー……（笑）。

ノエル：では、行きましょうっ。ケテルさん、ありがとうっ、あたしたち、行きます！

ＧＭ：では最後に───。




『薔ば薇らの巫女ノエルよ───。

　お前はこれから死地に赴おもむくことになるのだろう。

　せめて母が救われることを……祈いのるのみ』




ノエル：ありがとうございます～。




『せめてもの手た向むけに、教えよう。

　鍵かぎとなるは〝カラドボルグ〟。

　そして〝マビノギオン〟が、運命の扉とびらを開こう───』




一同：……？

レント：カラドボルグとマビノギオンが特とく殊しゆということか？

クリス：またもったいぶった言い方を……。

ＧＭ：キミたちの非ひ難なんめいた言葉に、ケテルはなにも応こたえない。




『そして、薔薇の巫み女こに仕えし者たちよ。

　その瞬しゆん間かんがくる時まで巫女をお守りし、最期の時を看み取とってやるがいい。

　それがお前たちの……』




クリス：……ちがうな。

エイプリル：ああ、お前はふたつ間ま違ちがっている。俺たちはノエルに仕えているわけじゃない。ノエルは、俺たちの大事な……仲間だ。

クリス：そしてフォア・ローゼスは二度とひとりも欠けることはない。共に戦い……。




　クリスは、ケテルを見上げ───言った。




「……みんなで一いつ緒しよに帰ってくるんだ」




　　　＊　　＊　　＊




　───こののち。

　森の片かた隅すみで休息をとったのち……東の空が白む頃ころ───。




　フォア・ローゼス一行が、久遠の森近くの神しん殿でんを襲しゆう撃げきした。

　ノエルは、転送装そう置ちを警けい備びする神官に向かって絶ぜつ対たい無む敵てき可か憐れんな声で言った。




「……と、通していただこぅっ」







◆Middle 05◆無む限げんの愛と共に




　石いし造づくりの部屋に設せつ置ちされた、円形の台だい座ざの上に光が噴ふき上がる。

　光がおさまった時、一行が立っていたその場所は───。




ＧＭ：再ふたたびキミたちの視し界かいが取り戻もどされた時、そこは石造りの部屋の中……つまり、カナン神殿の転送装置室だ。色と音が取り戻されて気づくのは、喧けん噪そうと地じ響ひびき。そしてくぐもった無数の爆ばく発はつ音おん。

エイプリル：爆発音……ここも襲しゆう撃げきを受けているようだな。

ＧＭ：もちろん。世界中で戦いが巻まき起こる中……パリス同どう盟めいでは冒ぼう険けん者しやが多く集まるラインと、機械の技ぎ術じゆつに優すぐれたこのカナンが比ひ較かく的健けん闘とうしている。

クリス：機械で健闘？

ＧＭ：うん。夜を徹てつして戦いは続いてたのだが……上空から次々と舞まい降おりてくる光の竜りゆうに対し、街のあちこちから光を曳ひきながら対空砲ほう火かが撃うちあげられてる情じよう景けいを想そう像ぞうしてくれ。

一同：対空砲火!?（笑）

ＧＭ：竜たちもその弾だん幕まくに阻はばまれ、数すう匹ひきに一匹くらいしか街に取り付けない。

クリス：す、すごいぞカナン。

ノエル：シルヴァさんを捜さがしましょうっ。

ＧＭ：ＯＫ、キミたちは転送室を飛び出して、廊ろう下かに躍おどり出る。

クリス：そのへんに誰だれかいないか。

ＧＭ：いる。おもむろに飛び出してきたキミらを見て、ぽかんとした顔をする神官。

クリス：おい、そこの男！　この神殿の副代表のシルヴァを知らないか！

ＧＭ：「シ、シルヴァ様は現げん在ざい、ディアスロンドに行っておられ……」

エイプリル：ち、まだ帰ってないのか。

クリス：仕方ない、この転送装置でディアスロンドへ行くかっ。

ＧＭ：「いや、勝手に転送装置を使わせるわけには……って、誰です。あなたたちは」

クリス：よく聞けっ！　私の名は、クリス＝ファーディナント！

ＧＭ：「……クリス!?　と、すると横にいるちんちくりんな少女は……っ」

ノエル：ち、ちんちく……っ。

ＧＭ：「そうか貴き様さまら、禁きん忌きを犯おかしたフォア・ローゼスっ！」男は、大声をあげ……！

クリス：（変にさわやかな声で）まあ、待て。あわてるな。貴殿にいいものを見せてやろう。

ＧＭ：「いいもの？」

クリス：見ろ、古代竜ケテルの鱗うろこだ。

ＧＭ：「そ、それが……？」

クリス：どうです、ちょっと神こう々ごうしいと思いませんか。

ＧＭ：「あ、ああ。たしかに」

クリス：（わざとらしいシリアスな声で）そうだろうそうだろう。キミのその直感は真実だ。さすがは私の見み込こんだ神宮。いや、たいしたものだ。

ＧＭ：「え、あ……？」

ノエル：ちょ……っ、ちょっとクリスさん……っ、そ、そんなそんな説得が……っ（笑）。

クリス：心に感じた神々しさ。神は、キミを選んだのだ。今、かの神竜の裁さばきはまちがった方向にもたらされようとしている。だが、神の意い志しの下にこれを止めることのできる男がいる。それは……キミだ。キミだけだ。

ＧＭ：「私だけ……！」（[image: ]超ちよううれしそう）

ノエル：△□○×……っ!?（笑い転げている）

一同：ダマされてるダマされてるっ!?（笑）

クリス：（優やさしい口調で）キミは心に感じたままに、素す直なおになるのだ。……わかるな？

ＧＭ：「あ、あああ……っ!?」

レント：な、なんと強ごう引いんな説得……っ!?

クリス：これぞマティアス直じき伝でんの人心掌しよう握あく術じゆつ。まさか、こんなところで役に立とうとは！（一同大だい爆ばく笑しよう）

ノエル：ク、クリスさんも……そ、それにやられちゃったんですね……（ふるふる）。

クリス：さあ、転送装そう置ちを起動しよう。我われ々われをディアスロンドへ送るんだ。

ＧＭ：と、そんな時だ。「な、なんであんたたちがこんなとこにいんのよっ!?」おもむろに背はい後ごから声がかけられる。

ノエル：も、戻もどってきたっ!!（笑）

ＧＭ：ええ！　振ふり向けば、そこにはシルヴァがあんぐりと口を開けたまま立っている。

クリス：おお、シルヴァ殿どの！　あんたに伝えたいことがある！

ＧＭ：「あ、あの私は……？」さっきの神官がおずおずと聞く。

クリス：うむ、キミの役目はもう終わったようだ（一同大爆笑）。

ノエル：ひどい……ひどい……（ふるふる）。

ＧＭ：シルヴァは四人を見回し……レントに目を止める。「あんた、みない顔ね」

ノエル：その人はレントさんと言いまして～……。

ＧＭ：「ふうん？　なかなか、かわいい子じゃない」

レント：神官となれあうつもりはない。

ＧＭ：「あたしとウマがあいそうね」

一同：なんでだっ!?

レント：本ほん能のうが叫さけびます。ウマがあったら、まずいと。

エイプリル：どうでもいいが、シルヴァ。時間がない、クリスの話を聞け。




　───そしてクリスは語り出す。

　これまでの旅で起こった事実。

　トランの死。

　薔ば薇らの巫み女こと、それにまつわる物語。

　第六の薔薇の武ぶ具ぐ。

　そして、ケテルより聞かされた神しん竜りゆうゾハールの逸いつ話わ───。

　初めこそ、うさんくさげな表ひよう情じようでクリスの言葉を聞いていたシルヴァだが、時と共にその雰ふん囲い気きは真しん剣けんなものとなっていく。




クリス：……と、こんなとこだ。信じてはくれないか？　時間は、あまりないんだ。

ＧＭ：「ふうん───」シルヴァはちらり、ノエルの顔を見て───ため息をついて言う。




「……ついていらっしゃい」




　　　＊　　＊　　＊




　シルヴァに連れられて赴おもむいた部屋───。

　そこは、突とつ然ぜんの竜の襲しゆう撃げきに対たい応おうすべく神しん殿でんの外に設せつ置ちされた対たい策さく本部だった。

　次々と飛び込む情じよう報ほうに幾いく人にんものスタッフが対応に追われている。




ＧＭ：……シルヴァは、部屋に飛び込むなり声を上げる。「……状じよう況きようはどうなってる!?」

エイプリル：そうだな、現げん状じよう把は握あくはしておきたい。

ＧＭ：スタッフのひとりが、答える。「……光の竜、第二波の撃げき退たいには成功。五分ほど前に敵てき集しゆう団だんの撤てつ退たいを確かく認にんしましたが───」

クリス：次の襲撃予想は？

ＧＭ：「想定では六時間後。テニア周辺に集結中の竜の数から推すい測そくして、次の敵集団は三百を超こえるものと思われます」

レント：そういえば、このカナンからテニアへの転送はできないか？

ＧＭ：「だめね───現げん在ざい、テニアへのゲートは、神殿の名の下に封ふう鎖さされている」

エイプリル：なるほど、神殿はあくまでも神竜には手を出させないという構かまえだな。

ＧＭ：「そういうこと」

クリス：な、なあ。お前、神官なのに……なんで竜と戦ってるんだ。というか、全体の指し揮きすら執とってる雰ふん囲い気きがあるんだが。

ＧＭ：「……あ、あたしは善ぜん意いの民間協力者ってやつよ」

エイプリル：…………あいかわらずむちゃくちゃだな、お前。

ＧＭ：「あんたらに言われたくないわ」

クリス：まあ、とにかくだ。テニアへ向かう方法、どうにかしてくれ。

ＧＭ：「ゲートの封鎖解かい除じよ、か。それには神殿の議会の承しよう認にんをとらないと……でも各国から代表神官を招しよう集しゆうして決議するまでに、どんなに早くても丸二日以上は……」

クリス：時間がないんだ時間がっ!?

ＧＭ：「あたしに文もん句く言わないでよっ!?」

クリス：他にテニアに行く方法はないのかっ!?

ＧＭ：シルヴァは少し考え込んで───「あれを使うしか、ないか」

一同：あれ？

ＧＭ：「ええ。この世界に、とある不ふ届とどきな組そ織しきがいると思いなさい」

エイプリル：なんだいきなり。

ＧＭ：「いいから。その組織が……裏うらルートで、しかも秘ひ密みつ裏りに。カナンのとある造ぞう船せん業者に、船の建けん造ぞうを依い頼らいしていたことが最近になって判はん明めいしてね」

レント：話が見えないが。第一、船でどうやって空中にあるテニアに行けと。

ＧＭ：「あんた馬ば鹿かでしょ？　ここで〝船〟と言うからには……ふつうの船のわけがない」

エイプリル：まさか、飛空船か……？

ＧＭ：シルヴァはコクリ、うなずく。「……まだコストや技ぎ術じゆつの面で、問題はあるんだけど───このカナンで一いち応おう、実用化はされてるのよ。もっとも、それを外部の一組織の依頼で建造するのは違い法ほうだけどね」

クリス：だから神殿が接収した、と。

ＧＭ：「ええ、そう聞いているわ」

エイプリル：発注した組織も災さい難なんだな。そんな高こう価かそうなものを差し押おさえとは。

レント：まったくだ。その建造費ひの一部でも我わが組織に回してくれれば……。

クリス：いったいどこのどいつだ。そんな金のかかりそうな物を作れるって。

ＧＭ：「……」シルヴァは無言で、レントの腰こしに巻まかれたベルトのバックラーに目をやる。

レント：……。

クリス：…………は？

ノエル：ま、まさか……。

ＧＭ：「そう……発注主は、ダイナストカバルよ」

一同：えぇええ──────……っ!!（大だい爆ばく笑しよう）

レント：わ、我が組織のどこにそのような資し金きんが……っ、大だい首しゆ領りように確認をっ！　ここ二回のシナリオでいちばんの驚おどろきだ!?（一同大爆笑）〝ぷるるるる……がちゃ〟もしもし。

ＧＭ：「もしもし、大首領です」

レント：お聞きしたいことがあります、大首領。

ＧＭ：「なんだ。今、少し忙いそがしいのだが」

レント：一点だけでございます。我が組織が……飛空船なるものを極ごく秘ひに建造していたのは、真実まことでありましょうか。それを、神殿に接収された事実も。

ＧＭ：「…………うむ、本当だ。我が組織の財ざい産さんの４／５を投入し、建造したものだ」

ノエル：４／５もですかっ!?

ＧＭ：「組織の構こう成せい員いんに食う物も食わせず、爪つめに火をともすような生活を強しいてためた資金で建造した───それを、神殿めが……」

ノエル：あぁ、なんてひどい……（ふるふる）。

レント：ええ、我が組織のメンバーが屋台で稼かせいだ大事な資金を……。

ＧＭ：「現在、これを奪だつ回かいするべく、もろもろ作戦を実行中である」

レント：わかりました大首領。いずれ、その飛空船は我が組織の象しよう徴ちようとなりましょう。大いなる翼つばさが大空に羽ばたく日を夢ゆめ見みて……世界を我が手に───！

ＧＭ：「うむ、世界を我が手にぷつっ、ぷーぷー」

レント：切れた。

一同：…………。

クリス：な、なんというか……。

レント：というわけで、シルヴァとやら。飛空船、返していただこう。

ＧＭ：「あたしの管かん轄かつじゃないわよっ!?　てゆーか、違法品でしょーがっ!?」

レント：……。

ＧＭ：「まあ、それでも今は緊きん急きゆう事じ態たいよ。それを使えば、今からでもテニアまで四十時間あればいけるはず」

クリス：おおっ、それなら！

ＧＭ：「風向きとか含ふくめて、運しだいなところもあるけどね。要はダイス目しだいよ」

一同：ダイス目かいっ！（笑）

エイプリル：とにかく、その船を借り受けたい。

ＧＭ：「わかった。十分待って。飛空船徴ちよう用ようの申しん請せい書しよはすぐ書くわ。そうしたら、あたしはもう一度ディアスロンドへ行って、念のためにゲートの封ふう鎖さ解かい除じよを申請してくる」

クリス：頼たのむ。それと……これを持って行け！　と、ケテルの鱗うろこを渡わたす。

ＧＭ：「……たしかに預あずかった」さらさらさの、さらっと。「さあ、行きなさい。飛行船の工こう廠しようは、カナンの南三キロの場所にある。そこの警けい備び主しゆ任にんにこの申請書を見せなさい」

クリス：……感かん謝しやする！　ノエルさん、行きましょうっ。

ノエル：はい！

ＧＭ：と、駆かけだしていくキミたち。ここでシーンは切られるが───最後に！　ノエルの背せ中なかにシルヴァが声をかける。「……ノエルちゃん！」

ノエル：……と、とと。

ＧＭ：シルヴァは親指を突つき立て、強気な笑え顔がおで言う。




「希望は捨すてなさんな！

　必ず、みんなが助かる方法……あるわよっ!!」




　シルヴァの声に、ノエルはなにも答えず……ただ笑顔で会え釈しやくをした。

　言葉を返さない理由はひとつ。

　ノエルは、理り解かいしている。

　いや、ノエルだけじゃない。

　クリスも、エイプリルも、レントも……もう気づいていて、きっと口にしないだけなのだ。




　他に、方法なんてないことを。




　六番目の武具───その開かい封ふうの時が、迫せまっているのを。







◆Middle 06◆予期せぬ再さい会かい




　カナンの街の郊こう外がいに特とく設せつされた、大型工廠ドツク。

　本来、船を建けん造ぞうするためのドックが、カナンのような内陸にある理由はひとつ───。

　すだれ状に垂らしたシュロ縄なわで工廠全体を囲い、外部からの視し線せんを完全に遮しや断だんした薄い暗くら闇やみの中───翼つばさ持てる巨きよ体たいは目覚めの時を待っていた。




ＧＭ：……では、次のシーンだ。場所は、シルヴァから教わったとおりだ。半地下に建けん設せつされており、周囲をすだれ状にシュロ縄で囲み……そこがドックであることを隠かくしている。

エイプリル：なるほど、飛行船技ぎ術じゆつはまだ外部にもらしたくない、ということか。

レント：現在の時じ刻こくは？

ＧＭ：夕刻ってとこだな。ノイエがゾハールに取り込こまれるまで、まだ五十八時間を残している。シーンは、そのドック内に入ったところから開始だ。

クリス：周囲を警けい戒かいしつつ……中に入って内部を見ると……？

ＧＭ：その光景に、四人はどこか感動すら憶おぼえる。ドックの中に、数十本の舫もやい綱づなでつながれ、繋けい留りゆうされているのは、黒く塗と装そうされた全長八十メートルほどもある船。キミたちは静かに目覚めの時を待つその巨体を、舳へ先さきの方から見下ろしている。

レント：こ、これが大だい首しゆ領りようが夜なべをして造つくった……（わなわな）。

ノエル：夜なべ……（ふるふる）。

ＧＭ：そう、まるでダイナストカバルの意い志しを顕けん現げんしたかのような、巨船だ。

レント：すばらしい。さすがは大首領……っ。

エイプリル：感動している場合か。警備主任とか言うのを探さがすぞ。

ＧＭ：それは探すまでもない。「……なんだお前たちは!!　ここは立ち入り禁きん止しだっ！」武ぶ装そうしたひげ面の男がひとり、背はい後ごから声をかけてくる。

クリス：キミが警備主任か？

ＧＭ：「ああ、騎き士しガーランドだ。……お前たちは？」

クリス：まずはこれを見てほしいと、シルヴァから預かった申請書を渡す。

ＧＭ：男は、それを受け取り……「この船を徴用するだと？　ち、シルヴァか」

エイプリル：シルヴァ、舌した打うちされてるぞ。

ＧＭ：「貴き公こうの名前は？」

クリス：「私の名は、クリス＝ファーディナント。わけあって……」

ＧＭ：「クリス＝ファーディナント!?　すると、この四人はフォア・ローゼスか……っ」

クリス：ゆ、有名になったなあ、私たちも。

エイプリル：主に悪名だがな。

クリス：ともかく、その船が必要なのだ。申請書のとおり……。

ＧＭ：びり。

ノエル：破やぶりましたよっ!?

ＧＭ：「この阿あ呆ほうが！　誰だれが犯はん罪ざいギルドに、船を渡わたすものか！」男がおもむろに笛ふえを鳴らすと……警けい備び兵へいたちがバラバラと四方から現あらわれ───キミらを取り囲む。

ノエル：は、話がちがいますよっ!?

ＧＭ：「ぐはは。神に唾つばする愚おろか者ものどもめ。この場で討うち取ってくれるわ！」兵士たちが一いつ斉せいに剣を抜く。

クリス：まあ、こういう展てん開かいも予想していたさ。ノエルさん、これを預あずかっていてください。剣けんを鞘さやごと、預けます。

ノエル：う、受け取りますけど……っ、ク、クリスさん……？

クリス：で、兵士たちの前に身をさらして……手を広げる。

レント：…………。

クリス：では、周囲の神官やら騎士やらを見回して……言おう！　みんな、聞いてほしい！　キミたちが神の意い志しに従したがい、それに殉じゆんずるのはすばらしいことだ。世界の秩ちつ序じよは神しん殿でんによって維い持じされている。それは本当だ！

ＧＭ：「今さら命いのち乞ごいか？　聞けんなあ……ああん？」

クリス：だが聞いてほしい。昨さく晩ばん降こう臨りんした神しん竜りゆうは、キミたちが信じる神に背そむくものである！

ＧＭ：ざわり、周囲に動どう揺ようが走る。

クリス：そして、少し話は変わるが聞いてほしい。私には、かつて大事な仲間がいた。はっきり言って……しょうもない奴やつだった。立場もちがえば、性せい格かくもちがう。悪の組そ織しきに荷か担たんするおろかな男だ。

ノエル：ク、クリスさん……あ、あの……。

レント：……。

クリス：だが、それでも……っ、その男が死んだ時、奴を守れなかったことを私は悔くやんだ。悔やみきれなかった。……思い出してほしい。キミたちにも大事な者がいるはずだ───。

ＧＭ：（そうもってくるか）……兵士たちは顔を、ひそひそ話し始める。

レント：……口の達者な男だ。

クリス：神の教え？　裁さばき？　そんなことで……友人、親、兄妹、恋こい人びと……その生命を差し出すことになんの意味がある！　そんなものが神の裁きであるはずがない！　ましてや、あの竜は神の使徒たる資し格かくすら持ってはいない！

ＧＭ：「よ、世よ迷まい言ごとを！　なんの証しよう拠こがあっての発言か！　反はん逆ぎやく者しやの戯たわ言ごとに耳を貸かすな！　奴らを……捕とらえろ！」号令が、放たれた。

エイプリル：銃じゆうに手をかける。

ノエル：あたしも剣を……っ。

クリス：いや……。

ＧＭ：場が、静まりかえる。そして───

一同：……。

ＧＭ：〝ガシャン……〟〝ガシャ……ガラン〟兵士たちは───次々と手にした武ぶ器きをその場にうち捨すて始めた！

ノエル：あぁあああ～……っ！（笑）

ＧＭ：「そうだ……俺おれたちだって！」「それが当然だと思ってきたけど……本当は、迷まよっていたんだ」「母さんは、俺を女手ひとつで育ててくれて……やっとこれから恩おん返がえしをする時がきたのに……っ」「俺さ、来月には結けつ婚こん式しきを挙げるんだ。それまでは……！」

エイプリル：なんかいい話を背せ負おった奴がいるぞ（笑）。

ＧＭ：「ま、惑まどわされるな！　あれは反逆者なのだぞ！」隊長の怒ど声せいと共に、場は一いつ旦たん、静まりかえり───。

クリス：聞け───ここにいるノエルさんは、母親を救うために、これよりあの神竜に戦いを挑いどむ。ノエルが懸かけるのは、自分の生命。そして救うのは、みんなが愛する人、全員だ。そんな彼女を失うような判はん断だんこそ───悪だ。

ＧＭ：「ふん、能のう書がきもそこまでだな。あの神竜が神の創そう造ぞう物ぶつであることは、変わらん。それに弓ゆみひけば、我われ々われにとって、神官として、生命以上に大事なものを捨て去ることとなる！　さあ、剣を拾い直せ。神に見捨てられたくなくばな……！」

クリス：ちがう！　神はそんなことで諸しよ君くんらを見捨てたりはしない。神官・クリス＝ファーディナントとして言わせてもらおう！　兄弟諸君！　神は……




　クリスは、ひと呼こ吸きゆうおいて声を張はり上げた。




「神の愛は……無む限げんだ！」




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……きっかけは、兵士のひとりが剣けんを拾い直したことだった。

ノエル：……。

ＧＭ：兵士は剣を拾うと───きびすを返し、船に向かって駆かけ出す！

一同：おお……っ？

ＧＭ：そして、手にした剣で船を固定しているワイヤーの一本を、叩たたき切り始めるっ！「……行ってください、クリスさんっ!!」

一同：うおうっ!!（笑）

ＧＭ：ひとりが始めたら、あとは一瞬だった。その声は、意い志しは、周囲に伝でん播ぱし……雪な崩だれるように隊長以外の全員が、ワイヤーを切るために船に向かって駆けていく！

クリス：み、みんな！

ＧＭ：（素すに戻もどって……）か、かわたな……お前、セリフあらかじめ考えてきたの？

クリス：いえ……？

ＧＭ：……（笑）。残されたのは隊長だ。「ええい、愚おろか者ものどもが！　ならばその反逆者は、この騎き士しガーランドが討うち取ってくれるわ！」

ノエル：ク、クリスさん、剣を……！

ＧＭ：「ふはは、剣の腕うで前まえだけなら、あのヴァンスターのゴウラすら凌しのぐと言われた男よ！　貴き様さまごとき二秒で粉ふん砕さいしてくれる……！」

エイプリル：ちっ……。

クリス：戦せん闘とうか！

ＧＭ：いや───そんな時だ！　ふいに、このドック内にどこか高飛車な声が響ひびき渡わたる!!




『……騎士ガーランドとやら！

　貴公の汚けがれた剣では、その少年を打ち倒たおすことかなわぬ』




クリス：だ……誰っ!?

ノエル：今度は誰ですか……っ!!

ＧＭ：その声にキミたちは周囲を……薄うす暗ぐらいドックの中を見回し、やがて気づく！　飛空船の中央マスト───そのてっぺんに、誰かが立っている!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

クリス：誰だよっ!?（笑）

ＧＭ：そのスラリとした長身の男は、腕うでを組んで漆しつ黒こくのマントを纏まとい……その顔には、仮か面めんをかぶっていた（一同爆笑）。




『フォア・ローゼスの諸しよ君くん。

　このような形で出会うことになろうとはな───』




エイプリル：これまで出てきたＮＰＣじゃない……？

レント：え、あ……いや、まさか……。

ＧＭ：男は、高らかに宣せん言げんした。




『……この飛空船〝虚きよ無むの翼つばさ〟は、我わが組そ織しきに返へん還かんしていただく。

　余は、ダイナストカバル───大首領である』








[image: ]








一同：大だい首しゆ領りよう────────────っ!?（大爆笑）

レント：ちょ、直ちよく接せつ出てきたっ!?　直接出てきたっ!?（大爆笑）さっき、船を奪だつ還かんする準じゆん備びを進めていると……って！　自分で取り返しに来たのかよっ!?（大爆笑）

ノエル：ちょ、ちょ…っと……っ……△☆○×……っ！（大爆笑している）

クリス：さ、さすがは大首領っ!?（笑）

ＧＭ：大首領は、マストの上に立った声をあげる。「さあ、諸君。この翼はキミたちに貸かし与あたえよう！　乗り込こむのだ！」そう言ってひらり、マントをたなびかせて、騎士ガーランドの前に降り立つ。

ノエル：と、飛びましたよ……っ！（笑）

ＧＭ：大首領は、懐ふところから細い剣を抜ぬき去り……騎士に目にもとまらぬ速さで連れん撃げきを繰くり出す。ガーランドは、かろうじて剣で受けながら後ずさるのみ。

レント：しかも強いっ!?（笑）

エイプリル：よ、よし、今のうちに乗り込むぞ！

クリス：な、なんてことだ！　大首領においしいところを持って行かれたっ!!（大爆笑）

ＧＭ：四人は、船のタラップを駆け上がって、船に乗り込み……。

レント：操そう縦じゆう法ほうは、わたしの脳のうに記録されている？

ＧＭ：そのとおりだ。舷げん側そくの方から騎士の部下たちが声を掛かける。「大だい丈じよう夫ぶ、動力の灯ひは入れてあります！　動かすだけなら四人で十分です！」「行ってください！」

レント：では、船を……動かす！

ＧＭ：船が盤ばん木ぎの上をゆっくり滑すべり出す。あと数本、繋つながれたままになっていた綱が次々と切せつ断だんされて……。

レント：継けい承しよう者しや殿どの、なにかにつかまってください！

ノエル：で、ではそのへんをはしっ、と掴つかんで……。

ＧＭ：そこで、「……ノエル！」キミは騎き士しと切り結んでいる大首領に呼よび止められた。

ノエル：は、はいっ？

ＧＭ：おもむろに、ノエルと大首領の視し線せんがあう。「ノエル……」それはどこか優やさしい声で……仮面を取っていれば、おそらく彼は笑え顔がおであったことだろう───。

ノエル：（ふるふる）

ＧＭ：船が、外がい壁へきを突つき破やぶり、ドックの外に滑り出す。轟ごう音おんがうなる中……しかしノエルははっきり聞いた。その瞬しゆん間かん、時が止まったかのように。まちがいなく次の言葉が聞こえたのだ。

ノエル：は、はい……（ふるふる）。




『───母さんを救い、必ず生きて帰ってこい』




ノエル：（笑いをこらえるように）はい、はぃ…………………………はぃ？（おずおずと）………………お、お父さん……？

一同：…………。

ノエル：ち、ちがいますよね……っ（笑）、すみませ……っ。

ＧＭ：その言葉に、大首領は激はげしく動どう揺ようした。

一同：え、ぇ……えぇええええ─────────っ!?（大だい爆ばく笑しよう）

ノエル：いやいやいやっ……え、えぇあ～っ!?（大爆笑）

クリス：ほ、ほんとにノエルの父親っ!?　神しん殿でんに捕つかまって殺されたはずじゃ……っ!?

ＧＭ：実じつ際さいは、神殿は父親を殺したふりして幽ゆう閉へいしていたんだ。

クリス：それにしたってこんな重要人物、そうそうは脱だつ走そうできないだろっ!?

ＧＭ：うむ、薔ば薇らの巫み女こ反はん乱らん事じ件けんに関かかわる人物の中でも、特に地位の高い者が手引きしたにちがいないな。ところで突とつ然ぜんだが、関係ないけどマスターシーンが一瞬、割わり込む。




　　　＊　　＊　　＊




　男は、目を細めて───空に舞まう無数の光を見ていた。




「……ノイエよ、結局はお前の子を巻まき込んでしまったな」




　昔を思い出しながら。

　懺ざん悔げするかのように……。

　ぽつり、ヴェラシオ＝ハーヴェイはつぶやいた。




　　　＊　　＊　　＊




一同：まゆげ──────っ!?

クリス：眉まゆ毛げか!?　眉毛なのか!?　それなら父親を極ごく秘ひで助けられるかもっ!?

ノエル：じ、じゃあっ……い、生きてるの……っ、生きてるんですかっ!?　ちょとっ……な、なんででもなんで大だい首しゆ領りよう……っ（噴ふき出して、笑いが止まらなくなる）。

ＧＭ：別にギャグのシーンではない。

ノエル：（笑いをこらえながら）ごっ、ごめんなさいっ………も、もう笑いが……っ、おかしくておかしくて……っ、○×△□……っ!?（笑）

レント：ちょっと待……ああ！　だから大首領から受けた任にん務む、「薔薇の武ぶ具ぐの回かい収しゆう」じゃなくて、「ノエルを守れ」だったのかっ!?（大爆笑）

ＧＭ：ちなみに、脱走したあとノエルの父は素す顔がおをさらして太陽の下、暮くらせるわけもなく───神殿のやり方に嫌いや気けがさして、反はん神しん殿でん組そ織しきを作っても不思議ではないだろう。

クリス：た、たしかに。

ＧＭ：コホン。（ナレーション風の口調で）……父と娘むすめの再さい会かい。それは、轟音に包まれたその瞬間だけのことだった。言葉を交わすこともなく、ふたりは───。

ノエル：（ふるふる）

レント：では、このまま離り陸りくする……！




　船は、夕ゆう闇やみ迫せまるエリンディルの空に舞い上がっていく。

　騎士と剣を斬きり結びながら……。

　しだいに小さくなるその船のシルエットを見えなくなるまで追って───。




　大首領は、祈いのるように囁ささやいた。




「ノエルよ。最後まで───希望を捨すてるなよ」







◆Middle 07◆世界、炎に包まれて




　光の竜りゆう───その第三波の攻こう撃げきが世界の主要都市を襲おそったのは、ノエルたちが飛空船で飛び立ってのち、三時間後のことだった。

　休む間も与あたえられず、冒ぼう険けん者しやたちの疲ひ労ろうは極きよく限げんに達しつつあった。

　だが、依い然ぜん神殿は沈ちん黙もくを守り……未いまだ動く気配はなかった。




ＧＭ：では、ここでシーンが再ふたたび変わる。船は夕闇に落ちた暗い空を一路、テニアを目指す。眼がん下かには、エリンディルの広大な大地が広がるが───見えるのは、街にたかる光の竜の群むれと、方々であがる炎ほのおだ。

クリス：世界中が燃もえている……。

エイプリル：大だい丈じよう夫ぶ、問題はない。数多くの冒険者たちが守っているんだ。

ノエル：みんな、無事ですかね……。

ＧＭ：ノエルは、これまで旅をしてきた街のひとつひとつを……出会った人たちのひとりひとりを思い浮うかべ、不安に胸むねが締しめ付けられる。

ノエル：か、必ずあたしたちがなんとかします……っ。

ＧＭ：その胸には、母を……人々を助けたいという決意が。その手には、薔薇の武具たる剣けん、カラドボルグがある。

クリス：その頃ころ、〝傭よう兵へいの街〟ダブラルでは───。

ＧＭ：よし、ではまたいくつか街を演えん出しゆつしていこうか！　まずは……




同時じ刻こく、ヴァンスター帝てい国こく首都───

　エリンディルで最大の軍事力を誇ほこる神しん聖せいヴァンスター帝国。

　神竜の出しゆつ現げんより二十一時間あまりが経けい過かした現げん在ざい。

　これまで、竜の主力はパリス同どう盟めい各国を中心に襲しゆう来らいしているゆえ、この街は現げん状じようで大きな被ひ害がいは出ていなかった。

　だが、神聖皇こう帝ていゼダンの名のもとに厳げん戒かい令が発令され───すでに街には騎き士し団だんが整然と立たち並ならび、緊きん迫ぱくした空気が漂ただよっている。




　グリーンフィールド家は、首都中央に屋や敷しきをかまえていた。

　その書しよ斎さいの窓まどから、東の空を見ているのはノエルの育ての両親。

　海を挟はさんだ遥はるか先───赤く焦こがれる空を見て、義ぎ父ふは愛いとしい娘に向けてつぶやく。




「……ノエル。必ず、無事に帰ってくるんだぞ」




ノエル：お、お義と父うさん……。

レント：その傍かたわら、お義か母あさんも不安げな顔で夫に寄より添そい───。

ＧＭ：「ウォーンウォンウォンウォン……っ！」

クリス：犬のような鳴き声で泣いていた、と（一同大だい爆ばく笑しよう）。

ノエル：い、犬のように泣くお義母さん……（笑）。




同時刻、〝傭よう兵へいの街〟ダブラル───

　上空より、次々と舞まい降おりてくる光の竜。

　しかし、この小さな街は未だ高い防ぼう衛えい能のう力りよくを発はつ揮きしていた。

　たしかにラインに較くらべれば、ここに集まる冒険者の数は少ない。

　それでも、有数の傭兵やベテラン冒険者が世界各国より集つどうダブラルの、全体の士気と総そう合ごう的な戦せん闘とう力はラインを凌しのぐほどだった。




ＧＭ：ダブラルでも街のあちこちで激はげしい戦闘が繰くり広げられている。「へ、こいつら降りてきた場所が悪かったな」「いいドロップ品もってるじゃねえか、稼かせがせてもらうぜ！」

クリス：たくましいぞダブラル！（笑）

ＧＭ：だが、竜たちは休むヒマも与えず、次々と街に舞い降りる。ベテランぞろいとはいえ、さすがに冒ぼう険けん者しやたちの疲ひ労ろうの色は隠かくせない。追い込こまれ、《ボルテクスアタック》をかました、ある冒険者の背はい後ごから……新手の竜りゆうが……！

レント：しかしその時！〝ギイン！〟両者の間に割わり込んで、ひとりのじじいが竜の攻こう撃げきを杖つえで受け止めていると！（一同爆笑）

ノエル：え、え……もしや、もしや……っ！（笑）

ＧＭ：魔ま法ほう使つかいの帽ぼう子しに杖。そこには……赤いローブを羽は織おった老人が悠ゆう然ぜんと立っていた！

レント：「ギルド〝エレメンタラーズ〟、参上じゃ！」（一同大爆笑）

クリス：なぜ魔法使いのじーさんが《カバーリング》をっ!?

ＧＭ：「溜ために溜めた成長点……今使わず、いつ使うのじゃっ」（一同大爆笑）

クリス：つ、使ったのか！（笑）

ＧＭ：じいさんたちの強さを直感的に見み抜ぬいた竜が、数匹ひきまとまって襲おそいかかろうとするが───光一いつ閃せん！　次の瞬しゆん間かん、背後からの攻撃に竜たちは百のこまぎれになって砕くだけ散る。

レント：「ほう、あいかわらずの冴さえじゃの」……って、誰だれ？（笑）

ＧＭ：「（やたら高飛車な声で）フッ、じいさん。あまりご老体にむち打つものではないな───」長いブロンドの髪かみが風に舞い……ピッ、男は剣を振ふって血を切る。「この場は、このライガと我われらギルド〝金色の草原〟に任まかせていただこう！」

一同：……。

クリス：……誰？（一同爆笑）

ノエル：あ、あ……二巻のカラーページでおっきく登場してたのに、なんにもしないままやられちゃった人ですよねっ!?（一同爆笑）

レント：でも、ほんとは強かったんだなあ！（笑）

ＧＭ：そんな誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようは気にもせず───空を見上げながら、言う。




「フッ、いくらでも来い雑ざ魚こども。神しん殿でん動かずとも、我われ々われが立てばそれで十分……っ」




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……他にも───クラン＝ベルではシグが先頭に立って竜の侵しん攻こうを食い止め、神官ゆえに表だって動けないウェルチが負ふ傷しよう者しやの介かい護ごに当たっている。

レント：（シグになって）……ここは、一歩も通さねえ！　と門の前で仁に王おう立ち！

ＧＭ：一方、ラーフの大だい洞くう窟どう───ソーウェンが自分の屋や敷しきで執しつ事じに号令を発している。

一同：ソーウェン無事だ!!（笑）

ＧＭ：「……屋敷を放ほう棄きする！　金目の物を持って逃にげろ！」

クリス：戦えよっ!?　お前ほんとは強いんだからっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：そしてついでに───場所はディアスロンドに向かう街道の途中。その四人は、空から次々と舞い降りる竜の群むれを見て呆ぼう然ぜんとしている。「な、なんだあれは……」褐かつ色しよくの肌はだの男が、そう言った。

一同：……誰？

ＧＭ：男の言葉に、前を歩くブロンドの髪の小さな少女はゆっくり首を横に振る。「いいえ、わたしたちは他に為なすべきことがあります。ディアスロンドに急ぎましょう───カッツ」

クリス：ハートフル組かっ!!（笑）




『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』シリーズ、大だい好こう評ひよう発売中である。




ＧＭ：……と、このへんにしておこう。各街とも、かろうじて応おう戦せんはしている。だが、さっきも言ったとおり、時間が経たてば経つほど……人間側が劣れつ勢せいになるのはまちがいない。

クリス：なにせ、敵てきの数は無む限げんだからな。

レント：ああ、神竜本体を倒たおさない限かぎり決着はつかないだろう。

ＧＭ：つまり、キミたちがテニアに到とう着ちやくするのが遅おそくなればなるほど、世界の被ひ害がいも大きくなる……そういうことだ。

ノエル：なるほど……。

ＧＭ：というわけでノエル。２Ｄ６を振ろうか。もうそろそろテニアの領りよう空くう内に入るのだが……時間がどのくらいかかるか決めよう。振った出目の三倍、時間が経けい過かする。

ノエル：え……っ、ま、また振るんですか……っ。

クリス：大だい丈じよう夫ぶですノエルさん。自信を持って振りましょう！

ノエル：は、そ、そうですね！　出目が小さい方がいいんですよねっ！

ＧＭ：そうです！

ノエル：では～……えいっ！（ダイスを振る）




　……読者のみなさん。

　あなたが、期待していたとおりです。




ノエル：……へぇぁっ…いやぁあ───っ!?　６と６ぅ………っ、で12ぃっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）いやあ、こんな時ばっかりぃ～っ、もう、もうやだやだやだ……っ、あたし的には１出ろって思ってたのにぃ……こんな時にでなくても……っ、ダイスも変えて振ったのに～……っ!!（一同大爆笑）

レント：（机つくえに突つっ伏ぷして大笑いしている）

ＧＭ：リ、リプレイ的にはおいしい……（笑）。いきなり三十六時間経過……（笑）。

クリス：まだテニアに着かないのか！　この船……思ったほど速度が出ない……っ。

エイプリル：風は、ずっと強い向かい風か。ついてねえ……っ。

レント：く、しかも三基きある動力のうち、一基がまったく動いていない。二基目も、無理させて焼き切れかけている。

ノエル：う、うぅ～……（笑）。

ＧＭ：えー……ではここで、ちょっとダブラルの光景を解かい説せつしよう。

ノエル：い、嫌いやなっ……嫌な予感がしますよ……っ。

ＧＭ：さきほど、ダブラルにおいて〝エレメンタラーズ〟と〝金色の草原〟が戦せん闘とうに参加してから三十六時間が経過した。

一同：…………。

ＧＭ：そこは、ダブラルのとある路上───ライガと、四人のじーさんたちが倒れ伏している（一同大爆笑）。

ノエル：あ、あああぁああああ～～～っ!?　ま、またライガさんあっとゆーまにぃっ!!（一同大爆笑）

レント：じ、じーさんが──────っ!?（大爆笑）

ＧＭ：ちょっとここまでかかった時間を計算。ええと、通ったルートは……（かきかき）。
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ＧＭ：……うあ。ここですでに六十一時間かかってる。予よ備び時間が全部ふっとんだ（笑）。

レント：あと、十一時間。ここからテニアまでは？

ＧＭ：このあとの展てん開かいしだいだ。

一同：展開？

ＧＭ：そう───キミたちの船は、夜の暗くら闇やみの中……風を切り裂さいてテニアを目指している。その雲海を突き抜けた時、ふいに前方の視し界かいが開けるんだが……見える。夜空の中に浮うかぶ、浮うき島しまのようなシルエットが！

クリス：あれがテニアか！

ＧＭ：その浮島の中央より立ちのぼるのは強大な白銀の光だ。

エイプリル：あそこにいるのか、ゾハールが。

ＧＭ：そうだ。そして気づく。その光の柱から……小さな光の玉がふたつ、飛び出した。光球は、テニア上空で大きく弧こを描えがいて進路を変え、キミたちの船めがけてつっこんでくる。

レント：子竜……光の竜か！

ＧＭ：どうやらそのようだ。それは飛来しつつ、高速で変形しながら竜の形を成す。テニアに近づくこの飛空船を迎げい撃げきしに来たんだろう。

レント：今のうちに、装そう備びをレビテートローブに変へん更こう。

エイプリル：空中戦か。面白い、大金はたいて買ったあれが役に立つ！

ＧＭ：よし、ではここでシーンを変えて……戦せん闘とうに入ろうっ!!







◆Middle 08◆大おお空ぞら羽ばたく鉄くろがねの翼つばさ




　テニアより飛び出したふたつの光。

　それは刃やいばとなって、ノエルたちを襲おそう。

　身動きのとれない飛空船の上で、エイプリルはそれに跨またがり───ほくそ笑んだ。




ＧＭ：では、ここから戦闘を始めよう!!　あらかじめ、ルールを先に説明しておこう。まず、これは空中戦だ。［飛行状じよう態たい］になれない者は、船のエンゲージから動くことはできない。

クリス：なるほど。

ＧＭ：そしてこれが重要なのだが、ここでの戦闘でかかったラウンド数を元に、テニアに到とう着ちやくするまでにかかる時間が変化する。

一同：なにいっ!?

ＧＭ：具体的には、［かかった戦闘ラウンド×３］時間、かかると思ってくれ。

レント：残り十一時間だったから───３ラウンド以内か。

ノエル：だっ、大だい丈じよう夫ぶでしょうか……っ。

ＧＭ：そして最後。船の上にいるＰＣが竜の攻こう撃げきを回かい避ひした場合、攻撃は船に命中する。

一同：なにいっ!!

ＧＭ：船の【ＨＰ】は１５０、物理防ぼう御ぎよ10／魔ま法ほう防御10とする。

レント：するとバイクは、回避の高いエイプリルが使って、船外で戦ってもらうのがいい。

エイプリル：だな。ウィンドホーク……買ってはみたが、本当に役に立つとはな！




　半ば、ジョークのつもりだった。

　プリプレイ時───今回、最終回となるセッションで〝金を残すのはもったいない〟という満場一いつ致ちの意見により……なにか高こう価かなアイテムを購こう入にゆうすることになっていた。

　それで選ばれたのが、乗ることで空中を駆かけるアイテム〝ウィンドホーク〟だった。




クリス：なにせ三六〇〇〇Ｇ！　役に立ってもらわねば困こまる！

ＧＭ：……ルールはだいたいこんなとこだ。竜二体はすでに、船のすぐ前まで迫せまっている。

レント：では、迫る敵てきの数が二匹ひきであると確かく認にんして、言おう。




「敵は我われ々われを過か小しよう評ひよう価かしているようだ。わずか二体とは───なめすぎだ」




　第一ラウンド───。

　戦いは、レントの《ウィークポイント》使用から始まった。全員のダメージが一撃だけとはいえ、＋８されることになる。

　続けて、位置の有利を確かく保ほするための《陣じん形けい》！




レント：エイプリルは船の前面、わたしは飛行して左さ舷げんに展てん開かいを。戦闘中、絶ぜつ対たいに船から20メートル以上離はなれないこと。

[image: ]




ＧＭ：よし、ではここから行動開始！　最初は行動値ち29、光の竜りゆう!!

クリス：29!?　早っ!!

ＧＭ：光の竜の攻撃目標は、ランダムに決めよう。（ダイスを振る）……一匹目はエイプリル！　マイナーアクションで、船の前面に位置しているエイプリルに突とつ進しん！　閃せん光こうがエイプリルと交こう錯さくざまに、光の爪つめをたたき込こむ!!　この爪、鎧よろいで防ふせぐことはできんぞ！　メジャーは《ペネトレイトブロウ》!!




　光の爪は確実にエイプリルを捉とらえた。

　ダメージは一撃で62……っ！　エイプリルの【ＨＰ】とまったく同じ数値である。

　しかも、防御力を無む視しする《ペネトレイトブロウ》だ。








[image: ]








　本来ならば即そく死し級のダメージである───が！




レント：《サモン・アラクネ》!!（ダイスを振ふる）

クリス：《プロテクション》っ!!（ダイスを振る）

ＧＭ：う、合計で……46点止めかっ!?

エイプリル：残り【ＨＰ】46。実にわかりやすい。

ＧＭ：……ちっ！　ならばもう一匹は（ダイスを振る）……マイナーで移い動どう、船の甲かん板ぱんに降おりたってノエルとクリスを見下し……エンゲージに、ブレスを放ほう射しやっ!!（ダイスを振る）




　闇やみの中に閃せん光こうが走った。

　甲板上で炸さく裂れつした青みがかった銀の光は、ふたりを確実に巻まき込んだ。

　ダメージは16Ｄ、光属ぞく性せいの魔法攻撃……ダメージロールの結果は52！

　が───再ふたたびふたつの防ぼう御ぎよ魔ま法ほう、くわえてクリスにいたっては高い魔法防御力に阻はばまれ、ダメージの大半がカットされる。




レント：やはり、ずいぶんと甘あまく見られていたな。では、こちらの番だ。エイプリル、船に取り付いた竜に攻こう撃げきを集中。




　まるでチェスでも楽しむかのように。

　レントの的確な指示の下、エイプリル、レント自身、ノエル、そしてクリスの攻撃がブレスを吐き終わった直後の竜に、面おも白しろいように吸すい込まれていく。




エイプリル：《デスターゲット》＋《ダブルショット》！

レント：《ウォータスピア》。

ノエル：《スマッシュ》と……《バッシュ》！

クリス：《バッシュ》！




《ウィークポイント》の効こう果かも乗って、ノエルまでの三人で与あたえたダメージは一気に合計１０７に達していた。加えて───。




クリス：（ダイスを振る）ダメージは……45！

ＧＭ：ぐ、25点抜ぬけてきた……これで合計１３２ダメージかっ!?

クリス：それでもじゅーぶん固いっ!!

ＧＭ：が、いや……───。




　ぱた、と……光の竜のデータをオープンする。

　光の竜の【ＨＰ】……１３２。

　一同、大だい爆ばく笑しようである。




ＧＭ：船に取り付いた光の竜は、続けざまにたたき込まれた攻撃で、身体からだのあちこちから血の代わりに光を噴ふき出だし……〝パアン！〟その場で砕くだけ散った……！　強くなった……っ！　21レベルエネミーがたったの一ラウンドで一匹ぴき殺された！

クリス：４レベルのバグベアモンク相手に〝攻撃が当たりません～！〟とか泣きが入ってたあのころが懐なつかしい……っ（一同爆笑）。

ノエル：懐かしいっ。




　こののち、残った竜が船に近づかなかったため、近きん接せつ攻撃しかできないノエルとクリスが攻撃できないタイミングが生まれ───二ラウンド目での撃げき破はこそ逃のがしたものの……。

　もう一体の竜も、三ラウンド目には光と散っていた。




ＧＭ：……というわけで光の竜は撃破され───二匹とも眼がん下かの雲海に消えていった。だが、しかし───ここで立て続けにイベントが発生する！

一同：おおっ!?

ＧＭ：今度は、左さ舷げん……二〇〇メートルほど離はなれた位置にあった雲の中から、キミらの船と並へい走そうする形で巨きよ大だいな別の影かげが現われる。

クリス：今度はなんだっ!!

ＧＭ：並走しつつ、しだいに近づくふたつの大きな影。月明かりに照らされ、最初に目に入ったのは───その船が掲かかげる旗に描かれたディアスロンドの紋もん章しようだ。

レント：飛空船か！

ＧＭ：そのとおり！　キミらの船よりはるかに大きく、そして武ぶ装そうと装そう甲こうを施ほどこされた軍船だ。極ごく秘ひ裏りに建けん造ぞうされた軍船だな。ディアスロンドがカナンより借り受けたものらしい。

レント：あ、あんなものが神しん殿でんに……（わなわな）。

クリス：ダイナストカバルとは、レベルがちがうのだレベルが。

レント：クリス＝ファーディナント。なぜ野の良ら神官のお前が自じ慢まんしている。

クリス：事実を述べただけだ、事実を。

ノエル：け、けんかしてる場合じゃないですよっ。

エイプリル：で？　その軍船の様子は？

ＧＭ：少なくとも、その砲ほう身しんがキミたちに船に向いてるのだけは、見てとれる。

レント：一いち難なん去って、また一難か。

ＧＭ：『我はディアスロンド所しよ属ぞく艦かん〝アーケンラーヴ〟。そこの飛空船に告ぐ。貴き船せんはダイナストカバル所属〝虚きよ無むの翼つばさ〟号、搭とう乗じようしているのはギルド〝フォア・ローゼス〟に相そう違いないか』拡かく声せい器きを通して、声がかけられる。

ノエル：い、いかにもぅ！（[image: ]絶ぜつ対たい無む敵てき可か憐れんな返事）

ＧＭ：『返答を確かく認にんした。教きよう皇こうの名において、これより我々は……』そんな音声と共に、するするすると二隻せきに戦せん闘とう旗が掲かかげられ───。

クリス：戦闘旗？

ＧＭ：ええ。文字通り、戦闘状じよう態たいであることを知らせるために掲げる旗のこと。

レント：こ、これは……まともにやったら勝ち目がない。乗り込んで内部からの破は壊かいを提てい案あん。

ＧＭ：や、話は最後まで聞け。『繰くり返す。教皇ヴェラシオ＝ハーヴェイの名において、我々はこれより───』




『───貴船〝虚無の翼〟号の護ご衛えいに入る』




　　　＊　　＊　　＊




一同：……は!?

ノエル：なんで、なんで……っ!?

エイプリル：これは、地上でなんか動きがあったか？

ＧＭ：では、ここで地上がどういう状じよう況きようになっているか解かい説せつしよう。……舞ぶ台たいは、ディアスロンドの神殿、会議室。今から数時間前のことだ───。世界中から集結した神官たちの中でひとり、立ち上がって熱ねつ弁べんを振ふるっている女がいる。

一同：シルヴァっ!!（笑）

ＧＭ：彼女は、永ながきにわたって敬うやまうべき対象としてきた神竜ゾハールが、神の意に背そむいた存そん在ざいであることを、とうとうと語っている。敬うに値あたいしないものであると。

クリス：世界中の代表神官相手にそんなことを……（笑）。

レント：おそろしい女だ。

ＧＭ：ええ。初めこそ、彼女の言葉に怒いかりをあらわにする者がおり、議会は一時騒そう然ぜんとなったが───彼女がケテルの鱗うろこを取り出すと、それはふいにおさまった。

クリス：わ……渡わたしておいてよかった───っ!?（笑）

ＧＭ：その鱗がノエルたちからもたらされた物であると知ると、反はん撃げきのチャンスとばかり異い議ぎを唱える者もいたが、そこでシルヴァはニヤリ。懐ふところから、もう一枚まい……鱗を取り出し───。

レント：もう一枚？

ＧＭ：そう、これはシルヴァがケテルより得た物だ。

クリス：自分で会いに行ったのかっ!?

ＧＭ：そのとおり！　キミらと別れたあと、ディアスロンドに行く前にケテルに会いに行き、ちゃんと確認を取ったのだ。

エイプリル：この短い時間でよくも……。

ＧＭ：しかもだ。彼女がもらった鱗には、特別な文字が刻きざまれている。それがケテルから得た物である、確たる証しよう拠ことなるようにね。

ノエル：文字？

ＧＭ：……そう。鱗には、驚おどろくべき内ない容ようの文字が刻きざまれていたのだ。




「シルヴァさん江え。　　───ケテル」




一同：おいっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

クリス：それはたしかにめちゃくちゃ驚くわっ!?（笑）

レント：ケ、ケテルにサインさせたのか……しかも〝シルヴァさん江〟って……。

エイプリル：（渋しぶい口調で）たしかにそれは、シルヴァがケテルより鱗をもらったという決定的な証拠に…………な、なるのか？

ＧＭ：ともかく！　ひとしきりシルヴァの説明が終わったところで議会は沈ちん黙もくする。誰だれも、答えを導みちびき出せず───自然、全員の視し線せんは沈黙を守る教皇に集まる。そして……




　やがてヴェラシオ＝ハーヴェイは目を見開き、おもむろに立ち上がって号令を発した。




「……かの神しん竜りゆうは、信しん仰こうに値するものにあらず！

　全神しん殿でんに通達！　各神殿直下の全兵力をもって、かの竜を掃そう討とうせよ。

　この大地に生きるすべての生命を、守るのだ！」




　　　＊　　＊　　＊




一同：お───！（笑）

ＧＭ：ここからの展てん開かいは早かった。いつ終わるとも知れない戦いが続き、疲ひ労ろうの極地にあっ冒ぼう険けん者しやたち……彼らが次々と膝ひざをつく中、突とつ如じよ無数の《プロテクション》や《ヒール》が飛んできて、光竜からの攻こう撃げきをはじいてくれる。

ノエル：あの、じゃあライガさんたちは……（笑）。

ＧＭ：そこはまた別の展開を見せている。倒たおれたままのじーさんやライガに迫せまる、光の竜たち。息をため込こみ……彼らにブレスを吹こうとしたその寸すん前ぜん───竜の首がぽーん、と飛ぶ。その背はい後ごには、剣けんを振り切った人ひと影かげが立っている。

クリス：お、誰だ。

ＧＭ：「───よくぞここまで持ちこたえたな。あとは、神殿にまかせてもらおう」

レント：では、じじいになって……「あ、あんたは……？」

ＧＭ：男は、にやりと笑い───迫る無数の竜に向き直り、宣せん言げんする。




「貴き様さまらは、もはや一歩たりともこの先には進めぬ。

　……この神殿騎き士しゴウラの名において」




　　　＊　　＊　　＊




一同：あれっ!?

クリス：先せん輩ぱいか！　ガ、ガーベラは！

ノエル：ま、負けた……負けちゃったんですかっ!?

ＧＭ：さあ。うひひ。他にも、配下の騎士団だんに竜の掃討命令を出すマティアスのシーンとかいろいろあるが、そこは割かつ愛あいしよう。

エイプリル：マティアス……お前……（笑）。

ＧＭ：えっと、前回と今回……これでだいたいＮＰＣは出し尽つくしたか？

クリス：そうだな…………あ!!　まだ大事な奴やつが出てないだろっ!?

ＧＭ：え…………あっ!?　忘わすれてたっ!?

レント：あ。たしかにあれを忘れちゃだめだ！

ノエル：そ、そうですよ！　大事ですよ大事っ。

ＧＭ：よ、よし。ではここで場面は、キミたちの方に戻もどり───。

クリス：お、こっちに出てくるのか！

ＧＭ：ああ、ここに出さずにどこで出すんだ！　えー……テニアがすぐ前方に見えてきたその時。ふいに直上から撃うち放たれた光が、並へい走そうして航行するディアスロンド艦かんを貫つらぬく！

クリス：ぐは！

ＧＭ：その一撃で二番艦〝ゴヴァノン〟は艦体中央で真っ二つに折れ、炎ほのおと黒こく煙えんを上げながら〝ぼふぅん……！〟眼がん下かに広がる雲海に沈しずんでいった。

レント：う、上を見ると……？

ＧＭ：巨きよ大だいな光の竜───街に降こう下かしていた竜の、数倍の大きさを持つ個こ体たいが……すでに大きく息を吸すい込み、第二射の準じゆん備びに入っている。はい、ノエル。【幸運】で判はん定ていして。

ノエル：えぇっ!?　や、どうしよう……っ!?

ＧＭ：難なん易い度どは10。失敗すると、次のブレスはキミらの船に命中する。

ノエル：い、行きますっ。（ダイスを振ふる）や、やった……っ!!　クリティカルですよっ!?

一同：すげ──────っ!?

ＧＭ：あ、あいかわらず見せ場のダイス運は強いな……っ。では、ブレスは一番艦〝アーケンラーヴ〟に向けて放たれ、これに直ちよく撃げきした。

ノエル：やった……っ、よかった……っ!!

エイプリル：いや、よかあない。あっちの船が沈しずむ。

ノエル：あ、そかっ、よくないですよっ。クリティカルしたんですから、もっとサービスしましょうよっ。

ＧＭ：サービスっ!?　で、では……ブレスは艦をかすめただけにとどまった。それでも、舵かじをやられたらしく、煙けむりをあげながらコースを外れていく。

ノエル：よ、よかった……助かりそうっ。

ＧＭ：で、ここで───上空の竜！　再ふたたび息を大きく吸い込みブレス三射目を放とうとしているのだが……それがなされることは、なかった。

クリス：お、ここで満を持して───あの子の登場か！

ＧＭ：そうだ！　ふいにさらなる上空から攻撃魔ま法ほうが撃ち放たれ、竜を撃ち貫く。光の竜は咆ほう哮こうをあげ、光をまき散らしながらさっき沈んだ艦のあとを追うように雲海に沈しずんでいく。

レント：つ、強い！　あいつ、そんなに強かったのか。

ＧＭ：放たれた超ちよう低温の攻撃魔法は周囲の水分を凍らせ、術者をキラキラとした氷の粒の幕で覆い隠す。しばらくは、仁に王おう立ちする少女のシルエットだけが映うつし出されているが……。

クリス：ず、ずいぶん登場までに間を取るな。

ＧＭ：ええ！　……やがて、氷の霧は晴れて───その姿すがたがあらわになる。少女は、ひさしぶりに再さい会かいしたキミたちに声をかけた！




「げーっひゃっひゃっひゃあ！　ひさしぶーりだなあ、エーイプリルぅっ!?」




一同：ジュライかよっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

ノエル：ちょっとちょ……っ、よ、予想外の人が出てきました……っ！（大爆笑）

ＧＭ：え、ちがうのっ!?　みんなが言ってたの……ジュライじゃないのっ!?

クリス＆レント：ちげ──────っ!!（笑）

エイプリル：……まあ、いい。出てきたものは仕方ない。

ＧＭ：ジュライは、ワイヴァーンの背せ中なかに仁王立ちのまま降こう下か、キミらの船と並走する。「おい、エーイプリルぅ！　てめえ、面おも白しろそうなことしてるじゃねえかあ!?　あ？」

エイプリル：おい、ジュライ。

ＧＭ：「げひゃ？」

エイプリル：よそ見してると危あぶないぞ。

ＧＭ：「あ……？」〝……ゴイン！〟ジュライは、コースを外れ始めた軍ぐん艦かんの艦かん尾びにぶつかる。「げひゃーぁああぁあああぁ……」彼女は、叫さけびを上げながら雲海の中に落ちていった。

クリス：はや。

ノエル：な、なにしに来たんですかもうっ、も～ぅ……っ!!（笑いころげている）

ＧＭ：き、気を取り直して……。ややあって、キミたちの船はテニア上空へ到とう達たつする。眼下に浮うかぶ都市……その中央で白銀の光を放ち、翼つばさを休める神しん竜りゆう・ゾハールの巨体。

ノエル：い、いた……っ、お母さんはっ!?

ＧＭ：まだ竜の胸むな元もとにその姿は見える。吸きゆう収しゆうされきっては……いない！

クリス：よし、まにあった！

ＧＭ：ふいにゾハールはピクリと動き、ゆっくりとその首をもたげて……上空を見上げる。そしておもむろに、〝クォオオオォォォォ……っ！〟大気を揺ゆるがすほどの甲かん高だかい咆哮をあげた！　それに呼こ応おうするように、キミたちが持つ薔ば薇らの武ぶ具ぐと小箱が一いつ斉せいに鋭するどい光を放つ。

レント：こちらの〝薔薇の武具〟に気づいたか。

ＧＭ：そのとおり。武具もまた、自らが課せられた使命を一いつ刻こくも早く果たしたいかのように輝かがやき───同時に、クリス、エイプリル、レントはそれに気づいてぎょっとする。

クリス：それ……？

ＧＭ：武具や小箱が放つローズ色の光……そう。それと同じものを、光を、ノエルもまた放ち始めているのだ。

一同：……。

ノエル：じゃ、じゃあ……でも…あたしは、ちょっとだけ笑って言います。クリスさん、エイプリルさん、レントさん───ひとりひとりの顔を見て……。




「お母さんを助けるの……手伝ってください。

　そしてここが、あたしの旅の終わり。

　だからみんな……最後まで一いつ緒しよに───」




　落ち着いたノエルの笑え顔がおに、三人が言葉を失う。

　その沈黙を破やぶったのもまた、彼女だった。




「───行きましょう、みんなっ」




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：では、クライマックスシーンに入る───前に！　最後に１シーンだけ演えん出しゆつして、最後の戦いへと突とつ入にゆうしようっ！　舞ぶ台たいは……カナンだ！

クリス：お！

ＧＭ：街を守るその高い壁かべの上。ふたりの男が背せ中なか合わせとなって、周囲を取り囲む光の竜と対たい峙じしている。ひとりは大だい首しゆ領りよう───漆しつ黒こくのマントを風になびかせている。

レント：大首領！

ＧＭ：いまひとりは魔ま族ぞくの男───すなわち、ユージン。

クリス：ユージンも来てるのか！

ＧＭ：そうだ。補ほ給きゆうが続かなくなって戦せん闘とう力が落ち、さらには冒ぼう険けん者しやの数もそう多くないこのカナンを守るため、ふたりはここに立っている。ユージンは、面白そうに大首領に言う。「……人の街を守る悪の大首領というのも珍めすらしいものよ」

レント：では、大首領はこう言う。「……言わなかったか？　余は、地ち域いき住民に愛される地域密みつ着ちやく型がたの悪の組そ織しきを目指しているのだ」

ＧＭ：「そうか。では、お前の組織の行く末、それを見るのを老後の楽しみとしよう」

レント：「もっとも、ここを生き延のびることができれば、な」

ＧＭ：大首領の言葉に、ユージンは、フ、と笑みを浮かべ───「なに、あと数時間もてばいい。神竜を倒たおした四人が戻もどってくるのを、出で迎むかえてやるつもりだからな、余は」

一同：え……。

ＧＭ：だが、その言葉を言い終えるともに、ふたりを囲む数十の竜は一いつ斉せいに口を開き……光のブレスを撃うち放つ。全周囲から撃ち放たれた光が、ふたりに向かって収しゆう束そくし───。

ノエル：あ、ああ……っ。

ＧＭ：〝パアンっ！〟だが、ふたりに届とどく直前でブレスのすべては弾はじかれ、光は四散した。

レント：「防ぼう御ぎよ魔法……？」

ＧＭ：そうだ。ふたりが立つ場所から斜ななめ上……上空。開いた右手のひらを突つき出したまま、ひとりの少女が浮かんでいる。その瞳ひとみに強い決意の光を浮かべ───少女は囁ささやくように言う。




「……もう、こわれてもいいなんていわない。

　もう、ぜったいにだれも、きずつけさせない」




　顔をあげて、はるか虚こ空くうの彼方かなたにあるテニアが浮かぶ空を見み据すえ───。

　アルテアは、声をあげた。




「だから……のえる、ぜったいにかえってこい！」








　CLIMAX PHASE




◆Climax 01◆武ぶ具ぐか、人か




　虚空より大地を見つめる天空都市───テニア。

　その中央に、神は舞まい降おりた。

　天に向かって立ち上る銀の光は、この世界に新たな秩ちつ序じよをもたらすもの。




　破は壊かいという名の、秩序を。




ＧＭ：というわけでクライマックスに入ろう！　これが、ノエルとその仲間たちの……ひいては、八百年にわたって刻きざまれ続けた〝薔ば薇らの巫み女こ〟の運命に連なる、最後の戦いとなる。

レント：では、かろうじて不時着に成功した飛空船からはいずり出て……。

一同：不時着っ!?

ノエル：ぉ、お父さんの財ざい産さんの４／５が……っ。

ＧＭ：船は、テニアの外周部に不時着した。衝しよう撃げきで船体はひしゃげ……もうもうと黒こく煙えんを吐はき出している。船から這はい出て、ふとテニアの中央を見れば……そこに、柱のように、天に向かって発せられる銀の光が見える。

クリス：銀の光の柱……あの根本に……。

ＧＭ：そう、神しん竜りゆうゾハールはいる。

クリス：…………結局、〝第六の武具〟を使わずに戦う方法、なにもわからなかったな。

ノエル：……。

ＧＭ：もちろん……今回行ったのとは別の場所に赴おもむき、別のＮＰＣに会えばその情じよう報ほうやヒントが出るチャンスがもっとあった。が……。

エイプリル：ああ。結果として他を回ってたら時間でアウトだったな。

ＧＭ：うん。最後の戦せん闘とうできびしいことになってた。

レント：考えていても仕方がない。継けい承しよう者しや殿どの、行きましょう。まだチャンスがなくなったわけではありません。

ノエル：はいっ。

ＧＭ：では、キミらはテニア中央……神竜ゾハールが放つ、光の柱に向かって歩いていった。




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……やがて四人は、円えん筒とう形けいの柱の根本にたどり着いた。柱と言ってもその直径は百メートルほどはある。目の前に来ると、どこまでも高い空まで続く光のカーテンのようだ。そこに近づくにつれ、五つの武具と……そして、ノエルに刻まれた刻こく印いんが放つ光が強くなる。

クリス：たしかマビノギオンって、武具の取り扱あつかい説明書みたいなものだって言ってたよな。

ＧＭ：うん。力を解かい放ほうすれば、武具はより高みの力を保ほ持じすることとなる。

レント：……待てよ。その能のう力りよく、確かく認にんはできます？

ＧＭ：できる。力を解放すれば、その能力の内ない容ようはマビノギオンに記されることになる。

ノエル：ど、どうやればいいのでしょうっ？

ＧＭ：簡かん単たんだ。薔薇の刻印を持つキミが、ただその本の名を呼よんであげればいい。

ノエル：じゃあ……行きますっ───（静かな声で）……マビノギオン。

ＧＭ：声がかけられると同時に。ノエルの手にしたマビノギオンが浮うかび上がって勝手に開かれ、バラバラバラっとページがめくれ始める。

クリス：おお。

ＧＭ：やがて、特定のページが開かれて止まると、残る四つの武具が瞬しゆん間かん、鮮せん烈れつな光を放って……それまで銀色だったそれぞれが、銀にローズ色をまぜたような色へと塗ぬり替かえられた。というわけで───これが、薔薇の小箱と……薔薇の武具の最終能力だ！




●薔薇の小箱

《装そう着ちやく》

　イニシアチブプロセスに使用可か能のう。

　視し界かい内に存そん在ざいする薔ば薇らの武ぶ具ぐを装そう備びする。もとから装備していた武具は破は壊かいされる。

《第六の武具、解放》

　薔薇の刻印を持つ者が、五つの薔薇の武具を装備しているさい、宣言だけで使用可能。

　五つの薔薇の武具を装備する者を、第六の武具にする。




●第六の武具

《神竜結界破壊》マイナーアクション

　視界内にいる、神竜ゾハールが纏う結界すべてをラウンド終了時まで無効化する。

《神竜殺しの刻印》メジャーアクション

　視界内にいる、神竜ゾハールを［死し亡ぼう］させる。




　なお、第六の武具となった者は、戦闘終了時に［死亡］する。あらゆる手段をもってしてもこれを蘇生することはできない。同時に、第一～五の武具は世界中に散って、封印される。




クリス：小箱にもデータがあったのか!!

レント：というか第六の武具のデータ……なんと男らしい。

ＧＭ：ちなみに小箱は武具には含まれない。これは武具の付ふ属ぞく品ひんであり、最終安全装置だ。うん。本来、薔薇の刻印を持つ者は、五つの武具を装備すると自動的に第六の武具と化す。でも、薔薇の小箱を持っていると、五つの武具に封印がかけられ、《第六の武具、解放》を使用するまで第六の武具になることはなくなるのだ。

レント：なるほど、そういう意味の能力なのか。

ＧＭ：で、以下が武具のデータだ（と、データをオープンする）。




●マビノギオン

▼基き本ほん能力

　装身具に装備する。

　誰だれかが装備している間、シーンに存在している薔薇の武具は真の能力が使用できる。

▼真の能力

　逃にげられない結界を張はる。

　いつでも宣せん言げんのみで使用できる。そのシーンに登場しているすべてのキャラクターは［退たい場じよう］することができない。この効こう果かはそのシーンの間、持続する。

▼対神しん竜りゆう効果　メジャーアクション

　視界内にいる、神竜ゾハールが纏う結界のひとつを戦闘終了時まで無効化する。

　ただし、マビノギオンは真の能力と対神竜効果を失う。

　この能力を使用した場合、そのラウンドの間、他の武具の対神竜効果は使用できない。




●カラドボルグ

▼真の能のう力りよく

　ダメージロールを行なう直前に使用する。

　そのダメージロールに対して、対象の物理防ぼう御ぎよ力と魔ま法ほう防御力は０となる。

　この効果は一シナリオに三回まで使用できる。

　また、この効果を使用したそのダメージロールには修しゆう正せいが入る。この修正は、シナリオ中、カラドボルグの真の能力が何回目に使われたかで効果が変化する。

　一回日：＋２Ｄ６　　二回目：＋３Ｄ６　　三回目：＋４Ｄ６

▼対神竜効果　パッシヴ

　カラドボルグで神竜の【ＨＰ】を０にした場合、神竜ゾハールの持つ《無限再生》をラウンド終了時まで無効化する。




●アガートラーム

▼真の能力

　ダメージロールの直前に使用する。

　その攻撃のダメージロールに＋［CL×２］Ｄ６する。

　この効果は一シナリオに一回まで使用できる。

▼対神竜効果　メジャーアクション

　視界内にいる、神竜ゾハールが纏う結界のひとつを戦闘終了時まで無効化する。

　ただし、アガートラームは真の能のう力りよくと対神竜効果を失う。

　盾たてとしてのデータ（物理防御力）は残る。

　この能力を使用した場合、そのラウンドの間、他の武具の対神竜効果は使用できない。




●ウィガール

▼真の能力

　そのシーンに登場しているキャラクターがダメージロールを行なった直後に使用する。

　そのダメージロールの結果を０に変へん更こうする。

　この効果は一シナリオに一回まで使用できる。

▼対神竜効果　メジャーアクション

　視界内にいる、神竜ゾハールが纏う結界のひとつを戦闘終了時まで無効化する。

　ただし、ヴィガールは真の能力と対神竜効果を失う。

　防具としてのデータ（物理防御力や回かい避ひ修正など）は残る。

　この能力を使用した場合、そのラウンドの間、他の武具の対神竜効果は使用できない。




●カフヴァール

▼真の能力

　そのシーンに登場しているキャラクターが判はん定ていをした直後に使用する。

　その判定の結果をクリティカルに変更する。

　この効果は一シナリオに二回まで使用できる。

▼対神竜効果　メジャーアクション

　視界内にいる、神竜ゾハールが纏う結界のひとつを戦闘終了時まで無効化する。

　ただし、カフヴァールは真の能力と対神竜効果を失う。

　防具としてのデータ（物理防御力や回避修正など）は残る。

　この能力を使用した場合、そのラウンドの間、他の武具の対神竜効果は使用できない。




　　　＊　　＊　　＊




クリス：うわ、ずいぶんパワーアップしてるな。

レント：……。

エイプリル：それだけ敵てきが強いってことでもあるがな。

レント：………………………………あれ？

クリス：？　どうした？

レント：いや、ちょっと待って…………（データを読み返している）。

ノエル：ど、どうしましたっ。

レント：これ……ひょっとして………………。

クリス：もったいぶらずに言え。

レント：ＧＭ、それぞれの武ぶ具ぐの能力って……データ見る限かぎり、使用者の制せい限げんがないけど……これ、巫み女こ以外にも、使用可か能のう？

クリス：え？

ＧＭ：データに書いてある通りだ。

エイプリル：どういうことだ？

レント：ノエル……助けられるかも…………。

一同：ええっ!?

レント：たしかにノエルが第六の武具になれば、神竜は一いち撃げきで倒たおせる。でも、そうしなくても……あ、やっぱりうまく戦えば、倒せる!!

ＧＭ：…………（ニヤリとする）。

レント：カラドボルグの【ＨＰ】回かい復ふく阻そ止し能力って、第六の武具になってなくても使える───そうですよね、これ!?

クリス：……え？（データを読み直して）……あ、ほんとだっ!?　ノエルが第六の武具にならないと効果がないものと思い込こんでたっ!?　これ、カラドボルグそのものの能力だ！

ＧＭ：……そのとおりっ！　巫女が第六の武具にならずとも、神竜を倒す能力はそれぞれの武具に備そなわっている。ただ、それは確かく実じつ性せいに欠けるのだ。

クリス：というと？

レント：各かく武具の、対神しん竜りゆう能力は一ラウンドにどれかひとつしか使えないからか。つまり、ゾハールの四つの結界を武具の効こう果かで取り除のぞくだけで四ラウンドかかることになる。その間、我われ々われは神竜からの攻こう撃げきを一方的に受け続けるわけで……。

ＧＭ：そのとおり。しかも、結界を取り除いたあとも、ゾハールの膨ぼう大だいな【ＨＰ】をけずりつつ、しかもカラドボルグで【ＨＰ】を０にしないとならない。

エイプリル：なるほど───それは、厳きびしそうだな。

ＧＭ：つまりだ。神竜ゾハールを倒すために、巫女は〝武具〟としてそれに挑いどむのか、あくまで〝人〟として挑むのか……その選せん択たく肢しがそこにある、ということだ。さあ、どうするノエル。選ぶのは、キミだ。

ノエル：え、あ……。

クリス：言うまでもない！　そうだろっ!?

レント：もちろんだ。

エイプリル：ああ。

ノエル：で、でも……失敗するとみんな死んじゃうかも……。

クリス：ノエルの肩かたを掴つかんで言う！　ノエルさん、あなたは言ったはずだ。「最後まで、我々と一いつ緒しよに」と。我々はその約束を果たすのみ！

ノエル：あ……。

クリス：敵の四重の結界を突とつ破ぱし、あなたをゾハールに斬きり込める位置までなんとしても送り込む。これまでもそうだったように、私は……いや、我々はあなたの盾たてとなろう。そうだろう、みんなっ？

レント：……やれやれ、暑苦しい男だ。これだから神殿は。

クリス：なんだと。なんか文もん句くがあるのか。

ノエル：え……？

クリス：ん？

ノエル：あ、いえ……。

レント：で、だ。クリス＝ファーディナント。わたしが大だい首しゆ領りようから言い渡わたされた任にん務むは、ノエルを守ること。その身を盾にすることになんの異い存ぞんもない。

エイプリル：俺おれも、フッと笑って……頷うなずく。

クリス：ノエルさん。我々も最後までつきあう。あなたが目指したものを、その手でつかみ取るんだ。

ノエル：クリスさん……か、かっこいいじゃないですかっ……（ぽん、と肩を叩たたく）。




　肩を叩いた時、その妙みような間に一同爆ばく笑しようする。




ノエル：と、そんな冗じよう談だんを言いつつ……。

レント：ええ、行きましょう、時間がありません。

ノエル：では、最後に……みんな、ありがとうってお礼を言って───。




　ノエルは、振ふり返ってカラドボルグを引き抜ぬき、刃やいばを銀のカーテンの向こう側にいるであろう神竜ゾハールに指さし示しめす。




「……お母さん、必ず助けますっ！」







◆Climax 02◆仲間と共に、手をとりあって




　ゾハールの放つ、銀光。

　ぬめるような光の中を歩き───やがて、視し界かいがふいに開ける。

　四人が集めた視線の先に

　……ノエルの未来につながるすべてがあった。




ＧＭ：では……最終決戦に移うつろう！　では、ここでちょっと計算！　ノイエが取り込まれるまでの時間は……テニアに付くまでにかかった時間に依存する。

クリス：七十時間だったな。

ＧＭ：具体的にはこんなルールになってるのだ。





かかった時間　　　最終戦せん闘とうのラウンド数

　　～60　　　　　七戦闘ラウンド

　　～65　　　　　六戦闘ラウンド

　　～72　　　　　五戦闘ラウンド

　　73～　　　　　五戦闘ラウンド。ただし、戦闘中の特とく殊しゆイベントが発生しない。






クリス：ぎ、ギリギリっ。ゾハールの結界を剥はぐのに四ラウンドかかるから……。

レント：一ラウンドでゾハールの【ＨＰ】を削けずらないといけないのか。

ＧＭ：ちなみに、ゾハールの【ＨＰ】は４００以上ある。

一同：…………。

クリス：ま、まさに、ギリギリ。

レント：しかし能のう力りよく全開で戦えば、我われ々われが戦える時間もせいぜい五、六ラウンド。それ以上はいずれにせよもたない。

エイプリル：たしかにな。

クリス：初めからトバしていけってことか！　そう言って剣けんを抜く!!

ＧＭ：では、キミたちは今───神しん竜りゆうゾハールの前に立った。ゾハールは、キミたちが来るのを待っていたかのように、最初から首をもたげ……四人に視線を落としている。その圧あつ倒とう的な存そん在ざい感かんに、キミたちの生物としての本能が恐きよう怖ふするのがわかる。

クリス：な、なんだ……この、身体からだの内からくる震ふるえは。

ＧＭ：ゾハールは光を放つ四重の結界に覆おおわれており……その手前には、三匹びきの光の竜が待ちかまえいる。そして、『……ほう』。感心したように、そしてどこかほっとしたような声を出す。

ノエル：しゃ、しゃべった。

ＧＭ：しゃべったというよりは、心の中に直ちよく接せつコンタクトしたんだ。




『……面おも白しろい。次の世代の巫み女こよ───やはり、武ぶ具ぐの力に恐怖したか』




ノエル：き、恐怖？




『そうだ。すべての武具をお前が纏まとっていないのが、その証しよう拠こであろう。

　お前自身が武具になることを選べば、我を滅めつすることはたやすかろう』




クリス：ちがう!!　我々は、ノエルは、武具ではなく人として戦うことを選んだだけだ。




『口では、なんとでも言えるものよ。

　まあ、我にとってもその方が都合がいい。

　巫女と武具、このふたつを滅めつせれば我に敵てきはない───。

　あと数分……数分で、この世界は我のものとなる。

　喜ぶがいい。

　名めい誉よに思うがいい。

　お前たちは、この世界が終わる……その証しよう人にんとなるのだ』




ノエル：な、なりませんよそんなのっ。

クリス：そうだ。貴き様さまは……倒たおす！　我々四人で……っ！

ＧＭ：「いいえ、五人です」

一同：は？

ＧＭ：キミたちの背はい後ごからかけられる声。振ふり返れば、そこに立っていたのは……。「ノエル様、あたしもこの戦いに加えてください」笑顔で、ガーベラがそう言った。

ノエル：ガーベラさんっ!?

クリス：い、生きてた！　先せん輩ぱいと戦ってたからもうダメかと……！

ＧＭ：「その話は、あとにしましょう」ガーベラは、脚あしを引きずりながらノエルの前に歩いてくる。見れば、彼女は満まん身しん創そう痍い───装そう備びもボロボロだ。

ノエル：ガ、ガーベラさん……大だい丈じよう夫ぶなんですか!?

ＧＭ：それには答えず、ガーベラは笑え顔がおを浮うかべて膝ひざを突き、頭を下げながら言う。「ノエル様───もはやあたしに戦う力はありません」

ノエル：じゃ、じゃあ……？

ＧＭ：「あたしは、ノイエ様に仕える騎き士し。主を守るために、救い出すために……せめて、今はあなたの盾たてとしてお使いください」

ノエル：つ、使うって……だ、だから物じゃないんですからっ。

ＧＭ：「ノイエ様をお救いできる助けになるならば、物でいい」

クリス：ガーベラ、前にも言ったはずだ。人工生命は〝物〟じゃない。……ＧＭ、ここはノエルがガーベラに騎き士し叙じよ勲くんを与えるってどうだろう？

ノエル：叙勲？

ＧＭ：そう。この戦いが終わるまでの間、彼女をノエルの騎士として任にん命めいするってことだ。

ノエル：あ、じゃあそうしますっ。

クリス：では、私の言う通りにしてください、と……儀ぎ式しきのやり方を教えます。

ＧＭ：ＯＫ。では、ノエルがガーベラから渡された剣を彼女の肩かたに当て……騎士に任ずることを伝える。するとガーベラは、答えるのだ。「薔ば薇らの巫女の騎士ガーベラ、お受けいたします」そしてスッ、と立ち上がり……「これであたしはあなたの騎士として、人として戦えます」

ノエル：よかった～っ。

レント：継けい承しよう者しや殿どの、ガーベラにマビノギオンを。そのために、出てきたんですよね？（笑）

ＧＭ：……（笑）。

ノエル：じゃあ、ガーベラさんに渡わたします。

ＧＭ：「主の命ずるままに───」そう言って、マビノギオンを装備する。なお、今のガーベラに戦せん闘とう力はない。使えるスキルは《カバーリング》のみ。防ぼう御ぎよは物理・魔ま法ほうとも０、【ＨＰ】も１００しかない。そして、ＰＣの言うとおりの行動を行う。行動値ちは14だ。
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クリス：あ、あんなにも強かったガーベラがこんなにもボロボロに……それでも主を守るために……しかも盾になるためだけに……ちょっとホロリと……。

ＧＭ：そんなクリスの視し線せんに、ガーベラは気づき───微笑ほほえみを返す。

クリス：赤くなります。

エイプリル＆レント：なるな。

ＧＭ：「さあ、始めましょう───ノエル様！」

レント：継承者殿！

エイプリル：ノエル！

クリス：ノエルさん！




　仲間が……みんなが呼よぶ声に、ノエルは大きくうなずき───。




「……はいっ!!」




　ノエルの笑顔と共に、最後の戦いは始まった。




　　　＊　　＊　　＊





現げん在ざいの行動値

　神竜　　　……66

　光の竜　　……29

　エイプリル……16

　ガーベラ　……14

　ノエル　　……９

　レント　　……９

　クリス　　……６






レント：さて───まずは《ヘイスト》!!　対象は自分！　光の竜が行動値29だから……フェイト２点使用！（ダイスを振る）……よし！　このラウンド、わたしの行動値は34！

ノエル：《クィックステップ》と《ウォーターステップ》！

レント：《陣じん形けい》でノエル、クリス、ガーベラは光の竜とエンゲージ、エイプリルは独どく立りつを！
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　だが飛び込こんでくる三人には目もくれず、ゾハールは大きく息を吸すい込み───右う翼よくに立っていたエイプリルに向けて（ダイスでランダムに攻撃対象を決めた）ブレスを吐はいた。

ＧＭ：マイナーで《神気》、メジャーで《光のブレス》！（ダイスを振ふる）……命中は33！

レント：その攻撃はよけろ。結界破は壊かいの能力を使う前にひとりでも倒たおれられると計画が狂くるう。

エイプリル：（渋しぶい口調で）無茶な戦せん闘とう指示だな。が……！（ダイスを振る）……ダイス目は１、１、５！　カフヴァールの能力使用！　判はん定ていをクリティカルに！

ＧＭ：光のブレスはエイプリルの残ざん像ぞうを捉とらえたのみ！　的を外した一撃は地面に直撃……テニアの大地を撃ち抜ぬいて地上まで到とう達たつ！　そこに巨きよ大だいな火柱を噴ふき上げる！（一同大だい爆ばく笑しよう）

一同：やりすぎやりすぎっ!!（大爆笑）

クリス：な、なんという威い力りよくだ！（笑）

レント：ここでわたしの番！《ウォータースピア》を《マジックブラスト》で範はん囲い拡かく大だいする！　光の竜のエンゲージに攻撃！　命中にフェイト１点使って……！（ダイスを振る）……命中23！

ＧＭ：いきなり来るかっ!!（ダイスを三回振って）が……だめ、全部巻まき込まれた！

レント：アガートラーム起動！　ダメージロールは６Ｄ＋アガートラームの追加ダメージ18Ｄに固定値で……（ダイスを振る）合計で───91点っ!!

一同：91───っ!?（笑）

ＧＭ：瞬しゆん間かん、ゾハールの銀光すら凌しのぐ青い光が巻き起こる。光は、上空に集まっていた雲すら吹ふき散らし……！　光が解とけた時、光の竜は三匹びきとも苦しみ、小こ刻きざみに震ふるえている。くそ、死にはしないが光の竜が三匹とも［放心］した！
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レント：そのための《ヘイスト》だ、と、見下すように言う。




　レントの考えは見事にはまった。続く三匹の竜はブレスを放つが、［放心］によって命中判定に受けたダイスペナルティのせいで、次々と的をはずす。

　ノエルのみ直撃を受けるが───ガーベラがそれを《カバーリング》！

　ガーベラ自身が受けるダメージも、クリスとレントの防ぼう御ぎよ魔ま法ほうで18点に押おさえ込む。




ノエル：ご、ごめんなさいごめんなさい……っ、ボロボロの身体からだにむち打ってるのに……っ。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ。ノイエ様やノエル様の痛いたみに比くらべれば！」それはあくまでも笑え顔がおで───。

クリス：今まで三度も死し闘とうを繰くり広げてきたガーベラがノエルを守っていることに感動する。

ノエル：そ、そうですよね……っ、こ、これまで何度も戦って……ドロップ品までもらって……あのお金はすごく助かっ……。

ＧＭ：「……ノエル様」

ノエル：は、はい？

ＧＭ：それは、あくまで笑顔で───「あとで、お話がありますので」（一同爆笑）

ノエル：すすすいませんすいません……っ!?（一同大爆笑）




　続くエイプリルの攻撃……《アローシャワー》で範囲を拡大された弾だん丸がんの雨は、満足に身動きのできない光の竜たちの鱗うろこに弾だん痕こんを穿うがつ。

　光の竜が受けたダメージの合計は、いきなり98に達する（最大【ＨＰ】は１３２）。




レント：次、ガーベラ！　マビノギオンを！

ＧＭ：「はいっ！」ガーベラが魔ま導どう書しよマビノギオンを開いて掲かかげ───「薔薇の巫女の守護者ガーベラの名において、古の契けい約やくに基もとづき己おのれのが使命を果たせ……マビノギオン」その言葉と共に、ゾハールの纏まとう結界の一枚まいがおもむろに揺ゆらぎ、光となって破は砕さいする！

一同：おおっ！（笑）

ＧＭ：そして……役目を終えた第五の薔ば薇らの武ぶ具ぐマビノギオンは力を失い───古ぼけたただの古書となってガーベラの手に落ちる。

レント：……次は、継けい承しよう者しや殿どの！　光の竜に……っ。

ノエル：《ブランディッシュ》ですねっ。あと……《スマッシュ》も！




　うなずくレントに応こたえ、カラドボルグで光の竜をなぎ払はらう。

　ダメージロールで振ふったダイスは《連携攻撃》が入って４Ｄで……出目は４、５、５、６！




一同：出目すげえっ!?

ノエル：や、やった……っ、やった！　今日は調子がいいかもっ!?

ＧＭ：なんだこの主人公！　ここ一番の時のダイス目はさすがだ……っ、って……お？　光の竜への合計ダメージ………………１３１。あと１点で死んでた（一同大爆笑）。

ノエル：あ、あぁあぁあああぁあああ～……っ。

クリス：お、オチをつけるのもさすがだ。しかし、あとはまかせてください！　今回憶おぼえた新スキルを試す時！　……《リバウンドバッシュ》っ!!




　クリスが、力をため込んだその剣けんを竜の群むれにたたき込む。

《リバウンドバッシュ》……攻撃力を上げる《バッシュ》の対象を、エンゲージ全体に拡大するスキルである。

　この一撃で、三匹の竜は無数の光の粒つぶとなって───吹き散った。




ＧＭ：ぜ、全ぜん滅めつか！　三匹の21レベルエネミーがたったの１ラウンドで!!　では、クリンナッププロセスに突とつ入にゆうするが……ここでイベントが発生する！

ノエル：イベント？

ＧＭ：そう、ここから毎ラウンドのクリンナッププロセスで、ノエルは意い識しきのないノイエに〝呼よびかける〟ことができる。判はん定ていは【精せい神しん】を使い……戦せん闘とう終しゆう了りようまでに、何回これに成功するかで、ノエルたちにとって有利なことが起こる。

一同：おおっ！（笑）

エイプリル：つまり、ノイエが目覚めると一いつ緒しよに戦ってくれるってことだな。

ＧＭ：そういうこと！　さあ、最初の〝呼びかけ〟判定を！　難なん易い度どは……12！

レント：《ダンシングヒーロー》を！　それでダイスが一個こ増ふえます！

ノエル：はい！（ダイスを振る）…………16！　成功ですっ。お、お母さんっ……助けに来たよ！　それと生きてたんだよ、お父さん！　悪の組そ織しきをやってた……っ！（一同大爆笑）

ＧＭ：ピクリ───ノイエが、ノエルの声に反はん応のうした。

クリス：眉み間けんにしわを寄よせていそうだ。悪の組織やってたって……（笑）。

エイプリル：わりと世をはかなむとこだよな……（笑）。

ＧＭ：（笑）。では次のラウンドに入る……のだが。全員、そこで気づいたことがある。結界が一枚破は壊かいされて、たしかにゾハールの防ぼう御ぎよ能のう力りよくは落ちたはずなんだが……その威い圧あつ感かんはさっきより増ましている。

一同：は!?

レント：まさか……もしや、結界を破壊するたびに、強くなってる……？

ＧＭ：そのとおり！　結界が一枚消えるごとに、ゾハールは新たなスキルを使用することができるようになる！

一同：ええ──────っ!?

ＧＭ：自分の攻撃能力を、結界発生の能力にまわしている……そんな設せつ定ていだ。

レント：……ここから先は、結界を破壊し終えるまで、生き残ることが目的だ。と、クリスとガーベラを見る。




　レントの言葉に───ノエルの前で構かまえをとるクリスとガーベラが、うなずきあった。




　そして戦いは次のラウンドに突入した。

　セットアッププロセスでおのおのが《ウィークポイント》や《ファイアステップ》などを使用したのち───ゾハールが最初の行動を取る。
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ＧＭ：ゾハールは、その巨きよ大だいな爪つめで……《連続攻こう撃げき》！　ターゲットは単体、ランダムに決める……（ダイスを振って）……うわ、ガーベラに！




　目で捉とらえることすらかなわぬ、連撃。

　気づいた時には、ガーベラは苦悶のうめきと共にその場に崩くずれ落ちていた。




クリス：ダメージ90と91ぃっ!?　それは耐たえられん!?

ノエル：ガーベラさん……っ！

クリス：だ、大だい丈じよう夫ぶ！　私が《レイズ》を持っています！




　───生き残ることが目的。

　戦いは、レントが言ったとおりの展てん開かいとなった。

　結界が一枚まいでも残っている限かぎり、ノエルたちはゾハールにダメージを与あたえられない。

　エイプリルもノエルも、ポーションを飲んで【ＭＰ】を回かい復ふくすることくらいしかできない。




レント：では、わたしの行動で……アガートラームの対神しん竜りゆう効こう果か起動！

ＧＭ：ぬ！　再ふたたび、ゾハールを包む光がゆらぎ……結界の一枚がはじけた！　同時に、それまで輝かがやきを放っていたアガートラームはふいに光を失い……錆さび色のただの鉄の籠こ手てとなる。

クリス：ア、アガートラームが……。

ＧＭ：造つくり出されてより八百年……〝銀の籠手〟は、役目を果たして今───。

ノエル：あ、あぁ……。

クリス：な、なんだこの寂さびしさは……っ。

ＧＭ：このキャンペーン中、ずっと冒ぼう険けんを共にしてきたアイテムだからな……。

クリス：いや、めげてる場合じゃない！《レイズ》……っ！　ガーベラを蘇よみがえらす!!

ＧＭ：ガーベラは鞘さやに入ったままの剣けんを杖つえがわりに、ゆっくりと起き上がる。「……感かん傷しようにひたるのは、あとでも……できます。今は……っ！」




　続くクリンナッププロセス───ノエルは〝呼よびかけ〟の判はん定ていに成功。

　竜に取り込こまれつつある中、ノイエの意い識しきはしだいに覚かく醒せいへと向かう。




　そして戦いは次のラウンドへ。

　二枚目の結界を破やぶられたゾハールは、その巨きよ体たいに異い変へんを起こし始めていた。

　その巨きよ躯くを大きく震ふるわし、肩かた口ぐちより体たい液えきをまき散らしながら生え出てきたのは……もう一本の───首と頭。
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一同：うは！

クリス：あ、あれが神……？　いやっ、この化け物が……！

ＧＭ：これにより、ゾハールは《二回行動》を得た。セットアップで《二回行動》使用！《連続攻撃》で攻撃対象は……ノエル！

ノエル：こ、こっち来ました……っ!!　で、でも今日はダイス目いいですから……っ。




　ノエルに襲おそいかかる竜の爪つめ……彼女の回かい避ひ判定、そのダイス目は───ファンブル。

　期待を裏うら切ぎらないというのも、ここまで来ると奇き跡せきである。




クリス：……プ、《プロテクション》！（ダイスを振ふる）……13点軽けい減げん！

レント：《サモン・アラクネ》！（ダイスを振る）……37点軽減！

ＧＭ：ノエルを守るように展てん開かいする二枚の防ぼう御ぎよ光こう壁へき！　ダメージは……21か！

ノエル：の、残り【ＨＰ】52ですっ。

クリス：お、けっこーなんとかなる！

レント：いや……いやっ！《連続攻撃》だからもう一発くる！　そっちにはもう《プロテクション》も《サモン・アラクネ》も使えない！

ＧＭ：そのとおり！《連続攻撃》二回目……！（ダイスを振る）




　再ふたたびノエルを捉とらえた爪のたたき出したダメージは93点。

　ここでレントとノエルは、しばし考え……出した結けつ論ろんは───。




レント：……五〇〇〇円を破やぶきましょうっ!!

ノエル：五〇〇〇円を破きますっ!!




　五〇〇〇円を破く……すなわち、生命の呪じゆ符ふを使用したのである。

　これでノエルは【ＨＰ】１となって生き残り、ただし、このラウンドは行動済ずみとなった。

　レントが再び《ウィークポイント》を使用したところで、セットアップは終しゆう了りようした。

　続く行動は再びゾハール───その口から吐はき出した光のブレスが、ノエル、クリス、ガーベラの立つエンゲージに吹ふき荒あれる。




ＧＭ：先に言っておこう。このブレスのダメージは……20Ｄ６！　さあ、どこまで耐たえる!?

クリス：に、20Ｄ……っ。

レント：───ガーベラ、再びノエルを《カバーリング》。

ノエル：え、ぇえ……っ。

レント：大だい丈じよう夫ぶ……これでほぼ理想の陣じん形けい。

ノエル：な、なぜっ……!?

レント：《プロテクション》《サモン・アラクネ》は全力でクリスに───。




　吹き荒れるブレスの光がおさまった時、再びガーベラは地に這はっていた。

　が、一方のクリスは火力のすべてを持ち前の防御能のう力りよくと魔ま法ほうで……ダメージ０に抑おさえ込む。




レント：これでほぼ負けはない。ガーベラには悪いが、彼女にはこのあともずっとノエルを《カバーリング》してもらう。で、クリスが彼女を《レイズ》する。これを繰くり返せば……。

クリス：絶ぜつ対たいにノエルにダメージが入らない、か。あまり好みな戦法ではないが……っ。

レント：好みがどうとか言ってる場合ではない、クリス＝ファーディナント。目的を最さい優ゆう先せんすること───これが大事だ。

クリス：わ、わかってるわ！　……こう文もん句くを言いつつ、ふと頭の中でつぶやきます。

ＧＭ：頭の中？　なぜ……。

クリス：口に出して言いたいことじゃないからだ。こう、頭の中で思う。気に入らないが、この的てき確かくな戦せん術じゆつ指し示じ───……。




「……まるでお前と一緒に戦っているみたいだ───トラン」




　　　＊　　＊　　＊




　戦いの流れは、安定したかのように見えた。

《ヒール》や《ポーション》で回復しつつ結界を剥はがすまで、とにかく耐える。

　そしてこのラウンド───エイプリルは、宣せん言げんする。




エイプリル：……カフヴァール、対神しん竜りゆう効こう果かを起動。

ＧＭ：ゾハールを取り巻まく光の幕まくがまた一枚まい、はじけて消えた。能力の起動と同時に、はめ込まれた宝ほう石せきも砕くだけて飛び散り、そしてカフヴァール自身も光を失った。

ノエル：あ、ぁあ～……。

ＧＭ：留とめ金が砕け、カフヴァール自身もはじけて床ゆかに落ち、無む機き質しつな金きん属ぞく音を鳴らす。エイプリルの長い髪かみが───ばさっと乱みだれた。

エイプリル：……。

レント：これで三枚目の結界突とつ破ぱ。勝てる……っ。




　レントがそうつぶやく。

　しかし安あん堵どは直後、戦せん慄りつに変わることになる。

　予定どおり、クリスがガーベラに《レイズ》をかけた時───放たれた魔法の光はくだけて霧む散さんした。




ＧＭ：ゾハール……《カウンタースペル》を使用。《レイズ》を打ち消す。

クリス：な……そんなもの持ってるのかっ!?　三枚目の結界の代わりの能力か……？

ＧＭ：そのとおり！《カウンタースペル》は毎ラウンド一回使えるから、もう《レイズ》を使うのは無理だな。

レント：や、やるな……っ。息つく暇ひまをもらえない！




　そして迎むかえたクリンナッププロセス。

　ノエルは判はん定ていに成功し───戦いは四ラウンド目に突入した。
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　第四ラウンド、セットアッププロセス───。

《二回行動》によって得た行動で、ゾハールはノエルとクリスのエンゲージ全体に……光のブレス。

　命中判定───クリティカル。

　破は壊かい力を増ました光は、ふたりを容よう赦しやなく包み込む……が、破壊の力がおさまった時、そこには淡あわいローズ色に輝かがやく〝結界〟に覆おおわれ、無む傷きずで立つふたりの姿すがたがあった。

　クリスがウィガールの能力を解かい放ほうし、ダメージを０に軽減したのである。

　次いで、セットアップで使用するスキルを使用したのち───。




ＧＭ：く……。ここで再びゾハールの行動！　ウィガールの効果が消えたところに再び光の……ブレス!!（ダイスを振ふる）

レント：ここは……ダメージ覚かく悟ごか。《カバーリング》すればクリスが死ぬかもしれないし……いや、魔法で一いち応おう防ふせげるか？

クリス：考えても始まらない！　ダイスを振ってから考える！（ダイスを振る）……失敗！

ノエル：あ、あたしも……っ（ダイスを振る）……クリティカル───っ!?

ＧＭ：なに──────っ!?

ノエル：や、やったやった……っ、やりましたよ……っ!!

レント：よし、これで楽になった……っ!!

ＧＭ：ガーベラがいなくなってここからピンチだったのに!?　ノ、ノエル……っ、そ、そこはピンゾロ出すとこだろうっ!?

一同：無茶言うなっ!!（笑）




　そしてこの直後───さらにＧＭは閉へい口こうすることになる。

　ＧＭの思おも惑わくでは、ここで大きく【ＨＰ】を減へらすはずだったクリスはふたつの防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを受けて……ダメージは０。

『馬ば鹿かな……』

　思わず、ゾハールが───つぶやく。




レント：ではここでクリス以外、行動を［待機］！　今、気づいたが……先にクリスに結界を破は壊かいしてもらえれば、このラウンドからゾハールに攻こう撃げきを仕し掛かけられる！

一同：……たしかに!?

ＧＭ：（……気づかれた）

クリス：では……ウィガールの対神しん竜りゆう能のう力りよく───起動っ!!

ＧＭ：ゾハールを取り巻く光のカーテンが……最後の結界がゆらぎ、そしてはじけたっ！　怒いかりと共にあがった咆ほう哮こうが大地を震ふるわせる。そして───。

ノエル：あ～……。

ＧＭ：第二巻かんみっしょん04、ガーベラとの戦いで入手した第三の薔ば薇らの武ぶ具ぐウィガールもまた、ここに光を失って……ただの鉄てつ鎧よろいとなった。




　アガートラーム、カフヴアール、ウィガール、マビノギオン。

　五つの薔薇の武具のうち、すでに四つがその役目を果たし───力を失った。

　みなの視し線せんは、自然とノエルが右手に握にぎる剣つるぎへと集まる。




クリス：さあ……ここからだっ！　ノエルさんっ！

ノエル：はい！　い、行きますよぉ～……っ！《スマッシュ》、《バッシュ》……それと───カラドボルグっ!!




《ダンシングヒーロー》を伴ともなったノエルの、カラドボルグの一撃。

　それは神竜ゾハールの鱗うろこをすり抜ぬけ、その本体を───直ちよく接せつ貫つらぬき通す！

《ボルテクスアタック》すら使わないこの攻撃、ゾハールに与あたえたダメージは67点に及およんだ。

　続くレントは、少し悩なやんだ末に、《フェイス：アーケンラーヴ》を《マジックブラスト》で拡かく大だい、ノエルとクリスに付ふ与よする。

　これで、ふたりの次の攻撃に対し、ゾハールは回かい避ひを行うことができない。

　───〝勝てる〟。

　再ふたたび、全員がそんな確かく信しんめいた考えを頭に浮うかべ──────

　そして、すぐに潰ついえる。

　次にエイプリルが放った二発の弾だん丸がんはそれぞれ45点、38点のダメージを発はつ揮きするも……その鱗の前に火花を散らしただけだった。




　ゾハールに与えたダメージ、０。




エイプリル：なにいっ!?

一同：……ま、待てっ!?

クリス：こいつ防御力いくつだよっ!?

レント：ご、50……くらいかっ!?　だとすると、必ひつ殺さつ技わざクラスのスキル使わないとダメージ入らないぞっ!?

クリス：【ＨＰ】……４００オーバーって言ってなかったかっ!?




　プレイヤーたちの顔色がまともに変わる。

　許ゆるされた戦せん闘とうラウンド数は、五……あと一ラウンドを残すのみである───。




『さあ、絶ぜつ望ぼうせよ───神に唾つば吐はく愚おろかな生き物よ』




　そして、運命の第四ラウンド───クリンナッププロセスはやってきた。




ＧＭ：と、ここで再びノエルの〝よびかけ〟判はん定ていが発生する！

ノエル：は、はい……っ。

ＧＭ：四ラウンド目、判定の難なん易い度どは16になっている。

ノエル：《ダンシングヒーロー》に、フェイトも一点使いますっ。お、お母さん……目を、あけて……っ！（ダイスを振ふる）あ、低……っ!?

レント：いや……いやっ、ちょうど16！

ＧＭ：む、すると───これまで判定は全部成功か!!

ノエル：ぜんぶ全部ですよっ！

ＧＭ：では、ここで「……ノエ、ル？」ふいに、それまで眠ねむるように瞳ひとみを閉とじていたノイエの目が開く……！

一同：お、おお！

ノエル：お母さん……気づいたっ!!

ＧＭ：もはや首元まで神竜に取り込こまれたノイエは、その視線だけで周囲がどうなってるのか……把は握あくに努める。そして、眼がん下かで涙なみだを、笑え顔がおを浮かべるノエルをみつけ……言葉を紡つむぐ。

ノエル：お母さん……。




『ノエル……みなさん、ここまで良くがんばりましたね。

　ここからは、わたしも……戦います。

　これがおそらくは、〝薔ば薇らの巫み女こ〟としての私の最後の務つとめ』




ＧＭ：そう言いながら、ノイエは再び静かに瞳を閉じて……その身に残された、最後の魔ま力りよくを解かい放ほうする！　ノイエを中心に、ローズ色の光が噴ふきあがり、やがてそれはゾハールの全身を包み込む。

クリス：なんだ？　なにが起こっている！

ＧＭ：その光の中、ゾハールの鱗は砕くだけ始め───。

一同：お、おお……！

ＧＭ：そして迎むかえる最終ラウンド……！　第五ラウンドの最後まで……」




「……ゾハールの防ぼう御ぎよ力は物理・魔法とも、０になる！」




　　　＊　　＊　　＊




『薔薇の巫女……最後の最後まで我われを苦しめる……っ』

　ゾハールの怒ど声せいと共に最終ラウンドは開始された。

　そのセットアッププロセス───すべての結界が破は壊かいされ、さらなる火力を得たゾハールは、怒いかりにまかせ、空に向かって一条じようの光を撃うち放つ。

　数秒の沈ちん黙もくののち……空中に世界を包み込むほど巨きよ大だいな光の魔法陣じんが形成された。
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ＧＭ：その魔法陣から、無数の流れ星が落ち始める！　もちろん、キミたちに向かって！

クリス：な、なんだそのハデな攻こう撃げきっ!?




『我わが星の光に砕けよ───』




　勝ち誇ほこった言葉と共に、テニアに撃ち落とされた無数の光は……しかし、落ちきる前に砕け、四散する。

　気がつけば、エイプリルが天高く腕うでを突つき上げ、その拳こぶしを開いていた。




エイプリル：……《インタラプト》。




　続けてレントが最後の《ウィークポイント》をノエルとクリスにかけ、戦いはメインプロセスに突とつ入にゆうした。

　ゾハールが、天で打ち砕かれた光を見上げ───怒声を上げる。




『……一度防ふせいだとて、あとはどうする！』




ＧＭ：再ふたたび……空より流星雨のごとき光が降ふり注ぐ！（ダイスを振る）……命中は25！

レント：誰だれかひとりでもよけられるか……っ。

エイプリル：《ギフト》使用……（ダイスを振る）……失敗！

レント：フェイト一点使用するが……（ダイスを振る）失敗！

クリス：（ダイスを振る）無理！　回かい避ひ失敗！

ノエル：（ダイスを振る）……こっちも無理です～！

クリス：ノエルを《カバー……

レント：《カバーリング》するなクリス！　二発分くらってお前が倒たおれることになったら、ゾハールに与あたえるダメージソースが減へる！

クリス：な、なるほど……っ。

ＧＭ：次々と着ちやく弾だんする光！　それはテニア全体に降り注ぎ……『滅めつせよ……薔薇の武ぶ具ぐ！』ダメージは……（ダイスを振る）……う、低いかっ!?　全員に……68点！

レント：そ、それなら……!?

エイプリル：68!?　魔法防御さしひいて……残り【ＨＰ】１！　生きてる！

クリス：こっちは48ダメージなので、生き残り！　ノエルに《プロテクション》!!　軽けい減げんするダメージは……うおっ、高！　21点！

ノエル：じゅ、16点残った───っ！

レント：ならば、自分に《ガーディアン》！　そのダメージを０に！

ＧＭ：ぜ、全員生き残った……っ!?

レント：よ、よしっ！　これで全員が全力でダメージを与えれば……ギリギリ４００オーバーいけるはずっ！　エイプリル！

エイプリル：……ああ！《デスターゲット》＋《ダブルショット》……っ！（ダイスを振ふる）

ＧＭ：（ダイスを振る）……回避失敗！

エイプリル：では、ダメージロールに……《ブルズアイ》！　ダメージ＋９Ｄ６！（ダイスを振る）……ダメージ合計69っ!!

ＧＭ：（ダメージを書きとめ）……まだまだっ！

エイプリル：《ダブルショット》……二発目！（ダイスを振る）

ＧＭ：ゾハール、回避判定！（ダイスを振る）……うおあっ、クリティカルぅ!!　二発目の弾だん丸がん、よけた！

一同：えぇ──────っ!!

エイプリル：い、一発目をクリティカルされなくて助かった………というべきか。

レント：まあ、ここから……挽ばん回かいっ！《ウォータースピア》（ダイスを振る）命中は18！　命中したら、ダメージロールに《マジックフォージ》を乗せま───。

ＧＭ：回避は……（ダイスを振る）……出目11！　よ、よけたっ!?

一同：なにぃ────────────っ!?

レント：ま、まずい……っ、《マジックフォージ》分が入らないのは……だ、だめかも！

クリス：ま、またかっ!?　またＧＭにダイスの神様が降おりてきたのかっ!?

ノエル：ま、またですか……っ。

クリス：そ、それでも全力で攻撃！《バッシュ》のみだが……《フェイス：アーケンラーヴ》がかかってるので、絶ぜつ対たい命中！　も、もう全力でいくぞ！

レント：全力でいかないでどーする!?

ノエル：ク、クリスさ～ん……っ、頼たのみますよっ！

クリス：《ボルテクスアタック》！　ついでに残ったフェイトも３点使用っ!!　い、いくぞ……っ！（ダイスを振る）

一同：うおあっ!?　す、すごい出目……っ!?

クリス：…………91ダメージっ!!

ＧＭ：うは……っ！　クリスの一いち撃げきはゾハールの腹はらに差し込まれ、その衝しよう撃げきが光となって、背せ中なかから抜ぬける！　が……ダメージ合計は、いくつだ……。

一同：……。

ＧＭ：に……２２７っ！　まだ２２７だっ!!

クリス：ま、まだ２００点くらいいるのかっ!?　ノ、ノエル!!

ノエル：む、無理ですよっ!?

レント：まずい……やっぱりさっきの《ウォータースピア》外したのが致ち命めい傷しようか……？

ノエル：と、とにかくいきます……っ。お、お願いカラドボルグ～っ!!《スマッシュ》《バッシュ》、カラドボルグの能のう力りよくが二回目っ！

ＧＭ：《フェイス：アーケンラーヴ》が乗っているので、ゾハールの回避はできない。さあ、ダメージロール、こいっ!!




　それは、絶望的なものだった。

　たとえカラドボルグの能力が上がっていたとしても、到とう達たつできるはずのない数すう値ち───。




ノエル：（ダイスを振る）……な、76点───っ！

ＧＭ：それで、ダメージ合計は───３０３。

クリス：…………。

ノエル：い、いや……まだっ。

レント：そう、まだだ！　まだ《エンカレッジ》がある……っ！

クリス：あ、そうか……っ！




《エンカレッジ》

　対象を再ふたたび行動させるスキルである。




ノエル：《エンカレッジ》……自分に使います！　あ、【ＭＰ】が……っ。

レント：大だい丈じよう夫ぶ、《祝しゆく福ふく》使用しましょう！

ＧＭ：ＯＫ、これで再びノエルが行動可か能のうになった。

クリス：嫌いやな感じだ……これ、イジンデルの時と似にてる……。ＰＣ側の攻こう撃げきをＧＭがクリティカルで回かい避ひして、頼たのみの綱つなはノエルの《エンカレッジ》だけ。

ノエル：あー……。

ＧＭ：でもその時とちがうのは、ここでキミにはふたつの選せん択たく肢しが生まれたこと。

ノエル：え？

レント：ふたつ？

ＧＭ：そう。このまま攻撃するか───それとも、小箱の力を使ってすべての武ぶ具ぐを身に纏まとい、おのれを第六の武具と化すか、だ。

ノエル：えぇ……っ。

クリス：ま、まだ使えるのか、その能力！

ＧＭ：もちろん。データを見ればわかると思うが……それぞれの武具の対神しん竜りゆう効こう果かを使っても、武具そのものが消えてなくなったわけじゃない。

レント：………。

ＧＭ：選択するのは、ノエル───キミだ。そして、ここで時間切れだ。〝ズブ、ズブ……〟とノイエが呑のみ込こまれ始める。

ノエル：ど、どうしようどうしよう……っ。

一同：…………。




　あわてふためくノエルに、沈ちん黙もくを守る四人。

　倒たおれたままのガーベラに、竜に呑み込まれつつある母ノイエ───。

　ノエルに、最初に声をかけたのは、エイプリルだった。




エイプリル：……落ち着け、ノエル。ここまで来たら、あせってもしょうがないさ。

ノエル：で、でも～……。

クリス：……たしかに（笑）。どうせノエルがいなければ、ここまでこれなかったわけだし。

レント：なるほど、そのとおりだ。不ふ可か解かいな考えですが……初しよ志し貫かん徹てつといきましょうか。

クリス：私もそれに賛さん成せいだな。ノエルは〝武具〟じゃない。最後まで〝人〟として戦いましょう。

ノエル：……。




　ノエルは、数秒考えて。




ノエル：失敗しても、恨うらみっこ……なしですよ。

エイプリル：もちろん。

クリス：最後の最後までつきあいましょう。

レント：ええ。

ノエル：じゃあ……行きます!!　カラドボルグを構かまえて……っ。




　仲間たちが、笑え顔がおで見守る中で───。




ノエル：《スマッシュ》と《バッシュ》……！

ＧＭ：剣けんを構え直したノエルを見て、神竜ゾハールは笑い、侮ぶ蔑べつする。望みの薄うすい可能性せいに賭かけた、キミたちを。

ノエル：あ、あたってぇええ……っ！（ダイスを振ふる）




　ノエルの、おそらくはこの物語を通して最後となる一撃。

　それは、神竜の胸むな板いたを打ち抜ぬいた。




ノエル：ここで残りの能のう力りよく、フェイトも使っちゃいます！　ダイスの数は、まず始めに２Ｄ、《バッシュ》で５Ｄ、フェイト３点で３Ｄ、《ボルテクスアタック》で９Ｄ、《カラドボルグ》で４Ｄ……合計23Ｄ！




　持てる力のすべてを懸かけて───。




ノエル：いきますっ！（ダイスを振る）




　二十三個このダイスは、机つくえの上に盛せい大だいにばらまかれ……
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　その散らばったダイスをみんなで……仲間全員で、数える。




レント：では、そこでノエルに声をかけていいですか？

ＧＭ：（！）では、ノエルの剣が、まるで時間が止まったかのように……ゆっくりとゾハールの身体からだを突つき通していく中───。




トラン：『あと、少しですよノエル』




ノエル：え……？

ＧＭ：止まった時間の中。聞き慣なれた声にふと振り返ると、そこに立っているのはレント……そのはずだった。だが……




　彼の背はい後ごにだぶって見えるその笑顔は───。




ノエル：トランさん……っ？




　そこで、仲間の歓かん声せいと共にノエルの時が戻もどってくる。




仲間一同：ダメージ………１１７──────っ!!

ノエル：１１７ぁっ!?

ＧＭ：ひゃ、１１７……？

レント：ど、どうだっ!?

クリス：……この数字なら!!　きっと!!　与えたダメージの合計４２０!!

ＧＭ：………。

工イプリル：や、やめろよ？　ここまでやっておいて……変なオチは。

ＧＭ：…………ノエル。

ノエル：は、はぃ。

ＧＭ：やっぱり……あんたはすごいわ。




　そう言いながら───テーブルの上に、シナリオが〝パサっ〟とオープンされる。




＊『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』みっしょん08　最終話

　　ボスデータ／神しん竜りゆうゾハール




　【ＨＰ】───……４２０。




　　　＊　　＊　　＊




　……その日。




　世界中の人々は、空中都市テニアが浮うかぶ夜の空を見上げていた。

　天を貫つらぬく、銀の光の柱はやがてその根本から崩くずれ落ち───音もなく夜空の中に砕くだけ、無数の光の粒つぶとなって散っていった。

　光は、三日三晩ばんにわたって世界中に降ふり注いだ。




　それはまるで……運命に挑いどみ、打ち勝った者たちを祝しゆく福ふくするかのように。




　　　＊　　＊　　＊




　柱が崩ほう壊かいを始めた時、より輝かがやきの強いローズ色の光が五つ、天を目指して舞まい上がり、そして夜空の中心ではじけて世界中に散っていったという。

　それが……カラドボルグ、アガートラーム、ウィガール、カフヴァール……そしてマビノギオン───〝薔ば薇らの武ぶ具ぐ〟と呼よばれた武具が、地上を照らした最後の輝きだった。




　光の中で、少女は母と再さい会かいした。

　笑え顔がおを浮かべる母に肩かたを貸かして立ち上がり……光の中から、外へと出る。

　そこに待っていたのは、仲間の笑顔。




ＧＭ：ガーベラは、痛みに耐えながらゆっくりと上体を起こし、光りの中からでてきたふたりを見て涙を浮かべ───。

エイプリル：ノエル。

レント：ノエル。

クリス：ノエル……おかえり。




　ノエルは、笑顔を浮かべて───言った。




「───ただいま」








　ENDING PHASE




◆Ending 01◆そして始まる日々に




　最後の戦いから、一年近くが過すぎた。

　それまでの罪つみがすべて冤えん罪ざいだったことが証しよう明めいされ、クリス＝ファーディナントは神しん殿でんへの復ふつ帰きを許ゆるされていた。

　あの日、仲間たちと別れて以来、報ほう告こく書しよの作成と後あと処しよ理りに追われる毎日だった。




ＧＭ：……というわけでクリス。キミは今、ヴァンスターの神殿に再ふたたび戻っている。しかも今日は〝聖せい騎き士し〟として、正式に騎士叙じよ勲くんを受けることになっている。

クリス：ああ、たしかに今回のシナリオの成長点を使うと、たしかにパラディンになれそうだな（笑）。

ＧＭ：そういうことだ。今回の事じ件けんで、ヴァンスター神殿内のルールが少し変わってね、三つある神殿騎き士し団だんのうちのひとつを、正式に与あたえられることになっている。

クリス：というと？

ＧＭ：ほら、これまでは指し揮き系けい統とうのトップはマティアスひとりだったろ？　それはよくない、という話になって、三人の騎士団長をたててそれらに管理をまかせることになったんだ。

クリス：なるほど（笑）。…………って、そういえば……マティアスは？

ＧＭ：ああ、彼は今回のことでいろいろ味み噌そをつけて、立場もそのままにヴァンスター神殿に残りはしたものの───その権力は失墜した。

クリス：し、しぶとい（笑）。

ＧＭ：……さて、そろそろ時間だ。おもむろに───〝コンコン〟。キミの部屋のドアがノックされる。騎士叙勲の儀ぎ式しき……その時間が来たらしい。

クリス：これを受けるとどうなる？

ＧＭ：そりゃ、責せき任にんある立場になるわけだし……このヴァンスター神殿のため、世界の平和と秩ちつ序じよのためにこの地で働くことになるだろう。

クリス：……なるほど。




　クリスは少し考えて───




「じゃあ、私は───」







◆Ending 02◆再会




　その酒場の暗い片かた隅すみ───エイプリルはひとり、酒を飲んでいた。

　カウンターの上に置かれたグラスは、ふたつ。

　喫のみもしない煙草たばこ……しかも二本に火をつけ、灰はい皿ざらの上に置く。

　立ち上る紫し煙えんを見つめながら、エイプリルは再びグラスを傾かたむけた。




ＧＭ：では、エイプリルのエンディングシーンだ。

エイプリル：ああ、俺おれは故こ郷きようには帰れないからな。あちこち転々と旅している……そんなエンディングがいい。

ＧＭ：ＯＫ、すると……場末の酒場、かな。

エイプリル：ああ。もうすぐ、かつて共に冒ぼう険けんをしていたあいつの命日ってことで、酒をあおりながらひとり、思い出している。

ＧＭ：それっぽいな（笑）。では、そんな時───。

エイプリル：そう、そんな時。俺の隣となりに、奴やつが座すわるんだ。

ＧＭ：奴？　……ああ、奴か（笑）。では、キミの隣に座すわり込んだ女は、挨あい拶さつしながら不平を口にする。「こぉんなトコにいたのかよぉ、エイプリル……ぅ、捜さがしちまったぜ？」

エイプリル：……ジュライ。お前みたいなお子様が入る店じゃないんだがな。

ＧＭ：「それが、恩おん人じんに対する口の利き方か？」

エイプリル：恩人？

ＧＭ：「ああ……これだよ、これ」そう言いながら、ジュライはポケットから小さな鍵かぎを取り出して、カウンターの上に置く。

エイプリル：……これは？

ＧＭ：「てめえの首輪の鍵だよ。おめえは、俺が殺すんだ。肝かん心じんな時になって……皇こう帝ていの指先ひとつで……〝ボン〟じゃ、つまらねえだろ」

エイプリル：……頼たのんでないがな。

ＧＭ：「…………ち、こっちは皇帝に追われること覚かく悟ごで盗ぬすみだしたってのによ」

エイプリル：では、その言葉を聞き流しつつ……。

ＧＭ：聞き流すのかよ！（笑）

エイプリル：ああ。代金をカウンターの上に置いて、店を出る。

ＧＭ：「お、おい！　どこ行くんだよっ、こら」ジュライが不満げな声をあげるが。

エイプリル：……ちょっと、行くところがある。

ＧＭ：「連れねえなぁ、おい。───ま、いいけどよ。俺が殺しにいくまで、ちゃんと生きてるんだぞ。いいな？」振ふり向きもせず、ジュライは言った。

エイプリル：なら、最後に振り返って言う。お前と遊んでるヒマはねえよ───だけど……。

ＧＭ：だけど？

エイプリル：取り外した首輪を、ジュライに投げて……。




　エイプリルが笑え顔がおを浮うかべた。




　ぽかんとした表情で、ジュライはエイプリルを見る。

　その視線の追求をかわすためか、涼すずしくなった首もとをごまかすためか……エイプリルはその長いブロンドの髪かみをかき上げた。







◆Ending 03◆最後の日




　ダイナストカバル───。

　反はん神しん殿でん組そ織しきとして立ち上げられたこの悪の組織は、神竜ゾハールの事じ件けん以来……




　ますます地ち域いき住民に愛されていた。




ＧＭ：次はレントのエンディングだ。まあ、オチは見えているが……（笑）。

レント：では、わたしは当然のようにダイナストカバルの本部にいます。目の前には、大だい首しゆ領りようの石せき像ぞうが置かれ……その周辺では、怪かい人じんたちが男泣きをしている。

ＧＭ：…………なぜ泣いている。

レント：今日は、ダイナストカバルの解かい散さん式しきの日だからです。

ＧＭ：なにいっ!?

レント：ほら……もともとこの組織、ノエルの父親が立ち上げたもので……妻つまも取り戻もどせたし、子こ供どもとも再さい会かいできた。もう、存そん在ざい意い義ぎが薄くなってて……。

ＧＭ：……。では、今日最後の大首領のお言葉がみなに通達される。「諸しよ君くん、今日この日まで……ご苦労だった。本日をもって、我わがダイナストカバルは解散する。もう、資金が立ちゆかないとこまで、来ているのだ」

レント：そこが原げん因いんかっ!?　で、では、大首領。わたしは組織がなくなっても……他に行くところがございません。どうか、おそばにお置きください。

ＧＭ：大首領は数秒沈ちん黙もくして───「よいのか？　ここから先はつらいことになるぞ」

レント：かまいません。

ＧＭ：「そうか……実は、解散式の他にも大事な発表がある。そこの垂たれ幕まくをめくるのだ」

レント：ぺり。

ＧＭ：そこには達筆な文字で、こう書いてある。「───ネオ・ダイナストカバル結成式」

レント：やっぱりそのようなオチですか、大首領。

ＧＭ：「それとな、新組織発足に際さいして……新幹部も招しよう聘へいしてある。実に優ゆう秀しゆうな魔ま術じゆつ師しだ」

レント：ほう。それはなにより。

ＧＭ：「教育係にぴったりだぞ」

レント：嫌いやな予感がします。

ＧＭ：「では、あらためて紹しよう介かいしよう。今、お前のうしろにいるのが───」

レント：だ、大首領。新幹部に会う前に休きゆう暇かをいただけませんか。行きたいところが……。

ＧＭ：そんなレントの背はい後ごから───「そうだな、いくかレント！　あたしもいくぞ」ふいに新幹部・アルテアが声をかけた。

レント：……。やはりあなたですか───と、帽ぼう子しをとってアルテアの頭に乗せます。

ＧＭ：「おともをめいじるぞ。あたしも、いきたいとこがあるからな」

レント：では、少し笑って……ええ、その任にん務むはお受けしましょう、アルテア。

ＧＭ：その言葉にアルテアは元気に笑って……最後は少し困こまった顔で、言った。「にしても、おまえ、だんだんトランににてきたなー。やっぱり……おまえをつくるとき───」




「きおくかいろのいちぶに……トランのぶひんをつかったからかなあ？」







◆Ending 04◆夢ゆめのはじまり




　ノエルという少女がいた。




　ヴァンスターの名家・グリーンフィールド家でなに不自由なく、育てられた少女だ。

　あの戦いのあと、ノエルは仲間と別れ……この家に戻もどり、暮くらしていた。

　実の母ノイエは、ガーベラに付き添われ、今はディアスロンドで療りよう養よう中だ。

　その弱った身体からだを……贖しよく罪ざいの意味もかねてヴェラシオ＝ハーヴェイ教きよう皇こうが、一いつ切さいの面めん倒どうを見ると約束してくれたのだ。




　そして、今───ノエルは、再ふたたび旅たび支じ度たくをしていた。




ＧＭ：……というわけで、最後はノエルのエンディングシーンだ。あの戦いから一年近くが立とうとしているこの日───。

ノエル：あ、あたし……エンディングでどうしてもやりたいことがありまして～……。

ＧＭ：やりたいこと？




　ノエルの旅はかつて、楽しさと共に始まった。




ノエル：ですです！　やっぱり最後はこう……トランさんのお墓はか参まいりに……。

ＧＭ：なるほど（笑）。というか、それはやろうと思ってました（笑）。




　ひとつの旅は、終わりを告げたが───その想おもい出では今も胸むねに残っている。




ノエル：じゃあ、旅支度をしたら、お義と父うさんとお義か母あさんに旅の許きよ可かをもらって……。

ＧＭ：「ウォーンウウォンォンっ！　ま、また行っちゃうのかいノエル～……っ！」

ノエル：い、犬のように泣くお義母さん……っ（笑）。だ、大だい丈じよう夫ぶですっ、今回はすぐ帰ってきますから……。

ＧＭ：では、お義父さんは笑え顔がおで送り出してあげるということで（笑）。

ノエル：ありがとうございますっ。




　帰ってきた日々の……街での暮らしの中でいつも思っていたのだ。

　もう一度、胸むねをときめかす旅に出たいと。




ＧＭ：そしてキミはヴァンスターを離はなれ今、トランの墓はか石いしの前に立っている。

ノエル：じゃあ、トランさんにこれまでのこと、いろいろ報ほう告こくして、お墓はかを洗あらって……お供そなえもののおまんじゅうを置いて……（笑）。

ＧＭ：……時おり、キミの腕うでに巻まいてある安物の鈴すずが、チリンと音をたてる。

ノエル：あ、そういえば……あの街のお祭りって、もう終わっちゃいました？

ＧＭ：ああ、ラインの街の？　そうだな、残念ながら数日前には───。

ノエル：ありゃりゃ。で、トランさんや冒ぼう険けんで楽しかったこと、思い出して……ぽそっと言うんですよ。また、冒険に出たいなあ……って。

ＧＭ：では、ノエルがそんなことをつぶやいた時。ふいに、背せ中なかからこんな声がかけられる。




「ほう、それはすばらしい───。

　実はこの近くに、自分捜さがしにうってつけのダンジョンがあるんですが」

「お嬢じようさん、こんな詐さ欺ぎ師しみたいな男、信じてはいけません！

　やはり、こういう時は神しん殿でんを頼たよるのがよろしいかと……」

「お前ら……どっちも胡う散さん臭くさいだろ」




ＧＭ：その声に、ノエルがふと振ふり返れば。そこに、笑顔と共に立っていたのは───。








[image: ]








　……訪おとずれたのは、再さい会かいの時。

　もう一度、ここで会えると信じていた仲間たち。

　始まるのは、新しい旅。

　きっとそこにある、仲間と過ごす楽しい時の流れ。

　悲ひ劇げきの運命とか、薔ば薇らの巫み女ことか……そんなものはもういらない。

　みんなの笑顔に囲まれて───。




　ノエルの行く末には今、




　夢のような蒼そう穹きゆうの未来が───待っている。








『アリアンロッド』リプレイ・ルージュ

『ノエルと蒼穹の未来』

‐ＦＩＮ‐
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　　超あとがき




　さて、ノエルとゆかいな仲間たち……彼らの冒険はこれで終わりです。




　今回、なんといっても悩んだのはトランに代わるキャラクターの扱いです。

『白亜の悪夢』が出版されて以降、舞い込むお便りやメールのほとんどは、トラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラントラ（以下省略）。

「トランのライフパスは［再生］ですから最終巻では生き返りますよねっ!?　ぜったい、ぜったい生き返らせてください！　でも、生き返ったらかっこわるいからヤメテ！」

〝どっちだっ!?〟

　と、思わず何度ツッコんだことか……（笑）。そんなお便りをたくさんいただき───でも、みんなの気持ち、言いたいことは痛いほど伝わりました。

　さんざん悩んだ結果、今回のような形にまとめたんですが……いかがでしたでしょう？




　　　＊　　＊　　＊




　さて、今回も恒例のルール＆シナリオまわりの解説に参りましょう！

　誌面の都合で、せっしょん08が中心です。




生命の呪符

　まえがきにも書いたとおり、みっしょん08からアイテムガイドを導入しています。

　これを導入すると、ガーベラの放った《レイジ》よりクリスを守ったあのアイテム〝生命の呪符〟の効果は変化します。もともとは装飾品でしたが、装備していなくても効果を発揮するようになっており、ただし効果が発生するとただちに行動済みの状態になるのです。もし、みっしょん07でアイテムガイドを導入していたら、《レイジ》を受けたあとにクリスは行動済みになっていたわけで───戦闘の展開は、変わっていたかもしれません（笑）。




みっしょん07の分岐

　リプレイ本文でもちらっと言ってますが、みっしょん07のラストバトルは、確率50％でＰＣを倒す、というバランスでデータを組みました。

　もし、この戦いでガーベラが勝利していた場合、彼女は薔薇の武具をすべて纏まとい、神竜に挑み……しかし、主である神竜にあらゆるスキルを封じられ、逆にガーベラを乗っ取る予定だったのです。

　すなわち、みっしょん08のボスは、ガーベラの姿で、薔薇の武具をフル装備した神竜ゾハールにする予定でした。神竜は、薔薇の武具でしか倒せない……このルールは変わりません。でも、武具はゾハール自身が装備しています。どう考えても、終わってます。

　これをいかに倒すのか……それが最大の見せ場でした。

　みなさん、この解決方法はおわかりでしょうか。

　ヒントは……みっしょん04の中に、伏線として張ってあります。

　お暇な方は、あれこれ探してしてみてください（笑）。




ノエルの呼びかけ

　みっしょん08のラストバトル───クリンナッププロセスでノエルが、ノイエに対して行った判定について、解説しておきましょう。

　戦闘終了までのラウンドに制限がある中、判定に何回成功するかで発揮される効果が変わる、というものでした。

　一～二回なら、神竜の物理／魔法防御は20になる。

　三～四回以上なら、神竜の物理／魔法防御が10になる＋戦闘可能なラウンド数＋１

　五回以上なら、神竜の物理／魔法防御は０になる＋戦闘可能なラウンド数＋１

　……こういう設定です。

　戦闘ラウンド数が増えることについては、ギリギリまで黙っておいて、その場面が来た時に「……だが、ノイエはまだ取り込まれていない！」と演出を加えつつ明かそうと思っていたのに、とうとうその場面は来ませんでした（笑）。




　……さて、本当にスペースがなくなってきました。

　この二年弱、ノエルたちを応援してくださった方々に、あらためてお礼を申し上げます。彼女らの冒険はこれで終わりましたが……このキャンペーンをやっているうちに、イラストの佐々木なんかと一緒に妄想を爆発させつつ、次なるネタはしっかりため込みました！

　また、次なる冒険が始まるその日を、お待ちください。




　では最後に……これまで付き合ってくれたプレイヤーやスタッフのみなさん。

　そして最高のプレイヤーだった力丸乃りこさん───。




「……みなさま、本当にお疲れ様でした！」





二〇〇七年八月某日　菊池たけし













アリアンロッド・リプレイ・ルージュ④




ノエルと蒼穹の未来
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